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　　　１







　大学の学園祭一日目が終わった日の夜。

　サークルで作った映画のデータを恋こいヶが崎さきに送って観みせたところ、恋ヶ崎はスマホの画面の向こうで泣いてしまった。

　あまりに予想外の出来事に、俺は狼狽うろたえてしまい恋ヶ崎に何も言えなくなる。

　恋ヶ崎が泣いてしまった映画の場面は……。




『好きなの。ずっとずっと、あなたのことが好きだったの……』




　長は谷せ川がわが演じる碧あお海み鈴すず音ねが、俺の演じる主人公夏なつ野の大おお空ぞらに、そんなセリフを告げたところだった。




　本来、九月のシルバーウィークに俺が恋ヶ崎に会いに北ほつ海かい道どうへ行くという話だったのに、学園祭の準備が大変で俺は北海道へ行くことができなかった。

　だけど恋ヶ崎のラインの感じだと特に怒おこってる様子もなかったので、完全に安心しきってしまっていたのだが……。

　今考えると、既すでにそこで恋ヶ崎は不信感を募つのらせてしまっていたのだろうと思う。その上、映画で演技とはいえ他の女の子とのラブシーンなんてあったものだから、余計に恋ヶ崎を傷つけてしまったのかもしれない。

　恋ヶ崎がこの映画を観たら傷つくだとか、正直俺は一いつ切さい考えつきもしなかった。頑がん張ばって作った映画を観てもらいたい一心で、何も考えずに恋ヶ崎に映画のデータを送ってしまったのだ。




　それから恋ヶ崎は一方的に電話を切り、その後俺が何度か電話をかけても出てくれなかった。

『一度ちゃんと話したいから電話したい』とラインを送ったが、既き読どくはつくものの返信は来なかった。







　恋ヶ崎とのことがあってほとんど眠ねむれないままその日の夜を過ごし、翌朝。

　学園祭二日目の朝を迎むかえた。

　朝になっても、恋ヶ崎からは連れん絡らくがなかった。

　すごく不安になったが、何にせよ、来週の三連休には俺が会いに行く約束をしている。そのための金もなんとか確保してあるし、そこで今度こそ誠意を見せて仲直りしなければ。

　そう考えた俺は、恋ヶ崎にラインを連投した。

『先月会えなかったこと、ちゃんと会って謝りたい。来週俺がそっちに行ったとき色々話そう』

　すぐに既読はついたが、返事はその場で来なかった。




「……！」

　電車で大学に向かう途と中ちゆう、恋ヶ崎から返信があった。

『恋ヶ崎桃もも：ごめん。来週の三連休だけど、やっぱり会えそうにないや』

「!?」

　急に会えない、って……どういうことだ？

『え、そうなのか？　なんでだよ？　俺、完全に会いに行くつもりだったんだけど……』

　意外とすぐに返信が来る。

『恋ヶ崎桃：ちょっと急用が入っちゃって……』

『急用？　ってなんだよ？　じゃあいつなら行っていいんだ？』

　俺がそのラインを送ったのを最後に、恋ヶ崎からは返信が来なくなってしまった。







「……わだ。おい、柏かしわ田だ！」

「え!?　あ、はい！」

「どんだけボーッとしてるんだよ～。話聞いてたか？」

　視し聴ちよう覚かく室で部員のみんなで準備をしている最中、岩いわ本もとさんに声をかけられてハッとする。

「す、すみません……なんでしたっけ？」

　恋ヶ崎とのことで頭がいっぱいで、つい準備中だというのにボーッとしてしまっていた。

　ちなみに今日は長谷川と佐さ倉くらさんは当番ではないので、ここにはいない。

「やっぱり聞いてなかったな～。今日の午前中だけど、姉あね御ごが急に面接が入ったとかで来られなくなったんだと」

「へえ～。……って、それじゃ午前中野や郎ろうだけで店番ですか!?　一気に集客力下がりそうっすね……」

　今日の午前中は、俺と、岩本さんと、二年の先せん輩ぱい二人と、二に階かい堂どうさんの五人が当番ということになっていた。

　昨日たくさんの人を集客できた原因は、長谷川と佐倉さんがコスプレをして接客をしてくれたことが大きい。

　だからと言ってずっと二人に接客当番をしてもらうわけにはいかないので、就活で忙いそがしい二階堂さんに無理を言って今日の午前中だけ当番をしてもらうことになっていたのだ。

　それが来られなくなってしまったなんて。男だけだと昨日よりも全然お客さんが入ってくれないんじゃないだろうか？

「ああ、それがな……」




「おはようございまーす！」

「おはようございます♪」




　そのとき、視聴覚室の扉とびらが開いて聞き慣れた声が耳に飛び込んできた。

「えっ……小豆あずきちゃんに、ムラサキさん!?」

　現れた姿を見て、俺は驚おどろいて声を裏返させる。

　まだ学園祭の準備時間で、一いつ般ぱん公開開始時間にはなっていないはずなのだが。俺以外の部員もみんな驚いた様子で二人に視線を向けた。

「今日、杏あん奈な先輩が急きゆう遽きよ来られなくなったとのことで、代わりに当番を頼たのまれて参りました♪」

「わたしも同じくです！」

「えっ!?　そ、そうなんですか!?」

　二階堂さん、自分が来られなくなった代わりに二人に当番を頼んだのか……。

　部員たちは、うおおお、なんてありがたいんだ、と口々に言って感激している。

「本当にすみませんな～、お二人とも……。大学外の人に映画の撮さつ影えいだけでなく学園祭当日までこんなに世話になっちまって……」

「いえいえ！　学園祭二日目もムラサキさんと遊びに来るつもりだったので、全く問題ないですよ！　むしろ、映画のお客さんの生の反応を見てみたかったですし！」

「私もです。それに、こういったいかにも青春っぽい学園祭を体験したことがなくて、参加してみたかったんですよ♪」

「姉御はなんて素す晴ばらしい後輩や友人を持っているんだ……ありがとうございます、お二人さん！」

「俺からも、ありがとうございます！」

　岩本さんと俺に続き他の部員たちも口々に感謝を述べ、それから再び学園祭の準備を再開する。

　小豆ちゃんとムラサキさんは一いつ旦たん部屋を出て、映画に出たときのコスプレ姿に着き替がえて戻もどってきた。




　やがて開始を知らせる放送があり、学園祭二日目が始まった。

　俺と小豆ちゃんとムラサキさんの三人で、視聴覚室の前で来てくれたお客さんを整列させる。

「漫まん研けんの映画『夏なつ色いろ彼かの女じよ。』を観に来て下さった方は、こちらに一列に並んで下さーい！」

「うおおお、ポスターに写真載のってたみらいコスの子じゃね!?　本物めっちゃ可愛かわいい！」

「あ、ありがとうございます」

　お客さんの一人が、小豆ちゃんの姿を見て興奮している。小豆ちゃんは恥はずかしそうに礼を言った。

「ああっ、撫なでし子こ先輩も！　お二人も、映画に出てるんですか!?」

「はい、出させて頂いてます♪」

　ムラサキさんも声をかけられて、対応する。

　それからも、映画が始まるまでの間、小豆ちゃんもムラサキさんも観に来たお客さんから声をかけられまくっていた。その様子を見て、通りがかりの人も数人列に並んでくれる。

　本当にコスプレ美少女の力って偉い大だいだなあ……。二人には感謝してもしきれない。

　二階堂さんが来られなくなって、男だけで店番をしたら絶対こんなにたくさんの人たちは来てくれなかっただろう。

「友達がここの映画面おも白しろいっつってたな～」

「マジで？　じゃあ観てみっか」

　中にはそんな風に知り合いから評判を聞いて観に来てくれた人もいて、そういう話を聞くと自分たちの映画が観た人に本当に認めてもらえているのだと分かり嬉うれしくなった。




　やがて映画の上映時間になり、観客を視聴覚室の中に入れてから、先輩たちが映画を流し始める。

　俺と小豆ちゃんとムラサキさんは、そのまま受付に座った。

「大盛せい況きようで嬉しいねえ！　ほんと、いい映画ができたもんねー！　桃ちゃんにも観てもらいたいくらい」

「……！」

　何気なく、小豆ちゃんが無む邪じや気きに言った。その言葉に、俺は思わず何も返せなくなる。

「あ、もしかしてもう桃ちゃんには観みせてたり!?」

「あ、ああ、うん、まあ……」

「……？」

「柏田さん、何かあったんですか？　今日は朝から顔色が悪いようですし……」

　ムラサキさんが心配そうに俺の顔をのぞき込み、小豆ちゃんも不安げな表情で俺をじっと見た。ムラサキさん、相変わらず勘かんが鋭するどいなあ……。

「え!?　そ、そうですか……？　いや、その、実は……」

　二人に相談したいという気持ちに駆かられ、俺は昨日恋ヶ崎に映画を観せたこと、そして映画を観た恋ヶ崎が俺と長谷川のラブシーンで泣いてしまったことを話した。

　また、俺がシルバーウィークに北海道へ行くと言っていたのに学園祭の準備で忙しくて行けなかったこともつけ加えた。

「えぇー!?　そんなことが!?　……ああ、でも確かに、あの映画を観て不安になる気持ちは分からなくもないかも……」

　小豆ちゃんが少し考え込んでから、そんなことを言い出したので、俺は驚いた。

「そうですね……。確かに、長谷川さんと柏田さんのシーンは、本当に演技なのか疑いたくなってしまうほど臨場感があったというか……。……！」

　ムラサキさんまでそんな風に思ったっていうのか……？

　しかしそこで、なぜかムラサキさんがどこかを見て驚いた様子で言葉を止める。

　不思議に思い、彼女の方に向けていた顔を正面へと戻すと……。

「……は、長谷川!?」

　数メートル先に、長谷川の姿があった。

「……？　お疲つかれ様、柏田君。それに、小豆さんと狭さ川がわさんも店番を手伝って下さってるんですね。ありがとうございます」

　もしかして今の会話を聞かれていただろうか、と一いつ瞬しゆん焦あせったが、そんな俺の様子を少し不思議そうに見ている長谷川を見て、会話は聞かれていなかったようだと思い直す。

「長谷川、今日は当番じゃなかったのに……」

「ええ、そうなのだけれど、気になって様子を見に来たの。お客さんの入り具合はどう？」

「あ、ああ、昨日と同じくらいかな！　相変わらず大盛況だよ！」

　長谷川と俺たちが会話をしていると、映画の上映が終わったらしく、扉が開いてお客さんが出てきた。

「ありがとうございましたー！」

　立ち上がってみんなで礼を言う。

「おお、長谷川さんも様子を見に来てくれたのか」

　視聴覚室から出てきた岩本さんが、長谷川の姿を見て声をかけた。

「はい。でも、大盛況みたいで安心しました」

「ああ、今日も初回から絶好調だな！　あ、ちょうどいい。柏田、昨日からずっと当番だったろ？　長谷川さんとどっか回ってきていいぞ～」

「……え!?」

　岩本さんの突とつ然ぜんの提案に驚いて声を上げる。

「元々お前に負担がでかいシフト組んじまったなあって思ってたんだよ。あとは俺たちに任せて行ってこい！」

　岩本さんは俺の背中を押して長谷川の方へと追いやる。

「あ、い、いいんすか……？」

「ああ、ここは俺たちに任せて、お前たちは先に行け！」

「あ、あざます……。っていうか、長谷川さえ良ければだけど……」

　戸と惑まどいつつ、長谷川の顔を見る。

「わ、私は……勿もち論ろん、構わないわ」

　長谷川も少し戸惑った様子でそう答えた。

「じゃあ、長谷川、いこっか」

「え、ええ……」

　そこまで言ってくれるなら、と俺は岩本さんの厚意を受けることにした。

「じゃあ二人とも、いってらっしゃ～い」

「楽しんできて下さいね」

　小豆ちゃんとムラサキさんも、俺たちを快く見送ってくれた。

　みんなに挨あい拶さつをして、俺と長谷川は視し聴ちよう覚かく室を後にして学園祭を回ることにした。




「昨日に引き続き大盛況で、本当にありがたいわね。……柏田君？」

「え、な、何？」

　長谷川と大学内を歩きながら、声をかけられて思わずびくっとする。

　まずい、またボーッとしてたな、俺……。

「……先ほどから思っていたのだけれど……柏田君、疲れ気味のようね。それとも、何かあったの？」

「え!?　ごめんごめん。寝ね不ぶ足そくでボーッとしてるだけだよ」

　思わず咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしてしまう。

「そう……？　柏田君、どこか行きたいところある？」

　長谷川は心配そうに俺の顔を見て尋たずねる。長谷川にも気を遣つかわせてしまうなんて……。

「行きたいところか、そうだなあ……」

　パンフレットを広げ、目を通した。パラパラと捲めくっていると、とあるサークルの出し物が目に留まった。

「アニ研、コスプレ喫きつ茶さ兼けん部誌とグッズの販はん売ばいやってるんだ」

「あら、本当ね。アニ研のところへ行ってみる？」

「うん、ちょっと気になるな」

　別に特別ライバルサークルとして意識しているわけではないが、一オタクとして気になる。

　俺と長谷川はそのままアニ研の出し物をやっている教室へと向かった。




「いらっしゃいませ～！」

「!?」

　教室に到とう着ちやくすると、『船これ』のキャラのコスプレをした学生が俺たちを出で迎むかえたのだが……衣い装しようがほぼスク水のようなもので、びっくりした。

「お客様、こちらへどうぞ！」

「あ、は、はい……」

　目のやり場に困るなあ、と思いながらアニ研部員の後に続いて教室に入る。

「……!?」

　入ってすぐ、見覚えのある顔を見つけて一瞬息を吞のんだ。

「オ～ッ！　き、君たちは……漫研部員じゃないか！　スパイか!?　敵情視察か!?　ミス二階堂に様子を見に行くよう言われたのか!?」

　アニ研の部長の愛あい島じまさんが、俺たちの姿を発見するなりこちらを指さして大声を上げた。俺たちの方へずんずんと歩を進めてくる。

　愛島さんは女性に人気のあるオンラインゲーム『刀とう剣けん裸ら舞ぶ』の、見覚えのあるキャラクターのコスプレをしていた。男装をすると和装のイケメン、という雰ふん囲い気きだが、そんな雰囲気もセリフのせいで台無しである。

「ひいっ!?　ち、違ちがいますって！」

「オオ、ミス長谷川……相変わらず美しいな。ついに我がアニ研に入る気になったかい？」

　愛島さんは長谷川を見るなり手を握にぎってそんなことを言い出した。

「いいえ、様子を見に来ただけです」

　長谷川は普ふ段だんよりもさらに冷たい態度でキッパリと愛島さんに返した。

「クッ……そ、そうか。まあいい、いずれアニ研に入りたくなるときが来るさ。夏コミでは僅きん差さで負けたが、今回の学園祭では、我がアニ研が最さい優ゆう秀しゆうサークル賞を頂くことになるだろうからな！」

　愛島さんは俺たちに向かってビシッと指をさして言い切った。

「え……!?」

　そういえば、サークルの出展で賞があるって岩本さんが言ってたな。元々はその賞に入りたくて、部員一同気合いを入れて頑がん張ばったんだ。

　愛島さんのこの自信はどこから来るのか、と一瞬不思議に思ったが、確かに教室内を見るとそれなりに客の入りは良かった。

　しかし、すぐにその理由に気付いて納なつ得とくした。愛島さん以外の女子部員はみんな、水着や水着に近いような露ろ出しゆつ度どの高いコスプレ衣装を着ていたのだ。

　な、なんて卑ひ怯きような真ま似ねを……！　いや、女子部員のコスプレの集客力に頼たよってるのはうちも一いつ緒しよだけどさ。

「い、いや！　俺たち漫まん研けんの映画だって、相当客入ってますし、お客さんの評判もいいですから！」

　なんとなく悔くやしくなって、咄嗟に言い返す。

「ふっ……まあいい。今日の後夜祭で結果ははっきりするはずさ！」

　そういえば岩本さんに、後夜祭でサークルのコンテストの発表があるって聞いていたな。

「部長～、お客さんにいつまでも立ち話させてないでご案内したいんですけどー」

　かっこつけて言い切った愛島さんの側そばにコスプレ姿の女子部員がやってきて、呆あきれた様子で声をかけた。愛島さん、案外部員に慕したわれてないのだろうか……？

「え!?　あ、ああ、そうだな」

「それではお客様、こちらへどうぞ」

　女子部員に案内されて、俺と長谷川は席に着いた。

　互たがいに飲み物の注文をする。

「結構本格的な部誌を作っているのね。お客さんの入りもいいし、これは確かに賞の候補になるかもしれないわ。……？　か、柏田君？」

「……。……え、あ、ごめん！　何？」

　まずい俺、また意識ここにあらずだったな……。

「…………」

　そんな俺の顔を、長谷川は心配そうにじっと見つめた。

　長谷川にこんな風に心配かけちゃダメだ、と思っているのに……。




　アニ研を出た後、スマホをチェックするも、恋ヶ崎からの返信は入っていなかった。

「……柏田君、次に行きたいところはある？」

「え？　う、うーん……」

　長谷川に尋ねられて悩なやんでしまう。今の心理状態じゃ、特に行きたいところというのがパッと出てこない。

　せっかく長谷川と一緒に学園祭を回っているというのに、俺がこんなんじゃ長谷川に悪いとは思うのだが……。

「あ、そうだ。柏田君さえ良ければだけれど……今日これから、お笑い芸人さんが来て、お笑いライブをやるみたいよ。良かったら見に行かない？　お笑いサークルの子に、チケットもらったの」

「え、あ、そうなんだ！　うん、是ぜ非ひ行きたいな」

　俺が答えると、長谷川は少し笑った。

　長谷川が、俺が元気がないから気き遣づかってくれているのがすごく伝わってきて、本当にありがたく思った。




　それから俺たちはグラウンドに移動して、お笑いライブを見に行った。

　よくテレビで見る芸人が漫まん才ざいを披ひ露ろうしたのだが、非常に面おも白しろくて、俺も長谷川も大笑いした。そのときだけは恋ヶ崎とのことを忘れられたような気がした。




「あー、面白かった！　めっちゃ笑った！　長谷川、誘さそってくれてありがとね！」

　グラウンドをブラブラしながら、俺は長谷川に礼を言った。

「少しでも楽しめたのなら良かったわ。柏田君……今日一日元気がないように見えたから」

「……！」

　やっぱり長谷川は、ずっと気にし続けていてくれたんだな。

　こんなに心配してくれているのに、このまま変に誤魔化し続けるのもかえって長谷川に悪いよな……。

「ご、ごめん……。実は、今恋ヶ崎とちょっとトラブってて……」

　そう思った俺は、長谷川に相談することを決意する。

「え……？　恋ヶ崎さんと……？」

「うん……」

　それから俺たちはグラウンドのベンチに座り、先ほど小豆ちゃんとムラサキさんに話したのと同じ要領で、恋ヶ崎とのことを長谷川に話した。

　長谷川は神しん妙みような顔で俺の話を聞いていた。

「あの映画を観みた恋ヶ崎さんが、そんな反応を……」

　長谷川にしては珍めずらしく、なんだか少し戸惑っている様子だった。

「それで、恋ヶ崎が泣いたシーンっていうのが、その……俺と長谷川のシーンだったんだ……。だからさっき、そのシーンの話を三人でしてて……」

「そうだったの……」

　長谷川は俺の言葉を聞いて、俺の顔から視線を下げた。

　小豆ちゃんとムラサキさんが言っていたセリフを思い出す。

『確かに、あの映画を観て不安になる気持ちは分からなくもないかも……』

『長谷川さんと柏田さんのシーンは、本当に演技なのか疑いたくなってしまうほど臨場感があったというか……』

　あの映画の中では、他の女の子たちとのラブシーンもあった。

　だけど恋ヶ崎が泣いてしまったのは、俺が長谷川に告白されるシーンだ。小豆ちゃんとムラサキさんも、恋ヶ崎があのシーンを観て泣いたのは理解できる、と言う。

　俺と長谷川のシーンは、恋ヶ崎を泣かせてしまうほど……臨場感があってリアルだったのだろうか？

　恋ヶ崎はあの映画を観て、俺と長谷川の間に本当に何かあるんじゃないかと思って、不安になってしまったのだろうか？

　俺が考えている間、長谷川も俯うつむいて何かを考え込んでいた。

「……分かったわ。私からも、恋ヶ崎さんに連れん絡らくしてみるわ」

　やがて顔を上げた長谷川の顔には、もう戸と惑まどいの色はなく、落ち着いた様子でそう言った。

「え!?　は、長谷川が!?」

「ええ。今回のことは、私にも原因があるもの……」

　長谷川は俺から目を逸そらしたまま少し沈しずんだ様子で言う。

「長谷川に原因!?　いや、そんなの全くないって！」

　悪いのは、すべて俺なのだ。

　北海道へ行くと言っておきながら行かなかった上に、何も考えずに軽けい率そつに他の女の子とのラブシーンを恋ヶ崎に観せてしまったのだから……。

「いえ……とにかく、今日にでも連絡してみるから」

　長谷川は詳くわしいことは言わずに、それだけきっぱりと告げた。意志は固いようだ。

　長谷川が、俺と恋ヶ崎との問題にそんな風に責任を感じてしまうなんて……。

「そ、そう……？　うん、分かったよ。ありがとう」

　長谷川は、どういう意味で自分にも責任がある、と言っているのだろう。長谷川の言葉の真意が、いまいち分からなかった。




　それから俺と長谷川は昼飯代わりに出店で適当なものを買って食べ、漫研の様子が気になるので、視し聴ちよう覚かく室に戻もどることにした。

　俺たちが戻ると、相変わらずたくさんのお客さんが並んでいた。

「あ、柏田君に翠みどりちゃーん！　おかえり～！」

　小豆ちゃんとムラサキさんが受付で俺たちを出で迎むかえる。

「すごいお客さんだね。ずっとこんな感じ？」

「ええ。一度観た方がまた観たいと来て下さったり、ポスターやパンフレットを見て興味を持って来て下さったり……。『夏色彼女。』ファンの方だったり、学園祭でアニメの実写映画という新しい試みに興味を持って下さってる方もいらっしゃるみたいで、ずっとお客さんが途と切ぎれることなく大盛せい況きようですよ♪」

「マジで!?　いやあ、本当にありがたいな……」

　ここまでたくさんの人が観てくれるなんて、本当に苦労して撮さつ影えいした甲か斐いがあったし、大変な思いをして編集をした甲斐があった、と思える。

　まあ、そのせいで恋ヶ崎とはこんなことになってしまったわけだが……。

　いや、映画のせいじゃないな。

　いくら忙いそがしくても、もっとまめに連絡するとか、早めに北海道に行けないことを告げてフォローするとか、いくらでもやり方はあったんだから……。

　それにしても、ここまでお客さんの入りがいいと、本当にサークルで賞をもらえる可能性があるのではないだろうか、なんて思えてくる。




　それからは俺と長谷川も自分たちのサークルの手伝いをして、あっという間に学園祭二日目の終しゆう了りよう時間がやってくる。

「いや～、去年に比べて本当に大盛況な学園祭だった！　みんな、本当にお疲つかれさん！」

　最後の回のお客さんを送り出してから、岩本さんが部員全員に告げ、みんなもそれぞれ「お疲れさまでした～」と口にする。

「みんな本当に頑がん張ばってくれたが……特に、急きゆう遽きよ主役という大役を任されたのに立派に演じきった上に、その後も身を粉にして編集作業をしてくれた柏田に、感謝したいと思う！」

「え!?」

　岩本さんが突とつ然ぜんそんなことを言い出したので、びっくりした。その言葉に、みんな俺の顔を見て拍はく手しゆをしたり、「柏田、お疲れ～！」「お疲れさま～！」と労ねぎらいの言葉をかけてくれた。

　嬉うれしさと恥はずかしさで顔が赤くなっていくのが分かる。

「こんなに漫研が大盛況だったのは柏田君のおかげだよっ！　本当にありがとうね！　うち、惚ほれ直しちゃった♪」

　佐倉さんが俺の手を取って目を見つめてそう言った。いっそう恥ずかしくなって、「いや、そんな……」と言葉に詰つまってしまう。

　気づけば、長谷川も俺のことを見ていた。俺と目が合った瞬しゆん間かん、長谷川は「お疲れさま」と呟つぶやいて、俺から目を逸らした。




　視聴覚室をみんなで片づけ終えると、まもなく後夜祭が始まると放送があり、俺たちはグラウンドへと移動する。




　大学の後夜祭は、高校の時のものとはまた雰ふん囲い気きが違ちがった。

　グラウンドの前方に大きなステージが作られ、その上で司会者の学生が司会をしている。

　俺たち漫まん研けんは、やや後ろの方で固まって椅い子すに座った。

　まずギターサークルのライブが行われた。

　素人しろうと目から見ても鈴すず木きのバンドに実力面で大きく劣おとっていると思ったが、ボーカルの女の子の感情を込こめた歌い方が心にぐっとくるものがあった。




『君はもう　あの日のことなど忘れてしまったのでしょう

　あたし以外の女の子のことで胸がいっぱいなのでしょう

　あたしだって君のことなんて　忘れたつもりでいた

　だけどそんな風に優やさしくされると　また思い出しちゃうじゃない

　君に恋こい焦こがれていた　あのときの気持ちを』




　この曲は聞いたことがある。恋ヶ崎が最近好きだと言っていた女性スリーピースバンドの曲で、俺も恋ヶ崎に勧すすめられてＹｏｕＴｕｂｅでＰＶを見た。いい曲だと思ったのでよく覚えている。

　そう、恋ヶ崎が……。

　俺の少し前でライブを見ていた長谷川が、その場から移動しようとするのが目に入った。

「長谷川？　ど、どうしたの？」

「え!?　あ、ええ……ちょっと、お手洗いに……」

　俺が声をかけると、なぜか長谷川は大げさなくらいびくっと肩かたを震ふるわせて驚おどろいていた。酷ひどく戸惑った表情をしている。

「あ、そうなんだ？」

　長谷川は足早にその場から立ち去り、校舎の中へと消えていった。長谷川の様子に違い和わ感かんを覚え、なんだか心配になる。




　それからライブが終わって、ミスコンが始まっても、長谷川は戻ってこなかった。

「長谷川、どうしたんだろ……」

「あっ、そういえばしばらくいないねー!?」

　俺は気になって仕方がなく、思わず呟いた。隣となりにいた佐倉さんが俺の言葉に反応する。

　ミスコンに選ばれた女子は、一見清せい楚そ風に見えるがメイクの濃こい女の子で、あれだったら恋ヶ崎の方が何倍も可愛かわいい、なんてバカなことを考えた。

　ミスコンが終わると、次はいよいよクラス出展とサークル出展のコンテストに入ると後夜祭の司会者から説明があった。

　どちらも、来場者数と来場者のアンケートによって三位まで決まる、とも司会者は説明した。

　長谷川のことが気になりつつも、俺は携けい帯たいをチェックする。今日何度目になるか分からない。震えてもいないのに、頻ひん繁ぱんに携帯をチェックしてしまうが、やっぱり恋ヶ崎からの連絡は入っていなかった。

　昨日の夜、あの映像を観てから、丸一日連絡が来ないなんて……。

　どんどん不安が押し寄せる。なるべく考えないようにしていたが、もしかしてこのまま、俺たち終わりだなんてことないよな？

　怒おこってもいい。文句を言ってもいいから、とにかくなんでもいいから連絡が欲ほしい。

「以上で、クラス出展の表ひよう彰しようは終わりになります」

　司会者の言葉に、はっとする。俺が恋ヶ崎のことを考えている間に、クラス出展のコンテストの表彰は終わっていたようだ。俺のクラスは有志で出店を出していただけで、俺は参加しなかったから、あまり関係ないんだけど。

「続いて、サークル出展コンテストの表彰に入ります」

　俺の周辺がざわつく。もし選ばれるとしたら、こっちだ。サークルメンバーも意識しているのだろう。

「まずは三位から発表致いたします。三位は──」




「漫画研究部による自主制作映画、『夏色彼女。』です！」




　司会者の言葉に、観客の生徒たちが一いつ斉せいに拍手をする。

「うお──っマジかーっ!?」

「よっしゃぁぁぁぁぁ！」

「やった──！」

　漫研のメンバーたちは、口々に叫さけんで喜んだ。

「柏田、何ボーッとしてんだよ！　俺たちのサークルが三位に選ばれたんだぞ!?　お前が編集してくれた映画が受賞できたんだぞ!?　これは多分漫研創部以来の快挙だ──ッ！」

　岩本さんに肩を摑つかまれて揺ゆさぶられる。

　俺たちのサークルが、三位……!?

　もしかしたら賞がとれるかも、とは思っていたものの、いざ本当に賞がもらえることになるなんてびっくりで、実感が湧わかない。

　俺が考案した『オタク向けの実写映画』を実際に作ることができて、しかもそれでこんな賞までもらえてしまうなんて……！

　大変な思いをして、撮影をして、編集した甲斐があった。

「や、やった！　やりましたね！」

「やったね、柏田君！」

　佐倉さんも俺の腕うでを摑んで大げさに喜びを露あらわにした。

「では代表者の方はステージの上にお願いします」

「岩本さん、お願いします！」

　岩本さんがステージへ向かう背中を見送りながら、俺は思わず携帯を取り出した。無意識のうちにラインを開いて、ハッとする。

　俺は今、恋ヶ崎にこの喜びを報告しようとしていた。今の一いつ瞬しゆんだけ、恋ヶ崎と気まずい状態であるということを忘れてしまっていたのだ。

　恋ヶ崎に、この喜びを伝えたかった。今はそんなことすら叶かなわない状じよう況きようであるという事実に改めて悲しくなってくる。

　ああ、一刻も早く恋ヶ崎と、元の状態に戻もどりたい──。

「ってあれ、長谷川さんはまだ戻ってないのか？」

「……！」

　川かわ北きたさんのセリフに、長谷川が未いまだに戻ってきていないことに気づく。

　いくらなんでも、遅おそすぎる。漫研が三位を受賞したことを長谷川にも早く知って欲しいのに……。

「ほんとどこいったんだろー？　長すぎるよね？」

　佐倉さんが辺りをキョロキョロと見み渡わたした。

「……お、俺……捜さがしてきます！」

　俺は思わずそう口にして、その場を離はなれた。

　長谷川が校舎の中に入っていったのはさっき見たので、校舎の中へと入る。

　一体こんな長い時間、何をしているのだろう？　まだ校舎の中にいるのだろうか？

　学園祭の後夜祭の最中に誰だれもいない校舎の中に入るだなんて、俺が高校一年のとき、ふらっと校舎の中に入ったときとまるで同じだな。

　あのときは俺が長谷川に振ふられて、後夜祭の楽しい雰囲気の中にいることが耐たえられなくて、誰もいない校舎の中に逃にげ込んだんだ。そこに、恋ヶ崎が俺を捜しに来て、俺を慰なぐさめてくれて……。

　そのときのことを思い出しながら、俺は教室の中を一つ一つ虱しらみ潰つぶしに捜す。

「……！」

　廊ろう下かを足早に歩いていたら、遠くから人の声が聞こえてくるのに気づいた。何を話しているのかは聞き取れないが、この声はもしや……。

　少しずつ声の元に近づいていく。だけど、廊下には人の姿が見当たらない。大分声に近づいて、その声が長谷川のものであると確信した。

　もしかして、と思い教室の中をそっと覗のぞくと、そこに長谷川の姿があった。

　長谷川は、誰もいない教室で椅子に座って電話をかけていた。

　長谷川、一体誰と電話して──。




「ねえ、柏田君のこと信じてあげて、恋ヶ崎さん」




「──っ！」

　長谷川は神しん妙みような顔で、電話口に向かってはっきりとそう告げていた。

　長谷川は恋ヶ崎に電話をかけて、俺のことをフォローしてくれていたっていうのか？

　確かにさっき、私からも連れん絡らくしてみる、とは言っていたが……。

　長谷川がそんな風に俺たちのことを取り持ってくれているなんて……思わず感動してしまう。

「……そう、よね……。恋ヶ崎さんの気持ちも分かるけれど……」

「私のことは、そんな風に気にしなくていいの」

　会話の内容がどうしても気になって、よくないことだとは思いつつ、俺はその場に固まって様子をのぞき見しつつ聞き耳を立ててしまう。

　長谷川は懸けん命めいに恋ヶ崎を説得してくれているようだ。恋ヶ崎は、一体なんと言っているのだろう。俺の電話には出なかったが、さすがに長谷川からの電話には出たんだな。

「……ねえ、恋ヶ崎さん。そんなことばかり言うのなら……」

　長谷川はなぜか辛つらそうな顔になった。どうしてか、そんな長谷川を見て俺の胸もぎゅっと締しめ付けられる。




「柏田君のこと、私がとってしまうわよ？」




「……え？」

　俺は今、耳がおかしくなったのだろうか。思わず一人で聞き返してしまう。

　長谷川は、切なそうな、苦しそうな表情で、絶対彼女が言わないであろう言葉を口にした。

　あまりに突とつ然ぜんのことに、混乱する。

「……あ……」

　長谷川はその言葉を口に出した後、ハッと我に返ったような表情になる。

「あの、恋ヶ崎さ……」

　少し慌あわてた様子で恋ヶ崎の名前を呼ぶが、そのまま長谷川は携帯をポケットにしまった。恋ヶ崎は、電話を切ってしまったのだろうか。

「……！」

　そこで、俺は長谷川と目が合った。長谷川は酷ひどく驚おどろいた様子で固まっている。

　どうして長谷川は、今あんなことを？　俺の聞き間ま違ちがいじゃないんだよな？

　俺は長谷川になんて言葉をかけたらいいんだ……？

　そんなことを考えている間に、長谷川が俺から顔を背そむけてしまった。
















　このまま長谷川がどこかへ行ってしまうかもしれないと焦あせった俺は、慌てて長谷川の元へと歩を進める。

「か、柏田君……どうしてここに？」

　近くまでやってくると、長谷川は俺と目を合わさないまま尋たずねた。

「あ、ああ、うちのサークルが、サークル出展のコンテストで三位を取ったんだ。だけど長谷川が戻ってこないから、捜しに来て……」

「……そう」

　長谷川は素っ気なく言う。

「あ、あの……長谷川、い、今のは……」

　俺はどうしても気になって、思わず長谷川にそう尋ねていた。

「……っ！」

　俺の言葉に、長谷川は一瞬かあっと顔を赤くする。

「……こ、恋ヶ崎さんを焚たきつけるために言っただけ」

　軽くため息をついてから、気まずそうに俺と目を合わせないまま、そう答えた。

「……あ、そ、そう……なんだ」

「心配かけてごめんなさい、戻りましょう」

　長谷川はそう言って俺の横を通り過ぎ、グラウンドへ戻って行く。慌てて俺もその背中を追う。

　恋ヶ崎を焚きつけるために言っただけ──果たして、本当にそうなのだろうか？

　恋ヶ崎は電話口で一体なんと言っていたのだろう。

　長谷川に聞きたいことはたくさんあったが、何も聞けなかった。




　俺の方には相変わらず恋ヶ崎からの連絡はなく、そのまま俺たち漫まん研けんは学園祭の打ち上げのために近くの居酒屋へと移動する。




「そんじゃ、我が漫研の三位受賞を記念して……かんぱーい！」

「かんぱーい！」

　打ち上げの最中、一度だけ、遠く離れた席に座る長谷川と目が合った。

　さっきの言葉を瞬時に思い出して、思わずドキッとする。

　長谷川は俺と目が合うとすぐに逸そらしてしまった。

「本当に柏田君のおかげらよおぉ～。一つ悔くやしいのはあ、うちが映画に出られなかったことだよねえ～。柏田君とラブシーンを演じられるチャンスらったのにぃ～！」

「ちょっと佐倉ちゃん、飲み過ぎだって～！」

「って、かしわら君、聞いてる～っ!?」

「え、あ、ごめん！　何？」

　打ち上げの最中も、俺は携けい帯たいに恋ヶ崎から連絡が入っていないかということと、先ほどの出来事ばかりを気にしてしまい、全く打ち上げに集中することができなかった。







　　　２







　その日の夜も、帰ってから恋こいヶが崎さきに電話をしてみたが、恋ヶ崎は電話に出てくれなかった。

　ラインで謝罪文を送ろうかとも考えたが、ラインで話すべき内容ではないと思ったのでやめておいた。

　不安で仕方がなかったが、前日ほとんど眠ねむれず睡すい眠みん不ぶ足そくだった俺は布ふ団とんに入るとすぐに眠ねむ気けがきた。




　　　　＊




　翌日は学園祭の代休で、昼から編集部のバイトが入っていた。




「……！」

　さすがにバイト中は携帯をチェックできないので、バイトの終業時間になり編集部を後にしつつすぐに携帯を見たところ、なんと恋ヶ崎からラインが入っていた。

『恋ヶ崎桃もも：昨日電話出なくてごめん。少しの間一人で色々考えたいから、またこっちから連絡する』

　読んで少し血の気が引いたような気がした。

　一人で色々考えたい、というからには、今後しばらく恋ヶ崎は俺の電話に出ないつもりでいるのだろう。

『分かった。話してもいいって気分になったら、教えて欲しい』

　それだけ返信して、出版社から駅に向かう道のりで、考える。

　色々……って、何だ？

　俺と長は谷せ川がわの関係？　俺たちの、これからのこと？

　もしかして恋ヶ崎は、俺と別れることを考えてるんじゃ──？

　ああ、今回のことでまさか、こんなにも恋ヶ崎のことを傷つけてしまうだなんて。本当に俺は大おお馬ば鹿か野や郎ろうだ。

　俺にとって一番大切なものはなんだ？　恋ヶ崎だろ？

　それなのに、どうしてこんなことになってしまったんだ？　恋ヶ崎をこんなにも不安にさせて傷つけてしまったんだ？

　情けないことに俺は、想像力が足りなかった。どうしたら恋ヶ崎が辛い気持ちになってしまうのか、考える力が足りなかったんだ……。

　恋ヶ崎とのラインの画面を見つめて、後こう悔かいばかりが頭を過よぎった。







　その日、家に帰って俺はゲームをするでもアニメを観みるでもなく、リビングでひたすら廃はい人じんのようにボーッとしていた。

　何度もスマホをチェックするが、恋ヶ崎からの連れん絡らくはない。

　今の俺にできることは、恋ヶ崎からの連絡を待つことしかないのだろうか。なんて情けないのだろう。

　妹のあかりもソファーの隣となりに座って、３デーエスでモンバンをプレイしていた。

「直なお輝き、最近廃人みたいで気味悪いんだけどー」

　あかりはゲームから視線を動かさないまま、そんなことを言った。

「あぁ？　別に……疲つかれてるだけだよ」

　なんとなく、あかりにまで恋ヶ崎のことを相談するのは情けない気がする。

「はあ？　疲れてるだけでそんな風になるわけないじゃん！」

　俺が適当に誤ご魔ま化かしたのがあかりにバレて、あかりはキレ気味にゲームから俺へと視線を移す。

　こいつ……少しは心配してくれているのか？　いや、ぐじぐじ悩なやんで廃人みたいな俺に苛いら立だっているだけか……。

「いや、実はさ……今恋ヶ崎とちょっと揉もめてて」

　気付けば、あかりにまで相談し始めている俺がいた。

「え？　桃さんと？」

「ああ。九月のシルバーウィークに俺が北ほつ海かい道どうに会いに行くって約束してたのに、学園祭の準備で行けなくてさ。まあ他ほかにも色々あるんだけど、恋ヶ崎がちょっと一人で色々考えたい、とか言って、俺のラインに全然返信してくれなくなって」

「……。ふーん……直輝、情けな」

「うっ……」

　その通りなので、何も言い返せない。

「で、本来は今月の三連休に俺が会いに行くって話だったんだけど、会えない、ってラインが来てさ……」

「えー、結構ピンチじゃん！」

「ああ、そうなんだよ……。もう俺、どうしたらいいか分からなくて……」

「どうしたら、って……桃さんは先月会えなかったことに腹立ててるんでしょ？　だったら、会いに行って謝ればいいじゃん」

「え!?　いやでも、さっき言った通り恋ヶ崎に会えないって言われて……」

「あ～～もう、そんなの、意地張ってるだけでしょ、絶対！　会えなかったことで機き嫌げん悪くなってるなら、会いたいってことじゃん」

「……！　意地張ってるだけ……会いたいってこと……？　そ、そういうもん、なのか？」

「あかりは、彼氏できたことないけど……もしあかりが桃さんだったらそう思ってると思う」

「…………」

　あかりの言葉になんだか妙みように納なつ得とくする。

　そうか、俺が会いに行けばいい話なのか！

　こんな簡単なことに、あかりに言われるまで気付かなかったなんて……。

「ああ、そうだな！　さんきゅー、あかり！」

「ふんっ……直輝って、ほんとにダメ彼氏だよね」

　まさか、妹に背中を押されるなんてな。

「よっしゃあ、北海道行ってやんぞ！」

　北海道に行くための金はまだとってある。もう今週の土日にでも、北海道に行こう。

　そして恋ヶ崎に謝って、俺の気持ちを伝えるんだ！







　翌日。

　大学の講義が終わって、サークルへと顔を出した。

「お、柏かしわ田だ。これで長谷川さん以外はみんな集まったな」

　部室に入って来た俺の顔を見て、岩いわ本もとさんが言う。今日、長谷川は来てないのか……。

「どこでもいいから椅い子すに座ってくれ」と言われ、言われるがままに座った。他の部員も席に着いている。

　一体、何が始まるというんだ？

「えー、改めてみんな、学園祭お疲れ様！　我が漫まん研けんは見事にサークル部門で三位という優ゆう秀しゆうな成績を収めることができた。それもこれも、みんなの頑がん張ばりのおかげである！」

　珍めずらしく岩本さんが、みんなの前で真ま面じ目めな話を始めた。

　岩本さんの言葉に、みんな少し戸と惑まどいながらも「お、おぉー！」と声を出して拍はく手しゆをして盛り上げる。

「そんな後で、大変恐きよう縮しゆくなんだが……一度学園祭関係の金を精算したいと思う」

「……！」

　な、なんだと……!?

　まだ精算って完かん了りようしてなかったのか！　撮さつ影えい合宿費は既すでに回収済みだったため、もう全すべて支し払はらった気でいた……。

「撮影機材代、コスプレ衣い装しようとウィッグ代、備品代、編集ソフト代、印刷代……諸もろ々もろここにまとめて計算した」

　岩本さんは計算したというプリントを全員に配った。

　そこには、諸経費、その合計、そしてそれを人数で割った、一人当たりの負担額がプリントされている。

　一人当たり、二万三千七百八十円!?

　これを支払ったら、北海道に行く金がなくなるじゃねえか！

「現状、部費と、俺と姉あね御ごで負担してる。賞をもらえて賞金でも出れば良かったんだが、みんなも知っての通り表ひよう彰しよう状じようと盾たてしかもらえなかったから、一文にもなりゃしないんでな」

「あ、あの……申し訳ないんすけど、一ヶ月延えん納のうさせてもらうってことは……」

「あぁ？　柏田、今の俺の話聞いてなかったんかぁ？　全員分の経費を俺と姉御で負担してるんだから、すごい負担額なんだよ！　俺も困ってるし、姉御もいくら家が金持ちとはいえ自分の貯金で負担してるから、延納なんて言ったら絶対ブチギレるぞ！　なるべく即そく納のう希望で、期限は今週いっぱいとさせてもらう！」

　岩本さんの言葉に、部員全員が「えぇ～」と声を上げた。

　く、くそう……せっかくすぐに北海道に行けると思ってたのに、学園祭の経費の存在を忘れていたなんて……俺のバカ！

　念のため、財さい布ふを開いて金を確かく認にんする。

「おぉ柏田、即納できるほどの金持ってんじゃねえか！」

　俺の財布の中を岩本さんがのぞき見て、金を持ってることがバレてしまった。

「あの、でもこれは……」

「ほら、二万三千七百八十円な！」

「……は、はい……うぅ……」

　しぶしぶ、財布から金を出して岩本さんに支払った。

　ああ、これじゃあ、次のバイト代が出るまで……今月末まで北海道に行けない……。

　いや、待てよ……今月は学園祭の準備などで忙いそがしくてあまり編集部バイトに入れなかったから、北海道に行ける程ほどの金額はもらえないんじゃないのか!?

　北海道に行くと簡単に言ったって、飛行機代、宿しゆく泊はく費、向こうでの交通費や食費など、かなりの金がかかる。

　親に金を借りるか……？　いや、大学生になったから、そう簡単には貸してくれないだろうし……。

　だからと言って来月の給料日まで待っていたら、二ヶ月近くかかってしまう。

　俺は絶望して、漫研の机に突つっ伏ぷした。

「柏田君、すぐ払えるなんてお金持ち～！　……って、どうしたの？」

　そこで佐さ倉くらさんに声をかけられて机から顔を上げると、俺の目にとあるものが飛び込んできた。

　机の上に、表紙に『バイト情報』と書かれた冊子が置かれていたのだ。

「!?　こ、これは……」

　思わずすぐに冊子を手に取った。

「ああ、俺のだけど。バイトしようと思って、駅でもらってきたやつ」

　二年の近こん藤どうさんが答える。

「見ていいすか!?」

　近藤さんからの返事を聞く前に、俺は中を開いた。

　バイトか……。

　そうだよ、新たに短期のバイトとかして、手っ取り早く金を稼かせげばいいんじゃないのか!?　そうすれば、二ヶ月も待たずに北海道に行ける！

　すぐに冊子に目を通す。日払い特集、という俺にとってちょうどいいコーナーがあり、そのページを真しん剣けんに眺ながめる。

　ふと、一つの求人が目に留まった。

『倉庫内作業　誰だれにでもできる簡単なお仕事です！』

『時給１１００円（実働８時間、日給８８００円）』

『条件：経験不問。18歳以上の健康な男性』

　なんだこの、今の俺にとって理想的な仕事は!?

　時給１１００円って学生にとってはかなり高いし、しかも誰にでもできる簡単な仕事で経験不問だと!?

　俺にはもう、このバイトしかない！

「これ、もらってっていいすか!?」

「え、ダメだよ！」

　近藤さんに断られたので、俺はそのページをスマホで撮影した。




　サークルが終わり、家に帰ると、俺は自室で早さつ速そくさっきのバイト先の電話番号に電話をかけた。

「はい、株式会社ニコニコスタッフサービスでございます」

「あ、あの、求人誌を見て連れん絡らくさせて頂いたんですけれども、倉庫内作業の仕事に是ぜ非ひ応おう募ぼさせて頂きたく思いまして……」

「はい、ありがとうございます。それではいくつかご質問させて頂いても宜よろしいでしょうか？」

　優やさしげな男性の声に、少し安心する。まだよく分からないが、ちゃんとした企き業ぎようって感じがするな。

「はい！」

「まずお名前をお伺うかがいできますか？」

「はい、柏田直輝と申します！」

「現在年ねん齢れいは何歳でございますか？」

「十八歳です！」

「今までに煩わずらったご病気や大きな怪け我がなどはございますか？」

「え!?　いえ、特にありません」

「身体からだを使ったお仕事になりますが、体力に問題はありませんか？」

「は、はい！」

「一日限りの激短勤務ですか？　それとも何日間か勤務できますか？　何日間か勤務できる方を積極的に採用とさせて頂いております」

「あ、何日間か入れます！」

「週に何回ほど入れそうですか？」

「恐おそらく、二回くらいは……」

「深夜の時間帯のお仕事もございますが、入ることは可能ですか？　こちらも、入って頂ける方を積極的に採用させて頂いております」

「あ、大だい丈じよう夫ぶです！」

「ありがとうございます。それでは、採用とさせて頂きます」

「え!?　そ、そうなんですか!?　その、面接とかは……」

「こちら、電話面接で採用できそうな方は採用とさせて頂いております」

　電話だけで採用って、マジかよ!?

「あ、ありがとうございます……！」

　面接不要で採用だなんて、こんな優良な企業もあるものなんだなあ。しかも、電話面接と言ったって全く大したこと聞かれてないのに……。とりあえず覇は気きが一番大事だと思って元気良く答えたが、それが良かったのだろうか？

　それから住所と電話番号を聞かれ、答える。

　その後、仕事内容は求人誌に掲けい載さいされている通りだと説明され、詳くわしい内容の説明は特になかった。それほど簡単な仕事ということなのだろうか。

「それでは最後に注意事じ項こうです。基本的には朝九時から実働八時間で、場合によっては残業になることもあるかもしれませんが、ご了りよう承しよう下さい」

「あ、はい！」

「一度入れた仕事はキャンセル不可で、キャンセルする際は罰ばつ金きんがかかりますので、そちらもご了承下さい」

「はい！」

　その場でシフトを入れて欲しいとのことだったので、スケジュール帳を見て土日や平日の深夜で入れそうなところを確かく認にんして、一ヶ月の間で七日間ほどシフトを入れた。これだけ入れれば、編集部バイトの給料と合わせて、余よ裕ゆうで北海道へ行く金を捻ねん出しゆつできるはずだ。

「それでは、宜しくお願い致いたします」

「はい、こちらこそ宜しくお願いします！」

　とんとん拍びよう子しにことが進んで良かった。これで、今月末か来月頭には恋ヶ崎に会いに行くことができるはずだ！

　それに頭を使う難しいバイトではなく、体力が必要な単純作業のようで助かった。俺にはそっちの方が気が楽だ。

　恋ヶ崎に会いに行くためには、新しいバイトだって余裕でこなしてやるぜ！




　　　　＊




「ほらそこぉ！　何だらだら歩いてるんだ!?　そんなんじゃいつまで経たっても終わらないぞ!?」

「ひっ！　す、すみません！」

　翌日。

　小太りのクソジジイが俺に向かって大声で注意したので、俺は即そく座ざに謝罪して移動する足を速めた。

「分かってると思うが、定時までに終わらなかったら残業だからな!?　お前らがのろまなせいで残業になるんだから、残業代なんて当然出ない」

　クソジジイのセリフに、短期バイト仲間たちはざわつく。

「なっ!?　き、聞いてないぞ……」

　俺も動どう揺ようのあまり、思わず小声でぼやいてしまった。

　電話では、残業になることもある、としか聞いていなかったのに、強制的に残業させられる上に、残業代が出ない、だって……!?

「あ？　今なんか文句言った奴やつはいるか？」

「……！　い、いえ、何も……！」

　クソジジイに睨にらまれて、俺は怯おびえる余りすぐに首を横に振ふって否定した。

「うおっ、重っ……！」

　それから指示された段ボール箱を持ち上げたところ、あまりの重さに思わず独り言を漏もらした。なんとか持ち上げることはできたが、これを一人で運ぶなんて、腰こしを痛めるんじゃないだろうか？

「あ、あの……これめちゃくちゃ重いんで誰かと一いつ緒しよに運んでもいいですか？」

　恐る恐る、クソジジイに確認する。

「あぁ？　なんのために若い奴雇ったと思ってんだよ！　そのくらい一人で運べんだろ!?」

「ひいっ！」

　怒ど鳴なられて、思わず情けない悲鳴を上げた。

　これを一人で……？　こいつ、若い男が全員マッチョだと勘かん違ちがいしてないか!?　普ふ段だん全然運動してない俺のようなもやし体型のことも少しは考えろよ！




　このバイト……倉庫内作業は、確かに健康な成人男性であれば誰でもできる仕事に違いなかった。倉庫内の重い荷物を運んだり、棚たなに入っている商品を検品したりするのが主な作業だ。

　しかし……すぐに採用になっただけで優良企業だなんて思った過去の自分を殴なぐりたい。むしろブラックバイトという部類に入るのではないだろうかと思う。

　仕事内容が体力的にキツいのもしんどいが、それ以上に腹立たしいのはこのチンピラばりに言こと葉ば遣づかいの悪いクソジジイである。

　俺たちの雇い主の会社の正社員の人間であり、俺たちバイトは今日一日この男の指示の元で仕事をしているのだが、とにかく短期バイトの俺たちのことを奴ど隷れいか家か畜ちくのように扱あつかってくる。

　今思えば、電話面接だけですぐに採用になった時点で疑問を抱いだくべきだった。こんなバイト、そりゃあ誰もやりたがらないだろうから、すぐ受かるわけだ。

　ふと、ギャンブル漫まん画がで借金まみれになった主人公が、怪あやしい地下施し設せつで強制労働させられていたのを思い出した。いや、さすがにあれよりはマシだとは思うが……。

「はあ……」

　なんとか荷物を所定の場所へ運び終えると、周囲のバイトたちがどこかへ移動しているのに気づいた。移動するなんて聞いてない。

「この後、Ｂ地区へ移動しないといけないらしいですよ」

　俺が焦あせってキョロキョロしていると近くにいたバイトの人が教えてくれた。四十代くらいの、気が弱そうな中年男性だ。

「あ、そうなんですか。ありがとうございます！」

　今日ここへ来てから他のバイトと話したのは初めてだった。少しでも話なんてしようものなら、クソジジイに怒おこられる。

　そんな事務的な内容であっても、同じ苦しみを味わう人に優しくしてもらえたこと、言葉を交かわせたことが少し嬉うれしかった。




　それから案の定サービス残業になってしまい、合計十時間近く働いてやっと地じ獄ごくから解放された。

　肉体的にも精神的にも疲ひ労ろう困こん憊ぱいな状態で、仕事場の倉庫を出て放心状態で駅まで歩く。

　これが、あと六日間だと……？　想像しただけでぞっとした。

　今からでも残りの日数はキャンセルして他の短期のバイトを探そうか……そう考えてから、恐ろしいことを思い出した。

　最初の電話で、一度入れた仕事は取り消し不可、取り消す場合は罰金が発生すると言われたのだ。

　なんでバイトをして赤字にならなくてはいけないんだ。キャンセルは現実的に考えて無理だ。残りの日数も今日のような地獄を耐たえなければならない。

　今まで辛つらいと思った高校時代のカラオケのバイトや今の編集部のバイトが、どんなに恵めぐまれた職場であるかということがよく分かった。ああ、このまま逃にげ出したい……。

　いや、だけど……。

　俺は、ここで逃げるわけにはいかないんだ！

　俺は恋ヶ崎に会いに行くために、金が必要なんだ。恋ヶ崎に会いに行くためなら、なんだってやってやろうじゃないか！

　キツい仕事をやればやるほど、恋ヶ崎との距きよ離りが縮まると思えば辛くないだろ、俺。

　そう考え直して、自分自身に気合いを入れ直す。




　　　　＊




「……柏田君？」

　二日後。

　机の上で意識を手放しそうになっていたところで、蓮はす見みさんに声をかけられてはっとする。

　驚おどろいて蓮見さんの方を見ると、恐ろしい形相で俺を睨んでいた。

「あなたまさか……仕事中に寝ねてたんじゃないわよねえ？」

「えっ、ま、まさか！」

「いや今、完全に船漕こいでたわよ？」

「す、すみませんっ！」

「まったく……真ま面じ目めにやってもらわないと困るわ」

「はい……」

　蓮見さんに冷たく注意されて、凹へこんでしまう。

　編集部のデスクでアンケートの集計作業をしていたのだが、睡すい魔まに襲おそわれたようだ。

　昨日の大学の後、夜から明け方にかけて倉庫内作業のバイトの夜勤だったのだが、一時間サービス残業になったせいで家に帰ってから三時間しか寝る時間がなく、それから午後の講義に出席した後編集部のバイトに来た。

　睡すい眠みん不ぶ足そくとバイト疲づかれで講義中も寝てしまったが、バイト先でも寝そうになってしまうなんて……。

「バイト中に居い眠ねむりなんて初めてじゃない。何かあったの？」

「え……!?」

　蓮見さんに個人的なことを聞かれて思わず驚く。

「あ、えっと……実は急きゆう遽きよ金が必要で、今バイト増やしてて……」

「えぇ？　大学とこのバイトの他ほかに、もう一つバイトを増やしてるっていうの？　大変じゃない。なんでまた？」

「あ、えっと……実は北海道に行く金が必要で……その、彼女が北海道にいるので」

　彼女のことを変に隠かくすのもおかしいかと思い、正直に答える。

「へえ、彼女、ねえ……まあ何にせよ、あまり無理はしない方がいいんじゃない？」

「あ、は、はい……」

　蓮見さんは少し心配そうな顔で俺の方を少し見てから、またすぐに自分のパソコンに顔を戻もどした。

　まさかいつもクールな蓮見さんがこんな風に心配してくれるなんてな……。




　その日、バイトが終わって帰宅すると、富ふ士じ見み社から電話が入った。

「はい、柏田です」

「富士見社の蓮見ですけど、柏田君。あなた、今月の四週目の日曜日って空いてる？」

「四週目の日曜日……えっと……あ、空いてます！」

　スケジュール帳を確認して、答えた。

「その日、うちでイベントがあるの知ってるわよね？」

「……！　はい」

　イベント。それは、富士見社のＦＵＪＩファンタジー文庫編集部が行う、『ＦＵＪＩファンタジー文庫大感謝祭』という、ＦＵＪＩファンタジー文庫のファンに向けた割と大きなイベントのことである。

　秋あき葉は原ばらの大きなホールで行われ、主に、アニメを含ふくむメディアミックス作品の声優陣じんが登とう壇だんするステージや、ＦＵＪＩファンタジー文庫の作家やイラストレーターによるサイン会、このイベントのために作った作品のグッズの販はん売ばいなどが行われる。

　編集部の人たちも演えん壇だんに上がって司会進行をしたりするらしい。

　ここ最近の編集部はその一大イベントに向けての準備に大おお忙いそがしで、蓮見さんも終電後まで残って仕事をしたりしているようだ。

「『恋こい噓うそ』のステージに深ふか瀬せ愛めぐみさんに出てもらうのも知ってる？」

「！　は、はい！　勿もち論ろん」

　そう。深瀬愛はステージに出演することになっている。もし手伝うことになったらステージを見たかったところだが、バイトの俺はその日特に何か手伝う予定などはない。

「当日、深瀬さんには事務所のマネージャーが同行する予定だったんだけど、急遽人手が足りなくなって事務所の人で行ける人がいないみたいだから、こっちで当日の深瀬さんに専属でつく人を用意することになったの」

「……！」

　まだ新人とはいえ深瀬さんほどの人気声優でも、そういうことってあるもんなのか。そういえば、少し前の『ヒキネト』のアフレコのときはマネージャーが同行しないことの方が多かったもんな。

「で、その日の深瀬さんのマネージャーを、柏田君、あなたに頼たのみたいんだけど」

「はい……。……えっ!?」

　一いつ瞬しゆん何も考えずに返事をした後、驚いて聞き返す。

　当日の深瀬愛のマネージャーを、俺が……!?

「深瀬さん本人にうちの人間で誰だれについてもらいたいか尋たずねたら、あなたを指名してきたらしいのよ」

「え……え、えぇっ!?」

　深瀬愛が、俺をマネージャーに指名、だって!?

　驚きと嬉しさで、動どう揺ようして何も言えなくなる。

「悪くない話だと思うわ。うちでのバイトとは別扱いで、五時間勤務で日給一万五千円の破格の日払いよ」

「え、そ、その、マネージャーって一体何をすれば……？」




　一日深瀬愛と一いつ緒しよにいられる上に、一万五千円って……なんておいしすぎる話なんだ!?

「その日一日の深瀬さんのスケジュールを渡わたしておくから、その通りにスムーズに動けるよう深瀬さんに同行して。あとファンの人に深瀬さんの姿がバレないよう、外を歩くときは常に周りを見張ってもらうわ」

「な、なるほど……」

「で、どうなの？　やるの、やらないの？」

「あ……勿論、やります！　やらせて下さい！」

　倉庫内作業のバイトをやって、この編集部でのバイトは好きなものに関かかわれるし、みんないい人だし、なんていいバイト先なんだと改めて思っていたが……イベントでの仕事は一層特別だ。

　あの人気美少女声優深瀬愛の一日マネージャーだなんて、ほとんどの声オタたちにとって羨うらやましくて仕方がない状じよう況きようなんじゃないだろうか。

　ああ、このバイトしてて本当に良かった……と、思わずにはいられない。

「楽なバイトとはいえ、重要な仕事だから気を引き締しめて臨のぞんで頂ちよう戴だい。ストーカー紛まがいなファンが特とつ攻こうしてきたら身体からだを張ってでも深瀬さんを守ってもらわないと。事務所から大事な大事な役者さんの身を預かるんだから！」

「は、はい！　勿論です！」

　マネージャーって、ボディガードも兼かねてるのかよ。命いのち懸がけの仕事なんだな……。




　　　　＊




「おらぁ～っ、さっさと働けえー！　今日も残業したいのかぁ!?　ほらそこ、何ちんたら歩いてんだ!?」

　その週の土曜日。

　今日も俺は、地下の強制労働所のような倉庫で、厳しい肉体労働に精を出していた。

「え、俺ですか？　すみません、ちょっと疲つかれてるんで」

「なっ……!?　お前、今自分が何言ったか分かってんのかぁ!?　疲れてる、で済むわけがないだろ!?」

　ヤクザ並みのクソジジイの怒ど声せいにも、もう慣れてきた。

「おいゴルァ、無視すんなぁ！」

　初日にいた、俺に優やさしく声をかけてくれた中年男性は二日目からもういなくなっていた。それどころか、最初にいたバイト仲間はもう誰もいない。

　当たり前だ。俺だって最初にこんなに入れまくらなければ、一日で辞やめていた自信がある。給料と待たい遇ぐう、仕事内容がまるで見合っていない。もう二度と倉庫内作業の日ひ雇やといバイトはしないと心に決めた。




　そんな地じ獄ごくの日々に耐え続け、ついに……倉庫内バイトの最終日を迎むかえた。

　今日まとめて給料をもらえることになっており、給料をもらうための列へと並ぶ。

「おう、お前か……」

　俺の番がやってきて、クソジジイ……こと現場監かん督とくは、俺の顔を見てそんな風に声をかけた。さすがに七日間も入っていたら顔を覚えられたみたいだな。そんな風に声をかけられるとは思っていなかったので、驚いた。

「お前は長いこと入ってたなあ。ご苦労さん。若いのに根こん性じようあんじゃねえか。ほらよ」

「えっ……!?」

　クソジジイはそう言って、俺に給きゆう料りよう袋ぶくろを渡した。

　今こいつ、俺に労ねぎらいの言葉をかけた上に、褒ほめたのか!?

「あ、ありがとうございます！」

「なんか早急に必要な金でもあったんか？　若いのに借金でもしてんのか」

「え、あ、いえ……その、遠えん距きよ離り恋れん愛あい中の彼女に会いに行きたくて」

「はっ……それはご苦労なこったな。頑がん張ばれよ」

「あ、ありがとうございます！　お世話になりました！」

　ブラックバイトだと思っていたが、最後にこんな優しい言葉をかけてくれるなんて……このクソジジイ、思ってたよりいい人……なのか？




　倉庫を出てから、封ふう筒とうを開けて金を確かく認にんする。

　俺の計算だと、七日間入ったので六万ちょっともらえるはずだ。

「……!?」

　しかし、俺は給料明細を見て絶句した。

『合計　四万七千六百円』

「な……なんで!?」

　動揺しながら、給料明細をじっくりと見る。




『時給　千百円

　日給　八千八百円

　合計勤務日数　七日

　合計　六万一千六百円

　諸経費（作業着レンタル代）　二千円／一日

　合計　四万七千六百円』




「作業着レンタル代、ってなんだよ!?」

　思わず、一人で声を張り上げた。

　確かに作業着は毎回レンタルで支給されたが、作業着って、ほとんど洗せん濯たくもしてなさそうな汚きたないつなぎである。なんであれを借りるのが一日二千円もするんだよ!?

　そんなこと説明されてないし……契けい約やく書しよにも書いてなかったはずだ。

　そう思って、最初にもらった契約書の控ひかえを確認する。

「……っ！」

　色んな注意事じ項こうが書かれている欄らんをよく読み込むと、さりげなく『※作業着はレンタル代が掛かかります』と書かれていた。こんなん、絶対気付かないって！　最初に説明しろよ！

　よっぽど抗こう議ぎの電話でも入れようかと思ったが、契約書に書かれているとなると相手にしてもらえないだろう。泣なき寝ね入いりするしかない。

　やっぱり、ブラックバイトはブラックバイトだった……。




　しかし何にせよ、この金と、今月末の富士見のイベントの日給、編集部バイトの給料を足せば、十分に北海道に行ける額を達成できる。

　そしていよいよ、四週目の日曜日。

『ＦＵＪＩファンタジー祭』当日がやってくる。

　ここのところ疲れ気味な上に寝不足だったが、今日だけはすっきりと目覚めることができた。

　恋ヶ崎と危あやうい状況な上に、日々のバイトで完全に心が荒すさんでいたが、今日だけは深瀬愛のアテンド、という夢のような一日が待っているのだ。

　今日一日の流れは昨日蓮見さんに聞いており、タイムスケジュールももらっている。

　まずは秋葉原の駅まで深瀬愛を迎えに行かなくてはならない。それからイベントが行われるホールに行くまでの間、秋葉原を歩く人々に深瀬愛であるということがバレないように気を配りながら付きそう。




　指定されていた時間の五分前に秋葉原駅の電気街口に到とう着ちやくして、深瀬愛の姿を探した。電気街口を出たところの、アトレの入り口付近で待ち合わせ、ということになっている。

　一応、見つからなかったときのためように携けい帯たい電話の番号も教えてもらっている。

　番号を聞いたときは深瀬愛の携帯番号ゲット!?　なんて興奮したが、事務所の携帯電話らしい。

「……！」

　アトレ入り口付近で、すぐに深瀬愛の姿を発見できた。なんと彼女は、帽ぼう子しやマスクなどで顔を隠かくすこともせず、堂々とその綺き麗れいな顔を晒さらしていた。

　おいおい、大だい丈じよう夫ぶなのか？　ここは秋葉原なんだから、声優に詳くわしい人もいっぱいいるだろうに……。

「深瀬さん、おはようございます！」

「あ、柏田さん……おはようございます」

　深瀬愛は天使のような微笑ほほえみで挨あい拶さつを返してくれた。

「今日はその……柏田さんを指名したいだなんて、無理言ってしまってごめんなさい」

「え!?　と、とんでもないです！　むしろ、ありがとうございます！」

　深瀬愛は、どうして俺を指名してくれたのだろう。めちゃくちゃ気になるが、さすがにそんなこと面と向かって聞く勇気はない。




　それから少し歩いたところで、イベントが行われるホールに到着した。

「すみません、一度電話しますね」

　深瀬愛に断ってから、蓮見さんに電話をかけた。到着したら電話するように言われていた。

　電話で無事到着したことを伝えると、深瀬愛を地下の控え室まで案内するよう指示される。

　昨日もらった会場の地図を見ながら、地下まで降りて深瀬愛の控え室まで案内した。

「えっと、ではこちらで暫しばらくお待ち下さい」

「はい、分かりました」

　俺たちが控え室に入ってまもなく、控え室の扉とびらがノックされる。

「深瀬さん、おはようございます」

「今日はよろしくお願いいたします」

「おはようございます。こちらこそよろしくお願いします！」

　蓮見さんを含ふくむ編集部の人たちが次々と深瀬愛の控え室にやってきて互たがいに挨拶を交かわした。

　やがて大体挨拶が終わり、編集部の人たちは控え室から出ていく。

「柏田君、今日は一日深瀬さんをよろしく頼たのむわね」

　去り際ぎわに、蓮見さんが俺に声をかけた。

「は、はい！」

　全員が控え室からいなくなり、深瀬愛と俺の二人きりになってしまう。

　……って、俺までここにいてどうするんだよ！　今他の人たちと一いつ緒しよに控え室を出ていくべきだっただろ。

「えーと、入り時間まで結構時間がありますが、どうされますか？　控え室で待っていても勿もち論ろんオーケーですし、イベントを見学したり外出したりしてもいいということになっていますが……」

　しかし、イベント見学にしても外出にしても、深瀬愛の顔を知っているであろうオタクたちがたくさんいる中で一人で歩かせるなんて大分危険だよな。もしかしたら、俺も同行した方がいいかもしれない。

「あ、その……柏田さんは、この後他のお仕事があるんですよね？」

「え、僕ですか？　いえ、僕は今日深瀬さんの専属アテンドの仕事しかないので、時間が空いたところはイベントを見学してようかな～と思ってたくらいで」

　蓮見さんに、ところどころに少しできる空き時間は、イベントを見学していていいと言われていた。

「あ、そうなんですか……。あの、それでしたら……も、も、もし良かったら、なんですけど……私、秋葉原に来たのがほぼ初めてで……ご、ご案内してもらえたりしませんかっ!?」

「……えっ!?」

　深瀬愛は今、俺に秋葉原を案内して貰もらいたい、って言ったのか……!?

「あ、でも、難しかったら全然大丈夫です！　ただの私の我が儘ままなのでっ……」

　深瀬愛は真っ赤になって顔の前で手を左右に振ふった。

「えっ!?　い、いえいえいえいえ！　とんでもないっ！　どちらにせよ、深瀬さんが外出したいなら僕も同行しようと思っていたので」

「本当ですか？　ありがとうございます！」

　俺の言葉に、深瀬愛は安心したような笑え顔がおになる。




「えっと、どこか行きたい場所はありますか？」

「それじゃあ、えっと……とらのあなとかアニメイトに行ってみたいです。一つの通りに密集しているって聞いて」

「ああ、ここから近いですよ。僕もよく行きますんで、ご案内できます」

「わあ、本当ですか♪　ありがとうございます！」

「それにしても深瀬さん、顔とか隠さないで大丈夫なんですか？」

　アニメイトへの道を並んで歩きながら、俺は最初に気になったことを尋たずねる。

「へ？　顔、ですか？」

「はい。ほら、芸能人とかよく帽子とかマスクとかで顔隠してるじゃないですか」

「あぁ～。そんな、私、芸能人じゃありませんし」

　俺の言葉に、深瀬愛は口元に手を当ててクスクスと上品に笑った。

　長い袖そでが手を半分くらい隠していて、そこから白くて細い指が少し出ている。いわゆる、萌もえ袖ってやつだ。

　いちいちすべての行動が可愛かわいくて絵になる。まるで二次元から飛び出してきたみたいだ、なんて思う。

「いや、声優って立派な芸能人じゃないですか！」

「まあもっと有名な声優さんでしたら隠した方がいいかもしれませんが、私のような駆かけ出しで知名度の低い声優はまだそんな心配しなくて大丈夫ですよ」

　いやいやいや、駆け出しとはいえ知名度も人気も十分高いだろう……。

「さすがに、今回のイベント会場でイベントを見学する際はファンの方もいらっしゃるだろうから顔を隠すように事務所から言われていますが、秋葉原の街を探たん索さくしている分には全然大丈夫だとは思うんですが……それじゃあ念のため、マスクだけしておきますね」

　そう言って深瀬愛は、マスクを取り出して装着した。

　いや、これでも声優に詳しい人だったら、全然分かっちゃうと思うんだがな……。




　そんな会話をしているうちに、見つかることもなく無事アニメイトにたどり着いた。

　深瀬愛は楽しそうに店内を見学した。買いたいと思っていたというアニメ雑誌や、今ハマっているというアニメのグッズを購こう入にゆうしたり、自分のＣＤ売り場を見に行ったりして、楽しそうにしていた。

「地元のアニメイトしかほぼ行ったことなかったので、秋葉原のアニメイトに来られて満足です♪　やっぱり大きいですね～」

「地元ってどこなんですか？」

「あ、横よこ浜はまなんです。柏田さんはどちらですか？」

「僕は……」

　深瀬愛とこんな他愛もない話ができるだなんて……。なんだかこれって、オタクデートみたいじゃね？　なんてことを内心つい思ってしまう。

　それからとらのあなも軽く見学した後、店を出て、深瀬愛が秋葉原の街をブラブラしたいと言うので、中央通りを当てもなくぶらつくことにした。

「いやあ、それにしても……今回マネージャー代理に僕を指名して下さって、本当にありがとうございました！」

　改めて彼女に感謝したくなり、俺は礼を言う。

「え!?　そんな、こちらがお礼を言わなければならない立場なのに……」

「その……深瀬さんが僕を指名して下さったって聞いて、めちゃくちゃ嬉うれしかったですよ」

「……！　え、そ、そんな……」

　思わず俺が本音を漏もらしてしまうと、深瀬愛は顔を赤くした。もしかして、照れてくれているっていうのか？

「柏田さんは元々このイベントには参加予定ではなかった、って後からお聞きして、本当に申し訳ないことをしたな、って思っていて……」

「いえ、とんでもないです！　今日の仕事すごく楽しいですし……」

「え!?」

　またもや深瀬愛を前にして本音が漏れてしまった。ってこれじゃあ、深瀬愛と一日一緒にいれて楽しい、って言ってるようなもんじゃねえか、俺！

　彼女は俺の言葉に戸と惑まどっている。

「そ、それに、今ちょうどお金も貯ためていたので、金銭面的にも助かったというか……」

　思わず照れ隠しにそう付け加えた。

「あ、そうなんですか？　何かお金が必要なことでもあるんですか？」

「……！　あ、えっと……」

　その理由を話すには、恋ヶ崎のことを話さなければならない。

　いや、深瀬愛はフラグを立てられるような相手ではないことはよく分かっている。俺に彼女がいようがいまいが、何も思わないであろうことも……。

「今、遠えん距きよ離り恋れん愛あい中の彼女がいまして……会いに行くお金が必要で」

「……！　か、彼女……」

　俺が告げた瞬しゆん間かん、今まで笑顔だった深瀬愛がとても驚おどろいた表情になった。

「あ、会いに行くって言っても、今喧けん嘩か中なんで、会ってもらえるかどうかも分からないんですけどね」

「そ、そう……なんですか」

　深瀬愛は、俺に彼女がいるってことに、相当驚いているようだ。

　まあ俺、彼女がいるようには見えないだろうからな……。

　深瀬愛は、そのまま戸惑った様子で俺から視線を外す。

「…………」

　視線を背そむけたまま、一瞬、黙だまって何か考える。だがすぐに顔を上げて、

「そ、そりゃあそうですよね！　柏田さんみたいな素す敵てきな方だったら、彼女がいて当然ですよね！　それなのに、私ってば……」

　笑顔で、そう言った。

　私ってば……？　その後に続く言葉が気になる。

「ほら、やっぱりそうじゃね？」

「……!?」

　そこで男性のそんな話し声が聞こえて、俺は慌あわてて周囲を見み渡わたした。

　若い男性二人が俺たちのすぐ近くを歩いており、明らかにこっちをじろじろ見ている。

　まずい、言ってるそばからバレてる!?

「ほら、絶対そうだって！」

　男性は俺の隣となりの深瀬愛を見て、驚いた顔で指をさした。

　これはマジでやばい！　ここでバレたら……周りの他の人間にもバレて、大勢の人から写メを撮とられたり握あく手しゆを求められたりしてしまうのでは!?

　今日の俺の仕事は無事深瀬愛をアテンドすることだっていうのに！　クソッ……。

「深瀬さん、すみません！」

「へっ!?」

　俺は深瀬愛の手首を摑つかんで、その場から走り出した。この状じよう況きようを乗り切るには、逃にげるしかないと思ったのだ。

「あっ、逃げた！」

　男性の慌てた声が後ろから聞こえた。

「か、柏田さん!?」

「すみません！　今、深瀬さんバレてたみたいなんで！」

　走りながら、声を上げて説明する。

「えぇっ!?」




「ハア、ハア……」

　少し走ったところで、一度止まった。ここまでくればさすがに大だい丈じよう夫ぶだろう。

「あの、柏田さん……」

「え？　……!?」

　深瀬愛に声をかけられて、俺は深瀬愛の手を握にぎっていたことに気づいて驚いた。

「すっ、すみません！」

　慌てて離はなして頭を下げる。い、いつの間にこんなことに!?　手首を摑んで走っていたはずだったのだが……。

「い、いえ……」

　深瀬愛は少し恥はずかしそうに赤くなった。

　人気声優、それもまだ女子高生の手を無理矢理繫つないでしまうなんて……何やってんだ俺！　これって、立派なセクハラになるんじゃ!?

「ほんとにすみません！」

「いえ、謝らないで下さい！　気付かれてしまったのを助けて下さってありがとうございました」

　深瀬愛は天使の微笑ほほえみを俺に向けた。なんて優やさしい子なんだろうか……。

「まさかあんな風に、身体からだを張って助けて下さるなんて……柏田さんって、本当に頼たよりになるんですね」

　深瀬愛は、俺から少し視線を外して言う。気のせいか、少しだけ顔が赤いような……。

「なんだか映画のワンシーンみたいで……楽しかったです。こんなにドキドキハラハラしたの、久しぶりで……」

　なぜか深瀬愛は、切なげな笑みを俺に向けてそう言った。

「あはは、僕の方こそ楽しかったですよ」

「えっと、それじゃあ……そろそろ時間ですし、会場に戻もどりましょうか」

　深瀬愛は腕うで時計を見て、そう言った。

　慌てて俺も腕時計を見る。もう入り時間の五分前になっていた。

　彼女のタイムスケジュールを管理するのはマネージャー代理の俺の仕事だっていうのに、逆に知らせてもらってどうすんだよ、俺！

「すみません、時間確かく認にんしてなくて……では、向かいましょう」




　俺たちは慌てて会場に戻り、ステージ横の控ひかえ室に向かった。

　その間、慌てていたこともあるが、俺たちはほとんど何も話さなかった。俺が彼女がいると告げた後から気まずくなった……なんていうのは、俺の思い違ちがいだよな？




　それから控え室で、深瀬愛は他のステージ出演者と共に確認、打ち合わせを始める。

「柏田君、どう？　ちゃんとマネージャー務められてる？」

　蓮見さんに声をかけられた。

「えっ、えっと、どうでしょう……」

　はっきり、はい、と即そく答とうできる自信がなく、つい曖あい昧まいな返事をしてしまった。

「何よそれ？　そんなんじゃ困るわよ！」




「それでは出演者のみなさん、ご準備お願いしまーす」

　やがて、ステージが始まる時間となる。

「ふ、深瀬さん……頑がん張ばって下さいね！」

　ステージへと向かおうとする深瀬愛に、思わず声をかけた。俺なんかが声をかけたって、なんの励はげみにもならないとは思うのだが……。

　深瀬愛は、俺に向かって笑顔で会え釈しやくをして返してくれた。

　その笑顔がなぜか少し、切なそうな笑顔に見えたのは……俺の気のせいだったのだろう。




　俺たち関係者は、ステージの控え室にあるモニターでステージの状況を観みることができた。

「『香こう坂さか呉くれ羽は』役の深瀬愛です。宜よろしくお願いします」

　深瀬愛が挨あい拶さつをすると、客席からうお──っ、と野太い歓かん声せいが上がった。愛ちゃーん！　なんて声も上がる。

　深瀬愛の後に他の声優たちも挨拶をするが、一番歓声が大きかったのは深瀬愛だった。新人だって言うのに、今日の出演メンバーの中で一番人気なんだな。改めて感心してしまう。

　それから作品に関するインタビューやクイズ、また作品中のキャラのセリフを言うコーナーなどもあり、ステージは大いに盛り上がった。

　深瀬愛はまだ高校生の新人だということを忘れてしまうほど、インタビューの受け答えはしっかりしているし、ときには面おも白しろいことを言って客席を沸わかせた。

　キャラのセリフを演じるコーナーではその高い演技力で客席から大喝かつ采さいを浴びていた。

　それから最後には、深瀬愛が歌う『恋噓』のエンディングのミニライブのコーナーがあった。

「この歌は、元気いっぱいの歌で、私も大好きな歌です。この歌を歌うと自然と元気が出てきて……。だから、今何か問題を抱かかえていて元気がない人も、この歌を聴きいて元気を出して下さいね」

　深瀬愛は、歌の前にそんなコメントをしたのだが……そのセリフを言ったとき、俺に向かって言っているような気がした。もしかして、さっき俺が彼女と喧嘩中って言ったから、元気づけようとして……？

　いや、さすがに自じ意い識しき過か剰じようだよな！　俺だけじゃなくて、聴いている全員に向かって言っているのだろう。

　そしてすぐに歌が始まる。

　彼女は演技力だけでなく、歌唱力も非常に高かったのでびっくりした。

　本業は声優だっていうのに、生歌でこんなにうまいなんて……どこまで完かん璧ぺきなんだよ。

　それに、さっき彼女が言っていた通り、この歌を聴いていると自然と元気が出てくるような気がした。歌がいいというのは勿もち論ろん、深瀬愛の歌声が、不思議な力を持っている。

　さっきまであんなすごい子と一いつ緒しよにいたなんて、なんだか信じられない。

　彼女は本当に、表おもて舞ぶ台たいに立つために生まれてきたような人なんだ。何を言っても何をしていても輝かがやいている。

　ステージ上の深瀬愛を観ていたら、しみじみとそんなことを思ってしまった。



















　ステージが終わり、観客の拍はく手しゆに包まれて、出演者たちは控え室へと戻ってきた。

「お疲つかれさまでした～！」

「深瀬さん、最高でしたよー！」

　編集部の人間や関係者が次々と深瀬愛に声をかけるので、俺はタイミングを逃のがしてしまった。

　そのうち関係者たちと挨拶を終えた深瀬愛は、俺の方に視線を向けたかと思うと……にっこりと笑ってくれた。

「ふ、深瀬さん、お疲れさまでした！　素す晴ばらしいステージでしたね！」

　こっちを向いてくれた今がチャンス、と思い慌てて声をかける。

「ほんとですか？　えへへ、ありがとうございます」

　散々みんなに誉ほめられた後だというのに、俺のそんな言葉に深瀬愛は恥ずかしそうに笑って礼を言った。

「あの……さっきのメッセージ、届きました？」

「え？」

　さっきのメッセージ……？　それって、もしかして……。

「柏田さんに、元気を出してもらいたくて……」

「……！」

　やはりさっきのは、俺に向けてのメッセージだったのか!?

「あ、ありがとうございます！　まさか、僕に向けてのメッセージだったなんて……。あのメッセージと歌で、元気になれました！」

「……ふふっ。少しでもそう思って頂けたなら、良かったです」

「深瀬さん、今回はうちの柏田がマネージャーを務めさせて頂きましたが、粗そ相そうをしてご迷めい惑わくをおかけしていませんか？」

　そこで、俺たちの元に蓮見さんが近づいてきて、深瀬愛にそんな質問をした。さっき俺があんな返答をしたから蓮見さんは不安になっているのだろう……。

　正直、深瀬愛の返答が怖こわい。

　通行人に深瀬愛がバレそうになってしまうし、その後は勝手に手を繫いじゃったし、時間の管理もできなかった。

　……って、思い返してみると本当に我ながら酷ひどいマネージャーっぷりだな！

「とんでもないです。通行人の方にバレてしまいそうだったのを庇かばって下さいましたし、ご自分の休きゆう憩けい時間を捨ててまで、秋葉原をご案内して下さって、楽しく会話をして私をイベント前にリラックスさせて下さいましたし……本当に素晴らしいマネージャーさんでしたよ」

「え……」

　深瀬愛は俺のことを少し見てから、嬉うれしそうに蓮見さんにそんなことを話した。

　自分ではマネージャーとしてダメダメだったと思っていたのに、深瀬愛がそんな風に思ってくれていたなんて……嬉しすぎて涙なみだが出そうだ。

「そ、そうなんですか？」

　蓮見さんは驚おどろいた様子で聞き返した。

「ええ。柏田さん、今日は一日本当にありがとうございました。柏田さんのおかげでとっても楽しくお仕事できました♪」

「ふ、深瀬さん……！　そんな風に思って頂けるなんて、光栄です！　僕の方こそ、めちゃくちゃ楽しかったです！」

　深瀬愛の言葉に、天にも昇のぼる気持ちで興奮気味にそう答えた。

　そんな俺を、蓮見さんがなぜかじっと見つめていた。




「じゃあ柏田君、最後、深瀬さんを駅まで送ってきて。無事に駅に着くまでがイベントだから」

　深瀬愛が他の出演者と話している最中、蓮見さんに指示される。そんな家に帰るまでが遠足、みたいに……。

「はい、分かりました！」

「あ、それから……さっきの様子見てて思ったんだけど、あなた、深瀬さんに対して変な気を起こしてないわよね？」

「え!?　変な気、って……？」

「だから、これを機にプライベートでも仲良くなって、あわよくばいい関係になろうとか……」

「は、はあ!?　な、何言ってるんですか！　ないですって！」

　そんなことを言われるとは思っていなくて、驚いて慌あわてて否定する。

　そりゃあ深瀬愛はとても魅み力りよく的だし、あんな風に言ってもらえてめちゃくちゃ嬉しかったけど……俺には恋ヶ崎がいるんだ。今連れん絡らくをもらえない状じよう況きようになっているが、俺はこれからも恋ヶ崎と付き合っていきたいと思っている。

　そもそも、深瀬愛の方だって仕事上ああ言ってくれただけで、そういうこと微み塵じんも考えてないだろうしな。

「本当でしょうね？　信じるわよ。じゃあ、宜しく」

「は、はい！」




「深瀬さん、もうイベント会場を出るようでしたら、駅までお送りしますよ」

「あ、はい！　ありがとうございます」

　深瀬愛はその場にいる全員に「お先に失礼します」と挨拶をして、俺と共にイベント会場を出た。




「きょ、今日はお疲れさまでした！　ありがとうございました」

　二人で駅までの道のりを歩きながら、彼女に声をかけた。

　先ほど蓮見さんに言われた妙みようなことを思い出してしまい、変に意識してしまう。

「こちらこそありがとうございました。柏田さんも、お疲れさまでした」

　深瀬愛は俺の顔を見て笑った。

　さっき、俺が彼女がいることを告げた後少し様子がおかしいように感じたのは、やはり俺の自意識過剰だったのだろうな。

「あの、柏田さん……」

　やがて駅が近付いてきたところで、深瀬愛が俺の目を真っ直すぐに見つめて声をかけてきた。

「は、はい！」

　思わずドキッとして返事をする。

「今日はありがとうございました！　柏田さんと一緒にいられた時間、本当に楽しかったです。もうアフレコも終わってしまうし、これでお別れなんて、寂さびしくて……」

「……！　ふ、深瀬……さん……」

　彼女の言葉に、俺は驚いてその場に固まってしまう。

　深瀬愛が、俺と別れるのが寂しい、だって……？

「だから……」

　深瀬愛は切なげな表情で俺を見た。

「もし宜しかったら……これからも、仲良くして頂けたら嬉しいです」

「……！　も、勿論です！　僕の方こそ、是ぜ非ひお願いします！」

　深瀬愛にそんなことを言って貰もらえるなんて、まるで夢のようだ。今日一日、俺は夢でも見続けているのだろうか。

「良かったら、今度彼女さん紹しよう介かいして下さいね」

「……！　はい、勿論です！」

　そう言って俺と深瀬愛は最後にラインを交こう換かんして別れた。

　恋ヶ崎がいる手前、他の可愛かわいい女の子とラインを交換だなんて……と思う自分もどこかにいたが、友達として、ということなんだから、一応問題はないはずだ。

　俺にも、勿論彼女にも……そんな気はないだろうし。




　あの深瀬愛が俺と仲良くなりたいと思ってくれたという事実が、信じられないくらいに嬉しかった。

　今日の出来事を励はげみに、今後も編集部のバイトを頑がん張ばろうと思えた。
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　翌日。

　ここのところずっとバイトでほとんどサークルに行けていなかったから、今日こそ顔を出そうと思い、部室へ向かう。

「おお～柏かしわ田だ、お前生きてたのか！」

「柏田君!?　本当に柏田君なのっ!?　いきなり来なくなっちゃうからうちめっちゃ心配したんだよ～～っ!?　ラインでも、来週は行けるから心配しないで、としか返してくれないしっ！」

　岩いわ本もとさんと佐さ倉くらさんが、俺の顔を見るなり声をかけた。

　久々にサークルに来ると、サークルメンバーの温かさに心が救われるような気分になった。

　最近は大学の後すぐバイトに行ってたから、誰だれかと楽しく話すことも少なくて、心が荒すさんでいたから余計にだ。

「ごめん、ちょっとバイトが忙いそがしくてさ。…………あれ、長は谷せ川がわは？」

　学園祭二日目以降、割とすぐにバイトで忙しくなってしまったので、あれ以来長谷川とは顔を合わせていない。

　今日サークルに来れば会えるかと思ったのだが……。

「長谷川さん、最近サークルに来てないんだよねえ。ラインしたら、最近もう一つのサークルが忙しいって言ってて……。あと、来週から旅行に行くから大学自体休むって言ってたなあ。一年生誰も来ないから寂しかったよ～」

　頰ほおを膨ふくらませて言う佐倉さんに、少し申し訳なく思う。

　長谷川、最近サークルに来ていないのか……。来週は旅行に、って……そんな話、全然聞いていない。

　最後に会った後夜祭で、少し様子がおかしかったのが気になる。




『柏田君のこと、私がとってしまうわよ？』




　あれから、何度か思い出してしまう長谷川のあの言葉。

　長谷川は、恋こいヶが崎さきを焚たきつけるために言っただけ、そう言っていたが……。




　佐倉さんが言っていた通り、長谷川は本当にその日サークルに来なかった。
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「それで……アルバイトでお金貯たまったから、来週の土日で桃ももちゃんに会いに行くのっ!?」

「うん！」

　翌日。

　大学の後、今日もサークルに行こうと思っていたのだが、ラインで小豆あずきちゃんに『今日大学の後ムラサキさんとお茶するけど来る？』と誘さそわれたので、心配をかけた二人にも北ほつ海かい道どうに行くことを報告したいと思い、合流させてもらった。

　バイトのこと、北海道へ行くことを話すと、小豆ちゃんもムラサキさんも驚いていた。

「柏田君、すごい行動力だね～っ!?　それにしても、そんなに一気にお金稼かせげたって、一体何したの？　まさか夜のお仕事じゃ……」

「違ちがうって！　っていうか、俺が夜の仕事ってどういうことだよ!?」

「男性だって若くて顔が良ければ色々あるって言うじゃん。同性愛者向けのお店とか……」

「何それっ!?　なんで小豆ちゃんそんな店知ってんの!?　そんな店、存在自体知らないしっ！」

「それじゃあ、女性向けのお店ですか？　ホストとかデートサービスとか……柏田さん、同性異性どちらにも需じゆ要ようありそうですからねぇ」

「だから、なんでそっち方面なんですか!?　イケメンでもない俺なんかが、そんな店で働けるわけないじゃないですかっ！」

　働けたとしても、働きたくないけど！

「じゃあ一体どんなお店で……？」

「店じゃないですっ！　倉庫内での肉体労働ですよ！　おかげで筋肉はつきましたけど」

　今までロクに運動をしてこなかったので貧ひん相そうな身体からだの俺だが、今回の倉庫バイトで唯ゆい一いつ良かったのは筋肉がついた点だ。

「え、そうなの!?　どれどれ？」

　小豆ちゃんが見たがるので、腕うでの袖そでをまくって二の腕まで上げ、腕に力を入れて見せた。今までひょろひょろの細い腕だったが、七日間の肉体労働のおかげで人並み程度の筋肉はついた。

「わ～～っすごい筋肉！　細マッチョってやつだね!?」

「ほうほう……細マッチョだなんて、また一つ女性からモテる要素を身につけてしまいましたねえ。桃さんが一層心配なさるんじゃ……」

「えぇ!?　いやいや、そんないいもんじゃないですよ！　細くもないしマッチョでもないし……ちょっと筋肉がついたってだけで大げさな……」

　二人に思いの外褒ほめられた（？）ので少し恥はずかしくなって、慌あわてて袖を下ろして腕を仕し舞まった。

「それにしても、さすが柏田さんですね。桃さんと問題があったと聞いたときは心配しましたが……安心しました。あとは北海道へ発たつだけですね」

「柏田君、絶対桃ちゃんと仲直りして帰って来てね!?　東京から二人に念を送っとくから！」

「念!?　う、うん……ありがとうございます、二人とも。絶対、仲直りして帰って来て、報告しますから！」

「良い報告をお待ちしてますからね♪」

　二人に温かい言葉をかけてもらって、励みになった。

　そう、あとは北海道へ発つだけだ。

　待ってろよ恋ヶ崎！

　早く恋ヶ崎に会いたい。会って、俺の気持ちを伝えるんだ！
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　そして翌週。

　ついに、俺が北海道へ発つ日がやってきた。恋ヶ崎と気まずくなってから、金が貯まるのに一ヶ月近くかかってしまい、もう十一月になってしまったが……あれから恋ヶ崎とは薄うすく連れん絡らくを取り合ってはいた。

　電話には出てくれないが、ラインはたまに返してくれる。とは言っても、今バイト終わって帰ってきた、って送ったら、バイトお疲つかれ様、って返事が来るとか、そんな他愛もないやり取りのみだ。




　羽はね田だ空港で、自分が予約した飛行機の搭とう乗じよう口から、飛行機に乗り込んだ。

　飛行機に乗るのは、大学に入る前、みんなで北海道へ卒業旅行をして以来だ。高校生の時一人で北海道へ行ったことがあるとはいえ、まだまだ飛行機に乗り慣れていないので、何度もチケットを見て確かく認にんした。

　今日北海道へ行くことは、恋ヶ崎には伝えていない。

　いきなり行ってびっくりさせたいってのもあるし、もし伝えて、『一人で考えたいって言ってるんだから来ないで！』なんて言われてしまったら、立ち直れないと思ったからだ。

　搭乗して通路を進みながら、チケットにある座席を探す。やっと見つけて、席の前へ入り込む。俺の席は窓まど際ぎわだった。

　携けい帯たいを取り出してからリュックを座席の真上にある荷物入れへと仕舞った。飛行機が動き出したら携帯の電源を切らないといけないんだっけか。今のうちにラインなどを確認しておく。

「……！」

　俺が座席で携帯をいじっていると、俺の隣となりの席に一人の女の子が来た。

　思わず、横目で盗ぬすみ見る。派手な服装の女の子だった。

　黒い猫ねこ耳みみパーカーに、銀色のトゲがたくさんついたゴツいベルト、赤のチェックのミニスカートに黒のレースのニーハイソックスを穿はいている。髪かみは金きん髪ぱつのボブカットだ。バンドでもやってそうなパンクファッション、という感じである。

　大きめのリュックを背負っており、リュックを座席に下ろした。それから上の荷物入れを呆ぼう然ぜんと見つめている。

　あ、そうか、届かないのか！　彼女の背せ丈たけは平均より低そうで、手を伸のばしても荷物入れに届きそうにない。

「あ、荷物上にあげましょうか？」

「え、ほんとですかー!?　ありがとうございます！」

　勇気を出して俺が声をかけると、彼女は人なつっこい笑え顔がおを俺に向けて礼を言った。話しかけにくいファッションの割に、意外と明るい子だ。正面から見ると、年は俺と同じくらいに見え、可愛かわいい顔立ちをしていた。

　一度通路に出てもらい、彼女のリュックを荷物入れに仕舞った。

「めっちゃ助かりましたー♪」

「い、いえいえ……」

「お兄さん、北海道に一人旅でも行くんですかー!?　それとも、北海道の人？」

　気さくに声をかけられて、そのノリの良さ、コミュ力の高さに少しびびってしまう。別に俺はナンパ目的で荷物を上にあげますよと声をかけたわけではないので、それをきっかけに話が始まるなんて思っていなかった。

　女の子と話すのに慣れてきたとはいえ、初対面の派手な可愛い女の子と話すのは、未いまだに緊きん張ちようする。

「あ、北海道に知り合いがいるので、会いに行くんですよね……。そ、そちらはどうなんですか？」

　彼女のようにノリ良くは返せなかったが、せっかく話しかけてくれたので必死にコミュニケーションをとろうとする。

「美み咲さきは……あっ、あたしはー、推おしてるバンドのライブが東京であったんで、遠えん征せいしたんです～」

　推してるバンド……？　遠征……？

　つまり、バンドのおっかけ……バンギャって奴やつか。そういえば、そういう外見だもんな。

「そ、そうなんですか。北海道から遥はる々ばる東京まで一人で来るなんてすごいですね！」

「全然ですよ～！　全通とかできてないし、東京では比ひ較かく的てき狭せまいハコでやるってゆーんでちょっと足伸のばしただけで」

　全通？　狭いハコ？　あ、ライブハウスってことか。

「お兄さん、年いくつですか？」

「えっと、今大学一年です」

「やっぱりー！　同い年な気がしたんですよねー！」

「あ、そうなんですか！」

「タメなら、もう敬語とかやめ！　お互たがいタメ語でいこー！」

「え!?　あ、はい……」

「ほらー、早さつ速そく使ってるし！」

「あ……」

　なんていうか、初対面とは思えないほど距きよ離り感かんが近い子だな……。これがリア充じゆう……。

「北海道に、友達が住んでるの？　それとも、親しん戚せきとか？」

「え、あ、えっと……その、彼女が」

　隠かくす理由もなかったので、正直に答えた。

「……ガガーン！」

「えっ!?」

　突とつ然ぜん変な声を出されて、びっくりした。

「何なの、リア充じゃないですか～！　飛行機で優やさしく声かけてくれたイケメンと運命の出会い、とか思ってたのに～！」

「……え、えぇっ!?」

　イケメン、って俺!?　思わず顔が真っ赤になってしまう。

　何なんだ俺、最近モテ期なのか!?　いや、ただの冗じよう談だんかもしれないけど……。

「い、いやあ、またまた……。そちらこそリア充なんじゃないですか？」

　照れながら、なんとか言葉を返す。

「また敬語使ってるし！　ってか、リア充だったらバンギャなんてやめられてるって！」

「え、そういうものなの……？」

　そんな会話をしている間にも、飛行機が離り陸りくした。

　最初は彼女の高いテンションに少し引き気味だった俺だが、徐じよ々じよに慣れてきて、話しやすくていい子だな、と思うようになってきた。

　なんといっても、俺なんかのことをイケメンと言ってくれたしな……。




「そういえば、名前教えてよ。あたし、美咲。黒くろ野の美咲」

「ああ、俺は柏田直なお輝きっていうんだ」

　その後も、俺たちは色んな話をした。

　彼女がおっかけをしているバンドのこと。俺が今彼女と喧けん嘩かをしていて、謝るために彼女に内ない緒しよで北海道へ向かっていること。

「へぇ～！　いやー、それ絶対彼女喜ぶでしょー！　たとえ怒おこっててもそっこー許してくれるって！」

「そ、そうかなあ……そうだといいけど……。でも恋ヶさ……いや、俺の彼女、怒ってるっていうよりは、ショック受けてるとか俺に失望してるとか、そういう感じだから……」

「……今、なんて言った？」

　俺の話を聞いていた彼女……黒野さんは、急に驚おどろいた様子で真顔になった。

「え!?　いやだから、俺の彼女は怒ってるっていうより……」

「違ちがう、その前！」

「その前……？」

「彼女の名前、なんて呼んだ？」

「え？　ああ、恋ヶ崎っていう名字なんだけど……」

「恋ヶ崎ぃぃ!?」

　大声を出されて、俺の方がびっくりしてしまう。

「え、突然何？　どうしたの？」

「…………。ねえ、もしかして柏田君の彼女ってさ、小こ柄がらで茶髪のふわふわの髪で、超ちよう～～可愛くて、北海道で読モやってたりしない？」

「え、えぇ!?　うん、それだよ、俺の彼女！」

　今度は俺の方が、飛行機の中だというのに驚きのあまり声を張ってしまった。

「え、何、恋ヶ崎ってそんなに有名人なの？　北海道の若い人は全員知ってるほど？」

　確かに読モやってたら一いつ般ぱん人よりは地元で有名かもしれないが……。

「いや、さすがにそこまで有名じゃないと思うけど……美咲、桃と同じ大学で、同じクラスで、結構仲いいんだよね」

　黒野さんは驚くべき発言をした後に、リュックとは別に手に持っていた小さなハンドバッグから財さい布ふを取り出して、更さらにその中からプリクラを出して俺に渡わたした。

　そこには、黒野さんと恋ヶ崎がポーズを決めて写っている。

「マ、マジ!?　じゃあ君、恋ヶ崎の大学の友達なのっ!?」

　驚きつつも、今度はさっきよりも声を抑おさえて尋たずねた。

「うん……ってか、こっちこそびっくりなんだけど！　桃に東京に彼氏がいるってのは知ってたけど……飛行機の中でその彼氏と出会うなんてこと、フツーありえる!?」

「うん、ほんと、すごい偶ぐう然ぜん……」

　ただただ驚いて、言葉を失ってしまう。

「にしても、意外だな～。あの桃の彼氏だから、もっとこう、東京でモデルやってるとか、年上のイケメンリーマンとか、そういうのかと思ったのに、案外素そ朴ぼくっていうか……」

「なっ……君さっき、イケメンって言ってくれたのに、やっぱりお世辞だったんだな!?」

　一いつ瞬しゆんでも喜んだ俺がバカだった……！

「え！　いやいや、イケメンだけど案外素朴系の普ふ通つうの大学生、って感じだからさ～」

　黒野さんは慌あわてた様子で笑ってフォローした。

　いいんだ、俺と恋ヶ崎がカップルとして釣つり合ってないってことなんて、とっくに分かってたから……。

「ねえ、今日の桃のスケジュールって把は握あくしてるの？」

「いや、最近あんまり連れん絡らく返してもらえてないから、全く……。着いたら連絡してみようと思ってるくらいで」

「おお、結構行き当たりばったりだね!?　じゃあ美咲が教えてあげよー。桃は今日、サークルの活動で大学に行ってるよ！」

「え、サークル!?」

　確か恋ヶ崎は、大学では迷った挙げ句友達に誘さそわれてアウトドアサークルに入った、と言っていた。

　恋ヶ崎は運動が苦手で、所謂いわゆる飲みサーみたいな雰ふん囲い気きも苦手だと言っていたが、アウトドアサークルは緩ゆるいし、比ひ較かく的てき女子が多いサークルだし、友達に誘われたこともあって、入部を決めたらしい。

　主に夏はバーベキューやハイキング、冬はスノボをやるというサークルらしいが、チャラい雰囲気なんじゃないかとか、変な男がいるんじゃないかとか、内心不安になっていた。

「サークルって、アウトドアサークル？」

「そうそう。美咲が誘って一緒に入ってくれたんだよねー。今学園祭の話し合いしてるよ」

　恋ヶ崎をアウトドアサークルに誘ったのって、この黒野さんだったのか。

　恋ヶ崎の大学は、学園祭が十一月後半にあるって言ってたもんな。

「そっか、ありがとう！　助かったよ！　じゃあ着いたら大学に向かうことにするよ」

　空港に着いたらすぐ、恋ヶ崎が通っているＨ大学への行き方を調べることにしよう。

「いや。ってゆーか、美咲と一緒に行けばいいじゃん。今日美咲も、間に合ったら話し合いに参加するために直接大学行こうとしてたからさ～」

「え、マジで!?　いいの!?」

「うん。桃から彼氏と喧嘩したって話も聞いてたから、この後どうなるか気になるし～♪」

　こうして俺は、北海道での恋ヶ崎の友人黒野さんに、Ｈ大学まで……恋ヶ崎の元まで、案内してもらうこととなったのだった。




　　　　＊




　黒野さんと話していたら、記き憶おくしていたよりもあっという間に北海道に着いた。

　初対面の女の子だというのに、こんなに話しやすくて話が盛り上がったのなんて初めてで、少しは俺もコミュ力ついてきたのかなあ、なんて思う。

　いやそれよりも、黒野さんがノリが良くて人なつこくて話しやすいってだけなんだろうけど……。

　新しん千ち歳とせ空港に着陸し、飛行機を降りた俺たちは、預けていたらしい黒野さんのキャリーケースを回収してから、空港を後にした。




「ん～っ、三日ぶりの北海道～！」

「うわっ寒っ！　っていうか……雪降ってない!?」

　空港を出て、雪のようなものが降ってきているのを確かく認にんして驚いた。

「あ、ほんとだー。今年、何気初雪かも。北海道だと、十一月から雪が降るなんて当たり前だよー？」




　恋ヶ崎の通うＨ大学へ向かうべく、新千歳空港から札さつ幌ぽろ駅まで電車を乗り継ついで向かう。

「あのさ、恋ヶ崎って大学で、どんな感じ？」

　電車の中で、俺は思わず黒野さんに尋ねた。

「え、桃？　めっちゃ明るくていい子だよ～。友達も多いし。でも、あんな見た目の割に全然男の子慣れしてないよね。色んな男子からめっちゃモテてるのに、あたし彼氏がいるから、って総スルーだしさ」

「……！　そ、そうなんだ……」

　そんな話を聞いて、思わず口がにやけてしまう。こんな状じよう況きようだっていうのに。

「いつも彼氏の話めっちゃしてるよー。惚のろ気けまくってるし、待ち受け柏田君とのツーショにしてるし。なのに、見せてって言うと恥はずかしがって見せてくんないの。ほんっと意味分かんないよねー！」

　黒野さんは笑いながら話す。

　こ、恋ヶ崎が大学で、そんなに俺の話を!?　しかも、俺とのツーショットを待ち受けに!?　全然知らなかった……俺と一緒の時は、待ち受けは恋ヶ崎が好きなキャラクターにしてたっていうのに……。

　恋ヶ崎がこっちの大学でも、そんなに俺のことを思ってくれているだなんて……。

「柏田君？　何か硬こう直ちよくしてるけど　どうかした？」

「あ、い、いや！　なんでもないよ」

　感激のあまり、涙なみだぐみそうになってしまったのを慌てて堪こらえた。危ない危ない、俺どんだけ涙るい腺せん弱いんだよ……。




「はーい、ここが札幌駅でーす！」

　Ｈ大学の最も寄より駅である、札幌駅で電車を降りた。

「ここから十分弱歩いたところにＨ大学があるよ」

「そ、そうなんだ」

　ついにもうすぐで、恋ヶ崎がいるＨ大学にたどり着くのか……。

　札幌駅を出て、黒野さんに恋ヶ崎の大学での様子を聞いたり、俺と恋ヶ崎の馴なれ初そめなんかを話しながら、Ｈ大学へと向かって歩く。

　その間も、俺の胸の鼓こ動どうはどんどん速まっていく。

　明るい黒野さんとずっと話し続けていたことで、大分気分が紛まぎれていたように思うが、アポなしで恋ヶ崎に会いに来ているという今の状況に、直前になってドキドキしてきた。

　直接会ったところで恋ヶ崎が許してくれるかどうかなんて分からない。今より状況が悪くなってしまうことだって……。

　いやいや、そんな心構えでどうすんだ俺！　今日は何が何でも、恋ヶ崎と仲直りするって決めただろ！




「ここがＨ大だよ～」

「うわっ、でっか……」

　Ｈ大の門の前までたどり着いて、俺は思わず言葉を漏もらした。

　恋ヶ崎からめちゃくちゃ広いとは聞いていたが、想像以上でびっくりした。

「え……」

　そこで俺は、ここにいるはずがない人物の姿が目に入って、驚おどろきのあまりその場に立ち尽つくした。

　一瞬他人のそら似かと思ったが、背中を向けていた彼女の横顔が一瞬だけ見えたときに、本人だと確信した。

「ん？　柏田君、どうした？」

　噓うそだろ、一体なんでここに……。




「は、長谷川……？」




　長谷川が、Ｈ大学の門の前に立って、俺たちと同じように門を見上げていたのだ。

「え……柏田、君？」

「なんで長谷川がここに!?」

「私も今、全く同じ事をあなたに聞こうと思ったのだけれど……」

「えっ、なになに!?　もしかして浮うわ気き相手!?　今回の喧けん嘩かの原因!?　修しゆ羅ら場ば!?」

「……っ!?　な、黒野さん、何言って……!?」

「……！　ち、違ちがいます！」

　俺が狼狽うろたえている間に、長谷川がきっぱりと否定してくれた。

「あ、なーんだ、違うのか～」

　突とつ然ぜん何を言い出すんだよこの子は!?

「え、恋ヶ崎が俺が浮気したなんて言ってたの……？」

「え、違うよー。桃から喧嘩の理由は、北海道に来るって言ってたのに来てくれなかった、あと色々あって～くらいに軽くしか聞いてないよ」

「そ、そうなんだ……」

「でも、なんで長谷川がここに!?」

　不思議に思って、長谷川に尋たずねる。

「わ、私は……兄の結けつ婚こん前の最後の家族旅行で北海道へ来ていて……」

　あ、そういえば長谷川は今旅行に行ってるとは佐倉さんから聞いてたな。だけどまさか、その旅行先が北海道だなんて……。

　今日は信じられないような偶然がたくさん起きる日だ。

「柏田君は……恋ヶ崎さんに会いに？」

「ああ、うん……」

　長谷川は少し気まずそうに、俺と一いつ瞬しゆん目を合わせてからすぐに逸そらした。それから、戸と惑まどった様子で俺に尋ねる。

　長谷川と顔を合わせるのは後夜祭以来で、ついあの日のことを思い出して動どう揺ようしてしまう。




『柏田君のこと、私がとってしまうわよ？』




　瞬時に思い出してしまうあの言葉。あの言葉には特に何の意味もないと、何度も思い直しているのに……。




「柏田君、そちらはお知り合い？」

「あ、知り合いっていうか……北海道に向かう飛行機の中で、恋ヶ崎の大学の友達に偶ぐう然ぜん会って、恋ヶ崎のいる所に案内してもらっているところなんだ」

　俺は長谷川に説明した。

「え……では今から、恋ヶ崎さんに会うの？」

「あ、うん。そのつもりだけど」

「それ……私も同行してはダメかしら？」

　俺の言葉に長谷川は少し驚いて、そう言った。

「実は私も、恋ヶ崎さんに、今日は大学にいるとラインで聞いていたから、ここへ来れば会えるのかもしれないと思って来たのだけれど……会いに行くべきか今迷っていたところなの」

「……！　そ、そうだったんだ」

　長谷川も、恋ヶ崎と会おうとしていたのか。もしかして、今回の件で話をしようとしているのだろうか。

「うん、勿もち論ろん構わないよ」

「そう……ありがとう」

　長谷川は少し気まずそうに目を逸らしたまま、礼を言った。




「あたし、黒野美咲。よろしくねー！　桃とは同じ大学で同じクラスなんだ」

「私は……長谷川翠みどり。恋ヶ崎さんと柏田君とは、高校一年のとき同じクラスだったの。こちらこそ宜よろしく……。案内してもらえてとても助かるわ」

「そうなんだー！　いやあ、彼氏と友達が二人同時に会いに来てくれるなんて、桃は幸せものだな～」

　Ｈ大の中へと歩を進めながら、黒野さんと長谷川が挨あい拶さつを交かわした後、黒野さんが恋ヶ崎を呼び出す、と言ってスマホを取り出した。

「あ、やばっ！　バッテリー切れてるし！　一応、大体一時間後に大学つくから、もし打ち合わせが終わってたら理学部ローンに来て、とは軽くラインで言ってあるんだけどさ……。ちょっと美咲、サークルの部室に桃直接呼びに行ってくるね。二人は理学部ローンで待っててくれる？　そこまでは案内するからさ」

「あ、ありがとう。そこまでセッティングしてくれて」

　案内してくれただけでもありがたいのに、恋ヶ崎を呼び出すことまでしてくれるなんて、本当にありがたい。

　俺が呼び出したところで、来てくれるかどうか分からなかったからな。

　黒野さんに案内されて、三人で理学部ローンというところまで向かう。

　大学の敷しき地ち内は本当に広く、自然がいっぱいで、これって本当に大学なのか？　なんて不思議になってしまうほどだった。




　やがて緑が生おい繁しげっている理学部ローンへとにたどり着く。

「ローン」というのは芝生しばふのことらしい。

「じゃあ、すぐ戻もどるね～」

　黒野さんはそう言うと、サークルの部室へと恋ヶ崎を呼びに行った。

「…………」

　長谷川と二人きりになってしまい、沈ちん黙もくが流れる。

　いや、別に気まずく思う必要なんてないはずなんだが……。例の発言について、長谷川は『恋ヶ崎を焚たきつけるために言っただけ』と言っていたわけだし。

「あの、柏田君……」

　俺がそんなことを考えていると、隣となりにいる長谷川に声をかけられて驚いた。

　顔を見ると、深刻な表情で俺を見ていた。

「ん？　な、何？」

　思わずドキッとして、返事をする。

「この間、私が言ったことなのだけれど……」

「……！」

　私が言ったこと、それを聞いてすぐに、『柏田君のこと、私がとってしまうわよ』という発言のことだと気付いた。

「その……変なことを言ってしまって、ごめんなさい……」

　長谷川は俺から目を逸らして、俯うつむき気味に言う。

「えっ……？　ああ、いや……」

「だけど、私は……」

　長谷川は顔を上げると、真っ直すぐに俺の目を見た。

　え……？　長谷川は、一体何を言おうと……。

　しかしそこで長谷川は、セリフを途と中ちゆうでやめて、俺ではない、俺の後ろにある何かを見て驚いた表情になる。




「こ、恋ヶ崎さん……」




「……！」

　長谷川の言葉に、俺も長谷川が見ている俺の後ろを振ふり返った。

　そこには……長谷川の言うとおり、恋ヶ崎の姿があった。

　そうか、さっき、理学部ローンに来てとは伝えてある、って黒野さん言ってたもんな……。

　恋ヶ崎は、俺たちの姿を見て呆ぼう然ぜんと立ちすくんでいた。

「ふ、二人とも……どうしてここに!?」

　驚いた様子の恋ヶ崎。そりゃあ、いるはずのない俺と長谷川が突然北海道の自分の大学にいたら、さぞ驚くだろう。

「俺は、どうしても恋ヶ崎に話したいことがあって北海道まで来たんだ！」

「どうしても、話したいこと……？」

　恋ヶ崎はつぶやくと、俺と長谷川の顔を見る。
















「二人で、あたしに話したいこと……？　それって……」

　恋ヶ崎は見る見る不安げな表情になり……。

「こ、恋ヶ崎!?」

　そのまま俺たちに背を向けて、その場から走り出した。

　え、なんで逃にげるんだよ、恋ヶ崎!?

　俺は慌あわてて立ち上がり、その背中を追いかけて走り出す。

「恋ヶ崎、待てよ！」

　走りながら、はっと気付いた。

　もしかして、恋ヶ崎は……俺と長谷川が一いつ緒しよに北海道に来たと思ったのか？

　俺は恋ヶ崎に追いついて腕うでを摑つかんだ。

「恋ヶ崎、なんで逃げるんだよ！」

「話なんて聞きたくない！」

　恋ヶ崎は俺の顔を見ずに叫さけんだ。恋ヶ崎の目め尻じりには、涙なみだが溜たまっている。

　なんでこいつ、泣いているんだ……？

　長谷川も俺たちを追いかけてきたようで、追いついた。

「なんで俺の話を聞こうともせずに逃げるんだ!?」

「だって、あんたの話って……」

　恋ヶ崎は俯いて涙を零こぼす。

「……？　それに、なんで何度電話しても出ないんだ!?」

「……！　だって、電話に出ちゃったらあんたに、酷ひどいこと言っちゃいそうで……。あたし、もうこんなに不安なの嫌いや！　忙いそがしいのは分かるけど、連れん絡らくするのだってあたしからばっかりだし、会いに行くのもあたしからばっかり。柏田はやっぱり……あたしのことなんて好きじゃなかったんだ」

「こ、恋ヶ崎……!?　お前、何言って……」

「柏田はいいよね。あたしの気持ちなんて知らずに、可愛かわいい女の子が周りにいっぱいで、東京での大学生活を楽しんでて……」

「恋ヶ崎さん……あなたは柏田君の気持ちを何も分かっていないわ」

　俺が何か言う前に、なぜか長谷川が恋ヶ崎に強い調子で告げた。一体何な故ぜ、長谷川はそんなことを……？

「柏田君が、どれだけ東京であなたのことを思っているか……どうしてそれが分からないの？　柏田君は……」

「そんなの、分かんないよ！　何も言ってくれないんだもん！　それに、今は柏田は……」

「恋ヶ崎さん……」

　長谷川が心底辛つらそうな表情で、恋ヶ崎を見つめる。

「どうして、柏田君の話を聞こうともしないの？　電話も無視して、柏田君がわざわざ北海道に来たっていうのに、それでも逃げて……」

　恋ヶ崎は長谷川の顔を見ると、涙目のまま驚おどろいたような表情で黙だまっている。

「あなたがいつまでもそうして、柏田君から逃げ続けていたら、いつまで経たっても柏田君も、あなたも幸せになれない……」




「私なら……こんな風に柏田君のことを、苦しめたりしない。辛い思いをさせたりしない」




　長谷川は、心底辛そうに、目に涙を溜めて、その言葉を口にした。

「……っ!?」

　長谷川の言葉に、俺は驚いて言葉を失う。

「え……」

　恋ヶ崎も、呆然と長谷川の顔を見た。

　長谷川……？　一体、何を言って……？

　そんなことを言ったら、長谷川が、まるで……。




「柏田君……映画の中で告白したとおり、私は、今でも……あなたのことが好き」




　震ふるえる声で、それでも最後まで、長谷川は言い切った。

「は……長谷が……」

　噓うそだろ？

　だって自分で、もう俺のことなんかこれっぽっちも好きじゃないって、言ってたじゃないか……。

　絶対にありえないであろうと思っていたことが、今俺の目の前で起こっている。




　長谷川が、俺のことを今でも思ってくれていたというなら……俺はどうする？

　長谷川はこんなに俺のことを思ってくれている。いつから？　高校時代からずっと？

　何も言葉が出てこない。なんと言えばいいのか分からない。

「……！」

　だがそこで、俺は気付いた。恋ヶ崎が、不安げな表情で、目に涙を溜めたまま、俺のことを真剣に見つめていたことに。

　俺が次に何を言うかに怯おびえているような様子で。




　俺がここではっきりと何かを告げたら、どうしても傷つけることになる。

　本来なら、そんなことしたくない。だけど……それでも俺は今ここで、どうしても言わなければならないことがある。

　俺の本当の気持ちを、二人の前で告げなければならない。

　元はといえば、俺がフラフラしているせいで長谷川にここまで言わせてしまったのだ。恋ヶ崎のことも、不安にさせてしまったのだ。

　全すべての原因は、俺にある。




　俺は、胸が張り裂さけるような思いで……。

　その場に、土下座した。




「!?　か、柏田!?」

「柏田君!?」

　俺にはこんなことしかできないが、これが俺にとっての最大限の誠意の見せ方だった。




「ごめん……ごめん、長谷川！　俺たちのこと、こんなに心配してくれてありがとう。それから、今でも好きだって言ってくれて……本当に嬉うれしい。だけど俺は……恋ヶ崎が何度無視しようが、俺から逃げようが……恋ヶ崎のことが好きだっ！　絶対に別れるなんて嫌なんだ！」




「…………」

「か、柏田……」

　頭を下げている俺には、二人の表情が分からない。




「それから、恋ヶ崎！　こんなに不安にさせてごめん！　お前がここまで不安になってるなんて、実際に会って直接聞くまで、全然分からなかった。俺は本当に大おお馬ば鹿か者だ。会いに行くって約束したのに、会いに行けなくてごめん。いつもお前の方ばかり東京に来させてごめん。俺は……お前が思ってるよりずっと、お前のことが好きだ！　絶対に別れたくない。だから……別れないでくれ！」




「か、柏田……!?　あんた、何言って……っていうか、とにかく顔上げてよ！」

　恋ヶ崎が俺の腕をとって、俺の上体を起こそうとする。

「あたしがあんたと、別れるなんて言うわけないじゃん……。あたしはむしろ、あんたに別れを告げられると思って、それで必死に逃げて……」

「え……」

　やっぱり恋ヶ崎は、俺と長谷川が一緒に北海道に来たと勘かん違ちがいして、それで……俺が恋ヶ崎に別れを告げに来たと思ったのか？

　そこで、誰だれかが笑った。

　俺と恋ヶ崎が振ふり返る。

　長谷川が、もうすっかり涙など流さずに、切なげな表情で笑っていた。

「は、長谷川さん……？」




「ああ──っ！　三人とも、こんなところにいたーっ！」

「……！」

　そこで、俺たちの元に黒野さんがやってきた。

　恋ヶ崎は、慌てて目から涙を拭ぬぐっている。

「もー二人とも、戻もどったらさっきの場所からいなくなってるんだもん！　桃と無事会えたんだね!?　……って、桃、どうかした？　目ー赤くない？」

「え!?　き、気のせいでしょ！　っていうか、美咲と二人って知り合いなの!?」

「あ、ああ……実は飛行機の中で知り合って、偶ぐう然ぜん恋ヶ崎の友達だって分かって……ここまで案内してもらったんだ」

「えぇーっ!?　何それ、すごい偶然！」

「で……無事、仲直りできたの？」

　黒野さんは俺たちを見て尋たずねる。

　俺がなんて答えようか悩なやんでいると、

「ええ……今まで以上に、ラブラブに戻ったみたいよ」

　俺と恋ヶ崎の代わりに、長谷川が呆あきれたように笑って、黒野さんに答えた。

　は、長谷川……。

　もしかして長谷川は、俺と恋ヶ崎を仲直りさせるために、あんなことを……!?

「そっか～、なら良かった！　桃、めっちゃいい彼氏持ったね～!?　喧けん嘩かしたら、わざわざ北海道まで謝りに来てくれるなんてさっ！　そんな人、そうそういないよー!?」

　恋ヶ崎は黒野さんの言葉に、満面の笑えみを浮うかべて、

「え、えへへ……そうでしょっ!?　もー、マジで最高の彼氏だからっ！」

　なんて、俺の顔を見て言った。そんな風にベタ褒ぼめされると、恥はずかしくなってしまう。

「うわー、惚のろ気けっ!?　も～、羨うらやましすぎるわ！　ねえ、えっと……長谷川さん？」

「ええ……本当に。いい彼氏を持って、羨ましい限りね」

　長谷川は、俺たちを見ながら笑って言う。

「いや～、柏田君も良かったねえ！」

「う、うん……黒野さん、色々ありがとう」




「ねえ、長谷川さん……さっきのって本当だったの？　それとも、演技だったの？　あたし、柏田が長谷川さんのこと好きかもしれない、っていうのは疑ってたんだけど、長谷川さんが柏田のこと好きだなんて、微み塵じんも思ってなくて」

　俺と黒野さんが会話している最中に、恋ヶ崎が小声で長谷川にそんなことを尋ねているのが聞こえてきた。

「さあ……どうかしらね」

　長谷川は呆れたように笑って答える。

「東京でも柏田君を狙ねらっている女性は多いから、きちんと見張ってなきゃだめよ？」

「え、えぇ～っ!?　オタサーの姫ひめだけじゃなかったの!?」

　もう二人の仲はすっかり元通りのようで、俺は内心安心した。

「美咲も、色々ありがとねー！」

　恋ヶ崎が黒野さんに声をかけて、黒野さんと恋ヶ崎は、早足で俺たちの前を歩く。

「あの、長谷川……本当に色々、心配かけてごめん」

　俺は隣となりを歩く長谷川の横顔を見て言う。

　長谷川は一いつ瞬しゆんだけこっちを見ると、寂さびしそうに笑った。




「同じ人に、二回も振られるなんてね……」




　前を歩く二人には確実に聞こえないような、俺にも聞こえるか聞こえないかくらいの小さな声で、だけど間違いなく、長谷川は呟つぶやいた。

「…………」

　俺はこみ上げてくる様々な感情を堪こらえる。

　長谷川に声をかけようとしたとき、もう彼女はとっくに俺を追い越こして、遥はるか前を歩いていた。




　ごめん……そして、ありがとう、長谷川……。

　どうしてか、情けないことに俺の方が泣きそうな気分だった。
















　　　４







「さて……それじゃあ私は、家族の元へ合流することにするわ」

　Ｈ大を出て、長は谷せ川がわは俺たちにそう告げた。

「あ、ああ……そっか」

「長谷川さん、本当に色々とありがとう！」

　恋こいヶが崎さきの言葉に、長谷川は少し笑った。

「んーじゃあ美み咲さきも、三日ぶりにうちに帰ろっかなー」

「あ、美咲も色々ありがとね！」

　札さつ幌ぽろ駅まで四人で向かい、俺たちはそこで解散することとなった。

　長谷川と黒くろ野のさんに挨あい拶さつをして、二人が電車に乗るのを見送った。




「長谷川さんね……あんたと最後に電話で話した日の次の日、電話くれたんだ」

「……！」

　それは後夜祭の日のことを言っているのだろう。

「長谷川さんはあたしに、柏かしわ田だ君を信じてあげて、って……何度も説得してくれた。だけどあたしは、あのとき長谷川さんの言葉をそのまま受け止められる程ほどの心理状態じゃなくて……あの映画の映像を観みて、あんたにまた長谷川さんへの特別な感情が芽生えちゃったんじゃないか、って、変に疑っちゃってたから……」

「こ、恋ヶ崎……そんな風に不安にさせて、ごめん」

　恋ヶ崎は俺の言葉に、首を横に振る。

「あたしの方こそ、信じられなくてごめん。前に、不安や不満は全部ぶつけていい、って柏田は言ってくれてたのに、また一人で抱かかえ込んじゃって……。今度からは、あんたのこと信じて、何でもあんたに言うようにするから」

「俺がお前の信用を失うようなことしたから、お前は俺に何も言えなかったんだよな……。だけどこれからは、もう不安にさせたりしないから……お前も、何でも俺に言って欲しい」

「うん」

　恋ヶ崎は、少し切なげな顔で笑って返事をした。

「……長谷川さんは、あたしと柏田のことを本当に心配してくれて……さっきの言葉も、あたしの本当の気持ちを確かめるためにああ言ってくれたんだと思う」

「……ああ、そうだな……」

　長谷川……本当にごめん。そして……ありがとう。

　目を瞑つぶると、さっきの辛つらそうな表情の長谷川の顔が浮かんで、胸が締しめ付けられる思いだった。

　今度会ったら、改めて謝罪と礼を告げよう。強くそう思った。

「にしても、本当に超ちよう～～びっくりしたよ。美咲からのラインで理学部ローンに行ったら、あんたと長谷川さんがいるんだもん」

「はは……そうだよなあ」

「今日、北ほつ海かい道どうに来たの？」

「ああ」

「いつまでいられるの？」

「明日あしたまでかな。さすがに北海道日帰りは無理だろうと思って、一応ホテルはとってある」

「えーっ!?　なんでわざわざホテルとってんの!?　うち泊とまればいいのに」

「えっ……マジで!?　いやでも、喧嘩してるのに泊めてくれる確証なんてないし」

「あはっ、確かに」

「それに、お前の親父おやじさん、相当お前のこと可愛かわいがってそうだから……俺を家に泊めるなんて無理なんじゃないのか？」

「え、パパのこと気にしてんのー!?　全然大だい丈じよう夫ぶだって！　ってか、ホテルキャンセルしてうち来なよ！　今電話しとくから」

「えっ……えぇっ!?」

　恋ヶ崎の突とつ然ぜんの提案に驚おどろく。

「でも、前回は家に泊めるのは無理かも、って言ってただろ」

　前回一人で恋ヶ崎に会いに北海道に来たとき、恋ヶ崎にそう言われたので、俺はホテルに泊まったのだ。

「あ～、前回は、彼氏いること自体隠かくしてたからねー。高校生で彼氏なんて早い、って絶対怒られるからさ。でも大学生になってから、ちゃんとあんたのこと言ってあるから大丈夫！」

「マ、マジで!?　そうなのか？」

　恋ヶ崎は俺の返事を待たずに家に電話をかけ始めた。

「あ、もしもしママ？　実は今、東京から彼氏が来ててさ……」

　今の状じよう況きようを説明した後に、俺が泊まってもいいか確かく認にんしている。まさか恋ヶ崎の家に行くことになるなんて思っていなくて、一気に緊きん張ちようしてくる。

「おっけーだってさ！　そのうちパパとママに会わせたいって思ってたから丁度良かった～！」

「は、はは……」

　そりゃあ俺だって、何もなければご家族に挨拶したいし恋ヶ崎邸ていにも行ってみたいのだが……あの親父さんのことを思うと、緊張するなと言う方が無理である。

　恋ヶ崎を満員電車に乗せたくないから、という理由で高校の近くの家に引っ越しをしたあの親父さんだ。恋ヶ崎のことを、死ぬほど可愛がっているに決まっている。

　そんな娘むすめの彼氏のことなんて、きっと憎にくんでいるのではないだろうか……？

　一度、俺の誕生日会を恋ヶ崎が開いてくれたとき、顔を合わせたことがあるが、あのときはまだ恋ヶ崎と友人同士で、しかも親父さんとはほぼ会話をしなかったし……。




　悩なやんでいる暇ひまもなく、俺は恋ヶ崎に連れられて恋ヶ崎邸へと向かうことになる。

「今新居を建ててる最中だから、マンションに住んでるんだよね～」

「え、あ、そうなのか？」

　てっきり、東京で住んでいたときのような豪ごう邸ていに案内されるのかと思っていたので、それを聞いて少しは気が楽になる。

　まあ、親父さんに挨拶をしなければならないという事実は変わりないのだが……。




「着いたよ～。ここがうちのマンション！」

「……っ！」

　札幌駅から程近い駅から、タクシーで十五分程度のところに、その豪ごう華かなマンションはあった。普ふ段だんは車で通学しているらしいが、今日はサークルの後にもしかしたら飲み会があるかもしれなかったので、電車とタクシーで通学したらしい。

　マンションなら気が楽だ、と思った俺がバカだった。こいつの家のような大金持ちが住むんだから、マンションだって金持ち仕様に決まっているじゃないか。




　恋ヶ崎が入り口で暗証番号を入力すると、自動ドアが開く。

　エレベーターで恋ヶ崎の家があるという三十五階まで移動した。




「いらっしゃ～い」

　玄げん関かんが開くと、いつぞやにお世話になった恋ヶ崎のお母さんが、笑え顔がおで俺たちを出で迎むかえた。

　前に会ったときもなんて若くて美人なんだと驚いた覚えはあるものの、すっかり顔を忘れていたが、数年ぶりに再会してあまりの若さと美び貌ぼうに再度ぶったまげる。これが、美魔ま女じよって奴やつか……。

「こ、こんにちは！　急にお邪じや魔ましてすみません！」

「かしわだ──っ！」

「!?」

　部屋の奥から叫さけび声が聞こえたかと思うと、小さい女の子が走ってやってきた。

「……！　ゆ、柚ゆ子ずちゃん!?」

　玄関にやってきたのは、見覚えのある可愛らしい幼い女の子……恋ヶ崎の妹の、柚子ちゃんだ。三年ぶりに会うが、大分背せ丈たけも大きくなって顔つきも少し大人っぽくなっている。

「やっと柚子に会いに来てくれたのっ!?」

「こら柚子、おうちの中を走っちゃだめって言ってるでしょ!?　それに、お姉ちゃんの彼氏さんを呼び捨てにしちゃだめ！」

　恋ヶ崎のお母さんが、柚子ちゃんに注意する。

「だってー、お姉ちゃんだってかしわだって呼んでるのにー」

「柏田君、とにかく遠えん慮りよしないで上がって下さいね」

「は、はい！　お邪魔します！」

　どうやら、親父さんはまだ帰ってないみたいだな……。内心安あん堵どする。

　そのまま俺たちは、恋ヶ崎邸のリビングへと移動した。随ずい分ぶんと広いリビングで、高級そうな絨じゆう毯たんの上に、高級そうなソファー、その正面にはうちのテレビよりもずっと大きなテレビが置かれている。

　リビングのソファーに、俺と恋ヶ崎と柚子ちゃんは座った。大きくて座り心地のいいソファーで、なんだか逆に落ち着かない。

「かしわだ、彼氏なのになんで柚子に全然会いに来ないの！　柚子、クラスの男子と浮うわ気きしちゃうよ!?」

「なっ……!?」

「こら柚子っ！　そんな言葉、どこで覚えたの!?」

　柚子ちゃんの爆ばく弾だん発言に、キッチンで飲み物を準備してくれているお母さんが注意した。

「テレビでやってるもん」

「あ、あはは……ごめんね柚子ちゃん」

　柚子ちゃんが俺のことを覚えていてくれたこと、まだそんな風に慕したってくれていることを嬉うれしく思いつつ、返答に困ってしまう。

　高校一年の時、恋ヶ崎と柚子ちゃんと一いつ緒しよに東京ドームシティで遊んでから、一度も会ってなかったのですっかり忘れられたかと思っていたが……。

　それにしても、どんどん恋ヶ崎に似てきて美少女になってきてるなあ。

「柚子ちゃん、今、年いくつになったの？」

「八歳！」

「そっか、もう小学生か」

「もうとっくに小学生だよ！」

　昔より大分しっかりした感じはするが、活発そうなところは全然変わってないなあ。

「もう桃ももってば、彼氏を連れてくるなら事前に言ってくれればいいのに。家の中、散らかっててごめんなさいね」

　お母さんは、飲み物をテーブルに置きながら苦く笑しようした。

「あ、すみません！　僕が勝手に、桃さんに告げずに会いに来たんです！」

　慌あわててお母さんに謝った。

　散らかってて、と言うが、部屋の中はめちゃくちゃ綺き麗れいである。

「あら、そうだったの？　ふふっ……どうりで桃がご機き嫌げんなのね。桃、良かったわねぇ」

「え!?　べ、別に、普ふ通つうだし！」

　お母さんの前だと、恋ヶ崎も少し子供っぽくなるものなんだなあ。なんだか照れ隠しで反はん抗こうしている恋ヶ崎が可愛く見えてしまう。

「でも、本当に感かん慨がい深ぶかいわ……。あんなに男の子が苦手だった桃が、初めて男の子をうちに連れてきたときはびっくりしたけど……それから彼氏彼女になっちゃうなんてねえ」

　お母さんはにこにこしながら俺と恋ヶ崎を見た。なんだか恥はずかしくなってしまう。

「ちょっとママ！　かしわだは、柚子の彼氏だってば！」

「ふふふ。柚子もこんなに気に入ってるなんてねえ。はいはい、柏田君は、柚子の彼氏でもあるんだものね」

　ちょ、その言い方だと俺が姉し妹まいに二ふた股またかけてるみたいなんですが……！

　それにしても、恋ヶ崎のお母さんが優やさしくて話しやすい人で助かった。まあ、初めて会ったときの印象で優しい人だろうとは思っていたのだが……。

　後は問題は、親父さんだよな……。一体、いつ帰ってくるのだろう。

　そのとき、玄関からガチャ、という音が聞こえた。

　はっ、早さつ速そく親父さんが帰ってきたのか!?

　やべえ、まだ心の準備が……！

「ただいま～」

　だが俺の想像とは裏腹に、玄関から聞こえたのは若い女性の声だった。

「あ、おねーちゃん、おかえりー！」

「おかえりなさい。今、桃の彼氏が遊びに来てるのよ」

　リビングに入ってきたのは、恋ヶ崎そっくりの、若い女性。

　これは……恋ヶ崎のお姉さんかっ！

「お、お、お邪魔してますっ！」

　恋ヶ崎から、何度か話は聞いたことがあるが、実際に会うのは初めてだった。

「えっ……もしかして、桃の彼氏!?」

「は、はい！」

　お姉さんは驚いた様子で俺をじっと見た。

「初めまして、桃の姉です。へぇ～……桃、いい子つかまえたじゃない」

　お姉さんに褒ほめてもらえて、お世辞かもしれないと思いつつも、嬉しくなってしまう。

「あ、お姉ちゃん今日婚こん活かつパーティーだったんだよね？　どうだった？」

　恋ヶ崎が明るく声をかけると、お姉さんはキッと恋ヶ崎を睨にらんだ。

　そういえばお姉さんって、今二十代後半くらいで、婚活中だって恋ヶ崎から聞いていたな。

「全っ然だめよ！　いい人一人もいない！」

　お姉さんはそう言い残すと、リビングを出ていった。

「やっぱりねえ……お姉ちゃん、酷ひどい面食いだものねえ……」

　お母さんが、心底心配そうな顔でため息をついた。

「おねーちゃんってずーっとカレシいないよね。結婚できるのかな？」

　柚子ちゃんが、天使のような顔で辛しん辣らつなことを言う。ずっといない……そういえば、恋ヶ崎がお姉さんは一度も彼氏ができたことない、って言ってたな……。

　そう聞いて、恋ヶ崎に似てなくてあんまり容姿に恵めぐまれていないのかと思っていたが、恋ヶ崎と同じくらい美人だったので驚おどろいた。あんなに美人でも、彼氏いない歴イコール年ねん齢れいってあり得うるんだな……。

「柚子、お姉ちゃん本人にもっと言ってやってよ。ジャミーズみたいな顔の人なんて一いつ般ぱん人にいないんだ、って。あたしが言うと本気で怒おこるんだもん」

　恋ヶ崎まで、柚子ちゃんに続いて辛辣なことを言った。そうか、お姉さんは面食いすぎるが故ゆえに彼氏ができないのか……それは自じ業ごう自得だから仕方ないな。

　そのとき、再び玄関から音が聞こえた。

「ただいま」

「あ、パパだ──っ！」

　お母さんと柚子ちゃんが、玄関まで出迎えに行く。

　俺は慌ててその場に立ち上がった。

　つ、ついに帰ってきた……恋ヶ崎ズファザー。俺の緊きん張ちよう感かんは頂点に達した。

「おかえりなさい。今、桃の彼氏が来てるの」

「……え？」

　そんな会話の後に、やがて柚子ちゃんとお母さんと共に、親父おやじさんがリビングへとやってきた。

「お、お邪魔してます！　急に来てしまって申し訳ありません！」

　親父さんの顔を見るや否いなや、俺は頭を下げて謝る。

「ちょ、か、柏田!?　あんた、パパに対してかしこまりすぎ！」

　隣となりで恋ヶ崎が笑っていたが、こっちは必死なんだっつーの！

「……あ、ああ……こんにちは」

　挨拶を返されて、俺はおそるおそる顔を上げた。

　久しぶりに見る、親父さんの顔。俺の誕生日パーティーの日、車に乗せてくれたときに見たときと、ほぼ印象は変わっていない。ダンディでかっこいい中年男性、という感じだ。

　だが、問題は……その顔が、ひきつっていたということだ。

　うわああああ、やっぱり怒ってるよ、親父さん！

「え、えっと、柏田と申します！　桃さんとは同じ高校で……今は真しん剣けんにお付き合いをさせて頂いてまして……！」

　慌てた俺は、必死で親父さんに挨拶をした。せめて、半はん端ぱな気持ちで恋ヶ崎と付き合ってるんではないということを、分かってもらわないと。

「ああ……大体は聞いてる」

　親父さんはそれだけ言うと、さっさとリビングから出ていってしまう。

「パパ、なんか機嫌悪いね──？」

　柚子ちゃんが不思議そうに言う。

　ああ、やっぱり怒ってる……！　俺がいきなり来たからか!?　いや、そもそも、俺の存在自体が気に食わないのか!?

「拗すねてるだけよ。大人げないわね……柏田君、気にしないでね」

　お母さんが優しい言葉をかけてくれたので、大分救われた。

　それからお母さんと柚子ちゃんと四人でリビングで談笑した後、お母さんは夕食を作り始めた。

　いきなり来て夕食をご馳ち走そうになるのも申し訳なく思う気持ちもあるが、あの親父さんと一緒のテーブルで夕食を食べることへの不安の方が更さらに大きかった。

　リビングで柚子ちゃんと恋ヶ崎と三人で喋しやべったりゲームをしているうちに、夕食が出来上がった。

　恋ヶ崎が運ぶ手伝いなどをして（俺も何かすべきかと思い立ち上がってうろうろしたが、恋ヶ崎に座ってろと言われた）、あっという間にテーブルにご馳走が並ぶ。

　ステーキに、エビフライ、コロッケ……俺の好物も多く、見ただけで涎よだれが出そうだ。

　これは、俺が来たからご馳走を作ってくれたのか？　それとも普ふ段だんから恋ヶ崎家はこんなにご馳走ばかりなのか……？

「じゃあ柚子、パパとお姉ちゃんを呼んできて」

「はーい！」

　柚子ちゃんが親父さんとお姉さんを呼びに行くと、再び二人がリビングへ戻もどってきた。

「……！」

　親父さんは一目俺を見ると、すぐに目を逸そらした。

　うわあ、今絶対、まだいんのかよ！　って思ったに違ちがいない！　内心震ふるえ上がる。

　お姉さんは、先ほどのワンピース姿から、キャミソールの上にパーカー、短パン、というラフな部屋着に着き替がえていた。キャミソールの胸むな元もとが結構開いていて、思わず一いつ瞬しゆん目がいってしまう。……うん、恋ヶ崎と同じく、細身で胸はあまりないようだ。

「じゃあ、いただきまーす」

「い、いただきます！」

　全員が席に着き、食事が始まった。なぜか偶ぐう然ぜんにも……俺の向かいには親父さんが座っていた。気まずすぎる……。

「お姉ちゃん、婚活パーティー本当にいい人いなかったの？」

　食事が始まってすぐ、恋ヶ崎がいきなりデリケートな話題に触ふれた。お姉さんの顔が引きつる。

「うん。全っ然だめ！」

「おねーちゃんモテないのー？」

　柚子ちゃんが、追い打ちをかけるかのように恐おそろしいことを尋たずねる。

「なっ！　ち、違う！　今日来た女性の中で一番人気だったんだから！」

　婚活パーティーに、一番人気とかそういうのあるんだ……。

「じゃあなんでだめだったの～？」

「だから、いい人がいなかったの！」

「いい人って、イケメンがいなかったって意味でしょ？　ジャミーズみたいなイケメンは、どこにもいないんだよ!?　いい加減目を覚ましてよ！」

　恋ヶ崎が呆あきれた様子で更にお姉さんを責めた。もうそれくらいにしておいた方が……。

「そ、そんなこと言われなくても分かってるわよ！」

「お姉ちゃんも、桃みたいにいい彼氏が見つかるといいんだけどねえ……」

「……！」

　お母さんのその言葉に、親父さんが一瞬凍こおり付いたような気がした。

「も、桃は高校が共学だったから彼氏ができて当たり前なの！　あたしは、高校も大学も女子高女子大だったから、仕方ないじゃない！」

　お姉さんが、悔くやしそうに言う。

「自分で好き好んで女子高女子大に行ったんじゃん……。ねえ柏田、知り合いで、年上の素す敵てきな人いない？」

「えっ!?」

　そこで俺に振ふるのか、恋ヶ崎よ！

　妹の彼氏の紹しよう介かいなんて、お姉さんのプライド的にも許さないんじゃ……？　なんて思いつつ、おそるおそる俺の隣の席に座るお姉さんの顔を見ると、期待に満ちたかのような眼まな差ざしで俺を見ていた。

　俺の紹介、求めてるのかよ!?

「年上か……あんまり年上の知り合いなんていないからな……」

　年上の素敵な人、と聞いて真っ先に思いついたのは長谷川のお兄さんの山やま本もとさんだ。シスコンなところを除けば、イケメンだし面めん倒どう見みのいいめちゃくちゃいい人だ。だが、もう結婚が決まってしまった。

　あとは漫まん研けんの先せん輩ぱいだが……年上と言ったってまだ大学生だし、それ以前に面食いのお姉さんに紹介できるようなイケメンは間違いなくいない。

「あっ……年上じゃないけど、鈴すず木き？」

　彼女がいないイケメンといったら、俺の知り合いで該がい当とうするのは一人だ。

「えっ、鈴木君って、まだ彼女できてないの!?」

「そりゃあな」

「ど、どんな人なんですか!?」

　お姉さんが初めて自ら声をかけてきた。どれだけ興きよう味み津しん々しんなんだよ。

「えっと、僕と同い年の友達だからすごく年下になっちゃうと思うんですけど、めっちゃイケメンでいい奴やつで……」

「ジャミーズ系だからお姉ちゃんの好み間違いないよ！」

「えっ、本当!?　あたしと同じくらい面食いの桃が言うなら間違いないわ！　ねえ、写メとかないんですか!?」

　お姉さんは必死な様子で俺の二の腕うでを両手で摑つかむ。いきなり触さわられて、思わずドキッとしてしまう。

　胸元が開いているのが、この位置からだとよく見えてしまう。下着まで見えてしまうのではないか、という程ほどに……。

「ちょ、ちょっとお姉ちゃん、必死すぎ！　何さりげなく柏田に触ってんの、マジうけるし……」

　お姉さんが俺の二の腕を摑んだのを、恋ヶ崎は目ざとく見ていた。うける、と言いながらも目が笑っていない。もしかして、少し嫉しつ妬としていたりするのだろうか？

「ああ、後で写メ見せますね。バンドやってて、デビューできるかもしれないんですけど、安定はしてないからまだ結けつ婚こんとかって感じじゃないかもしれませんけど……」

「え、そうなんですか!?　あたし貯金はかなりあるから、デビューできそうならそれまでは支えられるかも……」

「ってお姉ちゃん、どんだけガチなの！」

　鈴木は処女厨ちゆうだから、お姉さんが彼氏できたことないならちょうどいいかもな。あ、でもあいつ年上よりロリ好きなんだよなあ……。

　でもそれって二次元の話で、好きな声優は普ふ通つうに二十代だったりするし、美人だったら案外大だい丈じよう夫ぶか？　あいつは今でも彼女とか作る気なくてオタク一直線だから、落とすのが大変かもしれないけど……。

「でもそしたら、北海道と東京で遠えん距きよ離り恋れん愛あいになっちゃうわねえ……それに、そんな年下のイケメンの男の子がおばさんに差し掛かかってるお姉ちゃんを好きになってくれるかしら？」

「……!?」

　お母さんの辛しん辣らつすぎる言葉に、全員が凍り付いた。

　年の差はともかく、北海道と東京だってことが完全に頭から抜ぬけていた。

　それにしても、お姉さんのことおばさんに差し掛かってる、って……実じつ年ねん齢れいも見た目も全然そんなことないだろうに。

「そ、そうよね……遠距離はまだ耐たえられるとして、現実的に考えて十八歳は犯罪だわ。あっ、鈴木君ってお兄さんはいないの!?　イケメンの兄はイケメンに違いないし！」

　しかしお姉さんは意外にもお母さんの言葉に怒おこることなく、なおたくましく俺の肩かたを摑んで尋ねてくる。女子高女子大育ちって割に、案外男に触れることに抵てい抗こうないんだな……。いや、それほど必死ってことか？

「姉はいるんですけど、兄はいないですね……」

「そう……」

　お姉さんは心底がっかりした様子でため息をつき、食事を再開する。

　残念だったねーお姉ちゃん、やっぱりこっちで婚活頑がん張ばるしかないよ、と励はげます恋ヶ崎、お母さん、柚子ちゃん。

　その間も、親父おやじさんが一言も言葉を発しないことが俺は気になっていた。やっぱり、俺がいるから……？

「あっそうだ、パパ、今日柏田泊とめていい？　あたしの部屋に泊めるからさ」

「ぶっ!?」

　恋ヶ崎の発言に、親父さんが食べていたご飯を噴ふき出した。俺の顔にも唾つばが飛んできた。

「やだパパ、何してるの。汚きたないわねぇ」

　お母さんが慌あわてて布ふ巾きんを親父さんに渡わたす。

「ごほっごほっ、ごほっ……」

　更に親父さんは、むせ始めた。そ、そこまで俺が泊まることが嫌いやなのか……。

「勿もち論ろんいいわよね!?　桃、ちゃんと部屋綺き麗れいにしてあるの？」

「うん！　丁度昨日掃そう除じしたとこ」

　親父さんを無視して、お母さんと恋ヶ崎は勝手に話を進める。

「えー、ずるい！　柚子も柏田と一いつ緒しよの部屋がいい～！」

　柚子ちゃんはそう言うと、いつの間にか席を立って俺の膝ひざの上にポン、と乗った。

「こら柚子！　まだご飯の途と中ちゆうでしょ!?」

「もう食べ終わったもーん！」

「柏田君のお食事の邪じや魔まになっちゃうじゃない！」

「い、いえ……僕ももう食べ終わったので……」

「き、君は……北海道に来るのにホテルをとっていなかったのか？」

　初めて親父さんに話しかけられた。親父さんは、怒っているかのような呆れているかのような顔で俺を見ている。

　なんだか、恋ヶ崎の彼氏ってことには勿論腹を立てているだろうが、恋ヶ崎姉や妹が俺に触れる度たびに、親父さんの眉まゆの端はしぴくぴくと動いていた気がする……。俺、益ます々ます嫌きらわれたんじゃ……？

「いっいえ！　あの、札幌にホテルをとってますので、今からでもそちらに泊まれます！」

　あまりの恐ろしさに声を上うわ擦ずらせながら、俺は必死で答えた。

「ちょっとパパ、なんでそんな冷たいこと言うの！　せっかく来たんだから、一秒でも長く会ってたいでしょう。柏田君、何も気にしないでうちに泊まっていってね」

「え、あの、でも……」

　俺はおびえながら親父さんに目を向ける。

「ね、いいわよね、パパ」

「…………」

　親父さんはむすっとしたまま、何も答えず、そのまま席を立ってリビングを出て行ってしまった。

「も～、どこまで大人げないのよ！　柏田君、ごめんなさいね」

「い、いえ……あの、本当に無理でしたらホテルに行くんで……」

「いいのよ気にしなくて！」

「そうそう、パパって変に拗すねたり頑がん固こだったりするからさ！」

　お母さんと恋ヶ崎が強く言うので、お言葉に甘えて今夜はホテルをキャンセルして恋ヶ崎家に泊まらせてもらうことにした。







　それから風ふ呂ろに入らせてもらい、恋ヶ崎の部屋へ案内される。

　マンションとはいえ、とても広くて立派な部屋だった。以前に上がったときのように、相変わらずファンシーで乙女おとめチックな部屋だ。

　恋ヶ崎に適当にその辺に座るよう指示されて、カーペットの上に腰こしを下ろした。

　さっきまでにぎやかだったこともあり、突とつ然ぜん二人きりになると未いまだにドキドキしてしまう。

　今日はこの部屋で、恋ヶ崎と二人きりなのか……。

　いや、当然、恋ヶ崎の家族が……特に親父さんが同じ家の中にいるっていうのに、変なことなんてできるわけがない。

　だけど、キスするくらいだったら……許されるんじゃないのか？　今日無事仲直りできたわけだし、その記念ってことで。

「あ、そうだ……言い忘れてたんだけどさ」

　恋ヶ崎は俺のすぐ近くに腰を下ろした。距離が近くて余計にドキドキしてしまう。

「映画、すっごく良かったよ。ずっと言えなくてごめん」

「……！　あ、ああ……ありがとう」

　そういえば、まだ恋ヶ崎から映画の感想聞けてなかったな。感想どころじゃなくなってしまったから。

　改めて褒ほめてもらえて、嬉うれしくなった。

「あの映画で、後夜祭のコンテストのサークル部門で三位をとれたんだ」

　三位をとれたことより、恋ヶ崎と仲直りできて、恋ヶ崎に映画を褒めてもらえたことの方が嬉しいけどな。

「え、そうなの!?　すごいじゃん！　あれって、柏田が編集したんでしょ？　本当の映画みたいにクオリティ高かったし、普通に面おも白しろかったもんね！　それに……あんたの演技もまあまあ悪くなかったし？」

「え、マジ？」

「まー、他の女の子たちの演技の方が何倍も上う手まかったけどね」

「正直だな！」

「あたしも……あの映画出たかったなあ。出て、あんたと映画のワンシーン、演じてみたかった」

　恋ヶ崎は少し遠い目をして、寂さびしそうに笑って言った。

「こ、恋ヶ崎……」

「あ、そういえばあんた、よく北海道に来るお金あったね!?　しかも、ホテルまでとったんでしょ!?」

　だけどすぐに恋ヶ崎は、また明るい調子に戻もどって尋たずねた。

「あ、ああ……。元々こっちに来る金確保してたんだけど、サークルの学園祭経費でなくなっちまって……その後バイト増やしたんだ」

「え、バイト!?　って、何の？」

「肉体労働。それがめちゃくちゃ酷ひどくてさー」

　それから俺たちは、約二週間ほど話せていなかったお互たがいの近きん況きよう報告など、とにかくたくさん話した。

　俺の倉庫内バイトのこと。ＦＵＪＩファンタジー文庫のイベントのこと。

　深ふか瀬せ愛めぐみとラインを交こう換かんしたことは、不安にさせるだろうからさすがに言わなかったが。

「そんな大変な思いして……北海道に来るお金貯ためてくれたんだ」

　恋ヶ崎は真しん剣けんな瞳ひとみで俺を見つめた。

「柏田……本当にありがとう」

「え、い、いや……」

　こんな密室で至近距離で見つめられて、俺の心臓は壊こわれそうなほどに激しく高鳴ってしまう。

　今、めっちゃいい雰ふん囲い気きだよな、これ……。

　俺は恋ヶ崎の肩をそっと摑つかむ。恋ヶ崎は恥はずかしそうに赤くなって、でも俺を見つめる瞳を逸そらさない。

「恋ヶ崎……」

「…………」

　恋ヶ崎はそっと目を瞑つぶった。俺はその唇くちびるに……。

「おねーちゃん、かしわだー！」

「……っ!?」

　キスをしようとした瞬しゆん間かん、ノックもなく扉とびらが勢いよく開いて、柚子ちゃんが部屋にやってきた。

「ゆ、柚子っ!?」

　慌てて離はなれる俺たち。

「な、何よ突然!?　部屋にはいるときはノックしてっていつも言ってるでしょ!?」

「ん？　おねーちゃん、顔赤いねー？」

「え、べ、別に！　で、何なの!?」

「んーとね、パパが、二人の様子見てこい、って」

「……!!」

　親父さんが……!?

　つまり、二人きりにさせまいとしてるってことか……？

「それに、せっかくかしわだが来たんだから柚子ともっと遊んでほしーし！」

「ゆ、柚子ちゃん……そうだよね」

　柚子ちゃんの言葉に嬉しくなり、何して遊ぼうか？　と、問いかけた。

　そんな俺を、恋ヶ崎が睨にらんでくる。な、なんでだよ……。

「じゃあ柚子、プレパラごっこしたい！」

「お、プレパラね！　柏田も友達が好きだからよく知ってるよ！」

「さすがかしわだー！　じゃあ柚子らぃらね！　かしわだはみりぃ！　おねーちゃんはそひぃね！」

「もー……じゃあ、ちょっとだけだからね？」

　それから三人で、プレパラごっこをして遊んだ。当然こんな遊びをしたのは初めてだが、案外楽しくてノリノリになってしまった。

「ああ、もう九時になっちゃうじゃん！　柚子、寝ねなきゃだめでしょ！」

「えー、せっかくプレパラごっこ盛り上がってきたのにー！」

「ママに怒おこられるよ!?」

「はーい……」

　おやすみなさい、と挨あい拶さつを交かわして、柚子ちゃんは恋ヶ崎の部屋から出て行った。

「ふう……あんた、プレパラ詳くわしすぎ」

「鈴木に見ろ見ろって言われて見てんだよ！」

「…………」

「…………」

　再び二人きりになってしまい、さっきキスしようとしていたことを思い出して一気に心しん拍ぱく数すうが高まっていく。

　恋ヶ崎の方も意識しているのか、大人しくなってしまった。

「あ、ああっそうだ！　あたし、あんたに見せたいものがあったの！」

「え!?　な、何だよ？」

　恋ヶ崎が慌あわてた様子で立ち上がると、俺の腕うでを摑んで立たせる。

「いいって言うまで、ちょっと部屋の外に出てて」

「え？　い、いいけど……」

　言われたとおり、廊ろう下かに出た。見せたいものって、一体なんだろう。

「いいよ～！」

　恋ヶ崎の声を聞いて、再び部屋に入る。

「……！」

　そこには、見慣れないセーラー服姿の恋ヶ崎がいた。

　髪かみをツインテールに結んでおり、本物の女子高生にしか見えない。ぶっちゃけ、めちゃくちゃ可愛かわいいが……。

「これ、あたしがこっちの高校行ってたときの制服！　結構かわいいっしょ？　見せたことなかったよね？」

「あ、ああ！　初めて見た……めっちゃ可愛い」

　恥じらいもなく、正直な気持ちが口から出てしまった。

「だよね～！　地元でも可愛い制服の高校で有名なんだよ！　勿もち論ろん制服で高校選んだわけじゃないけど」

　俺は制服を着た恋ヶ崎自身を可愛いと褒めたのだが、恋ヶ崎は俺が制服を褒めたと勘かん違ちがいしたようだ。

　確かに制服も可愛いが、恋ヶ崎がその制服を着ているのが、異常に似合っていて可愛すぎる。

　……って、やばい！　さっきより、ずっとドキドキしてきちまったじゃねえか！　恋ヶ崎のせいだ……。

「……？　な、何？　どしたの？」

　俺が恋ヶ崎をじっと見ていると、恋ヶ崎は俺の気持ちなど知る由よしもなく、不思議そうにきょとんとして首を傾かしげた。

「お、俺が可愛いって言ってるのは……その制服じゃなくて、それを着てるお前なんだけど……」

「……えっ!?」

　俺の言葉に、恋ヶ崎は大げさなくらい大声を上げて驚おどろいた。

「は、はあ!?　あんた急に、何言ってんの!?」

　恋ヶ崎は一気に耳まで赤くなって、動どう揺ようのあまりか目を泳がせた。

　可愛いって言っただけで、未だにこの反応……そんなところも、ウブで可愛すぎる。

　俺はそんな恋ヶ崎の手を握にぎった。

「……！」

　恋ヶ崎は、恥ずかしそうに俺の手をそっと握り返して、真っ赤な顔のまま俺の顔を見上げた。
















「恋ヶ崎……」

　さっきできなかったことをしようとして、俺は恋ヶ崎の身体からだを引き寄せる。恋ヶ崎もそれを察して、目を閉じた。

　俺は今度こそ、その唇に……。

「おねーちゃーん、かしわだー！」

「……っ!?」

　デジャブか!?　と思うくらい全く同じシチュエーションで、柚子ちゃんが勢いよく部屋に入ってきた。

　俺たちは驚き、再び大慌てで離れる。

「ちょっ、柚子っ!?　なんであんたまた……!?　っていうか、ノックしてって言ったでしょ!?」

「えっ!?　おねーちゃん、こわーいっ！　柚子、今度はちゃんとノックしたもん！」

「え、そうなの……？」

「おねーちゃん、ひどい！」

　完全にそれどころじゃなかったから、俺も恋ヶ崎もノックの音なんて全く耳に入らなかったようだ。

「っていうか、もう寝なさいって言ったでしょ!?　なんでまたお姉ちゃんの部屋に入ってくんのよ!?」

「だってー、パパが、今日は柚子もおねーちゃんの部屋で寝なさい、って。言うとおりにしたら明日あしたお菓か子し買ってくれる、って」

「なっ……!?」

　柚子ちゃんの発言に、俺も恋ヶ崎も驚きのあまり一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　親父おやじさん、今日はもうとことん俺と恋ヶ崎のこと邪じや魔まするつもりなんだな!?

　まあ冷静に考えたら、さっきの親父さんの様子を見ていたら、こういうことするのも納なつ得とくできるけどさ……。俺が来たってだけで機き嫌げん悪くなってたし、泊とまるって分かったら反対してたしな……。

「も～～っ、柚子を買収してまで邪魔してくるなんて、マジでパパ最悪っ！」

　恋ヶ崎は頭を抱かかえて怒いかりに震ふるえている。

　こんな風に怒ってるってことは、恋ヶ崎も今晩俺と二人きりで過ごしたいって思ってくれていたのだろうか……？

「ぶー。柚子、じゃまなのー？」

　恋ヶ崎の発言に、柚子ちゃんが少し悲しそうな表情で頰ほおを膨ふくらました。そんな柚子ちゃんが、たまらなく可哀かわい想そうになってしまう。

「邪魔なわけないじゃん！　よし柚子ちゃん、今日は三人で寝よう！」

　俺は思わず柚子ちゃんにそう声をかけて、柚子ちゃんの頭を撫なでた。

「わーい！　やっぱり柚子、かしわだだいすきー！」

　柚子ちゃんは俺の身体に思い切り抱だきついてくる。なんて可愛いのだろうか。いや、俺はロリコンの気質は一いつ切さいないので、小動物というか、まるで自分の子供を可愛がるような気持ちに近いと思うのだが。

「別にお姉ちゃんだって、柚子を邪魔がってなんかないよ。うん、今日は三人で寝よっか」

　恋ヶ崎も柚子ちゃんに優やさしくそう言うと、柚子ちゃんの頭を撫でた。

「うん！　ベッドで、三人で寝るー！」

「「……っ!?」」

　柚子ちゃんの言葉に、再び真っ赤になる俺と恋ヶ崎。

　この狭せまいベッドで、三人で……!?

　いや、恋ヶ崎と同じベッドで寝たことは、今までにもあったのだが……。

「え、えっとね、三人でベッドで寝るのは狭いから、柚子とお姉ちゃんでベッドで寝て、柏田はママが持ってきてくれたお客さん用の布ふ団とんで寝るからねー」

　恋ヶ崎はまだ少し照れながらも、柚子ちゃんに説明した。柚子ちゃんは「えー、かしわだも一いつ緒しよがいいのにー」と言いつつ、「分かったー」と納得してくれた。

　それから俺は洗面台を借りて持参した歯ブラシで歯を磨みがき、トイレを済ませて再び恋ヶ崎の部屋に戻もどる。

　部屋の中からは柚子ちゃんと恋ヶ崎の声が聞こえてきた。一応ノックをしてから、扉とびらを開ける。

「おねーちゃん、このパンツかわいい～～！」

「こら柚子っ、パンツ引っ張るんじゃ……えっ」




「…………っ!?」

「キャッ……キャアアアア!?」




　俺は自分の目に飛び込んできた光景に死ぬほど驚いて、一瞬フリーズしてしまったが、恋ヶ崎の悲鳴を聞いて大おお慌あわてで勢いよく扉を閉めた。

　恋ヶ崎は、制服からパジャマに着き替がえている最中だったようで、上も下も下着姿で制服のスカートを手にしているところだった。

　柚子ちゃんが、恋ヶ崎のパンツを後ろから引っ張っていたずらしていた。

　今までちらっと見えてしまったことくらいはあったが、初めて上下ともしっかりと見てしまった、恋ヶ崎の下着姿。

　ピンクのレースか……いや、実に恋ヶ崎のイメージ通り……。

「あんた、なんで勝手に入って来てんのよぉぉっ!?　さっき柚子に、ノックしなさいって言ってたの聞いてなかったのぉっ!?」

　部屋の中から恐おそろしいくらいブチ切れているのが分かる恋ヶ崎の怒ど鳴なり声が聞こえてきた。

「き、聞いてたってぇっ！　だから、ノックしたんですけどぉ……」

　恋ヶ崎の声が恐ろしすぎて、思わず敬語になってしまう俺。

「え!?　う、うそ！」

「ほんとだって～～～！」

「うぅっ……柚子と話してたから全然聞こえなかった……。へ、返事があるまで開けないでよねっ!?」

「あ、ああ……悪かった……」
















「ちょっと桃、どうしたの？　何夜中に騒さわいでるのよ？」

　そこへ、さっきの悲鳴を聞いて不思議に思ったらしきお母さんが恋ヶ崎の部屋の前までやってくる。

「え、ママ!?　いや別に、なんでもないからっ！」

「なんでもないことないでしょう、あんなに騒いでおいて」

「部屋の中にゴキブリが出たかと思ったら、勘違いだったのっ！」

「あら、そうなの？　もう、人騒がせなんだから……柏田君を早くお部屋の中に入れてあげなさいよ？」

「わ、分かってるって！」

　お母さんは俺にじゃあおやすみなさい、と挨あい拶さつをして、部屋へと戻っていった。

「柏田、もう着替え終わったからいいよ！」

　恋ヶ崎から許可が出たので、扉を開ける。

　中には、真っ赤になって不ふ機き嫌げんそうな表情の恋ヶ崎が、パジャマ姿で仁に王おう立だちしていた。

「お、おねーちゃん……？　パンツ引っ張ってごめんなさい……」

「恋ヶ崎、悪かったよ……」

「ああ～っもう、別にもういいってば！　じゃあ、もう寝ねるよ！」

「あ、ああ……」

　柚子ちゃんがいるとはいえ、二人で同じ部屋に寝ることへのドキドキが収まるわけではない。さっき下着姿を見てしまったばかりだし……。

　何も考えないようにして、いそいそと布団に入った。

「柚子、かしわだと寝る──っ！」

「えっ!?」

　そこで、恋ヶ崎のベッドにいた柚子ちゃんが俺の布団の中へと入ってきた。

　幼女と二人で同じ布団……全国のロリコンたちにとっては死ぬほど羨うらやましがられるシチュエーションなんだろうか。

「こら柚子っ！」

「俺は別にいいけど……」

「えっ!?　く、くぅ……」

　恋ヶ崎は俺と柚子ちゃんを見て、なぜか少し悔くやしそうな表情を一瞬浮うかべて、「じゃあ、おやすみ！」と俺たちに背を向けベッドに横になった。

　なんだよ恋ヶ崎のやつ、自分だけ一人で寂さびしいっていうのか？　子供だな……。

　でも、恋ヶ崎もこっちくるか？　なんて死んでも言えないしな。

「ああ、おやすみ……」

「おやすみ～！　おねーちゃん、かしわだ！」

　横で柚子ちゃんが俺にひっついてきた。

　幼女のむにむにとした柔やわらかい感かん触しよくが腕うでにあたる。

　子供ができたらこんな気分なのかなあ？　なんてことを思いながら、目を瞑つぶると、恋ヶ崎との問題が解決したことからか、久しぶりに幸福感と安あん堵ど感に包まれて眠ねむることができた。
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「う……ううん……」

　腹が押しつぶされているかのような感覚に苦しみを覚え、目が覚める。

「!?」

　俺の目の前には、小さな足があった。足が、俺の顔に乗っかっている。そして身体からだには小さな身体が乗っているせいで、重い。

　そ、そうだ俺、今日恋こいヶが崎さきの家に泊とまってて、柚ゆ子ずちゃんと一緒に寝たんだっけ。柚子ちゃん、すごい寝ね相ぞうだな……。

　そのままそっと柚子ちゃんを起こさないように身体をずらして、布団の上に移動させる。

「んあ？」

　しかしそこで、柚子ちゃんがぱっちりと目を開けてしまった。

「ああ、ごめんね、起こしちゃったね」

「あ、かしわだ、おはよー！　柚子、かしわだと一緒に寝たんだった」

　柚子ちゃんはそのままむくりと起き上がった。小さいっていうのになんて寝起きがいいのだろう。

　ふと恋ヶ崎のベッドに目を向けると、もうそこに恋ヶ崎の姿はなかった。

　時計を見ると、朝の八時半。休みの日だってのに、恋ヶ崎はもう起きてるのか。俺なんて大学もバイトもない日は昼まで寝てるっていうのに。

「あ、柏かしわ田だと柚子、起きてたんだ」

　そこで恋ヶ崎が部屋に入ってきた。もうパジャマから可愛かわいらしい私服に着替えており、エプロンをつけている。

「ママと朝ご飯作ったから、リビングに来て」

「え!?　あ、うん……」

　なんか恋ヶ崎、新妻みたいだな……!?　っていうかこのシチュエーション、新しん婚こんみたいですっごくいい……。

　一応親父おやじさんもいるんだろうからＴシャツにジャージの下、という寝間着姿で会うのは気が引けて、急いで私服に着替えてリビングに移動する。

「お、おはようございます……」

「おはよう柏田君。昨日はよく眠れた？」

　お母さんが、テーブルの上に全員分の朝食を並べながら俺に尋たずねた。なんて爽さわやかな朝なんだろうか……。我が家では最近は朝食を家族みんなで一緒に食べたりしないからなあ。

「あ、はい！　おかげさまで……」

「昨日は柚子とかしわだで一緒に寝たんだよー！」

「えっ、そうなの!?　だめじゃない柚子、お姉ちゃんと柏田君の邪じや魔ましちゃあ」

「なんでー！　だってかしわだは、柚子のカレシでもあるんだよ!?」

「あぁ～、そうだったわねえ」

　適当に受け流すお母さん。

「おはよー」

「あ、おねーちゃん！」

　そこに、恋ヶ崎のお姉さんがリビングへやってきた。

「お、おはようございます！」

「あ、お、おはよう！」

　お姉さんは俺の存在を忘れていたのか、俺の姿を見るなり少し驚おどろいて挨拶を返した。

「あ、そっか！　珍めずらしく桃ももが早く起きてママの手伝いしてると思ったら、そういうことね～」

　お姉さんは意地悪そうな笑えみをにやにや浮かべながら椅い子すに座る。

「!?　ちょ、ちょっとお姉ちゃん!?　な、何言ってんの！　ふ、普ふ段だんからやってるじゃん！」

　恋ヶ崎は突とつ然ぜん慌あわてて言い返す。そうか、恋ヶ崎は毎回休日の度たびに早く起きて手伝っているというわけではないのか。

　つまり、俺が来たからいいところを見せようとして……それはそれで、可愛いじゃないか。

「おはよう」

「……っ！」

　そこで親父さんもリビングへと入ってきたので、驚いて思わず背筋を正した。

「おっ、おはようございます！」

　俺が挨拶を返すと、一いつ瞬しゆんだけ目が合って、親父さんはすぐに目を逸そらしてしまった。やっぱりまだ、認めてもらえてないようだな……。




　それから全員で朝食を食べる。焼きたてのトーストに、卵焼き、ハム、ソーセージ、スープ、トマトサラダ……恋ヶ崎とお母さんが作ってくれた朝食は、とても美お味いしかった。

「ねえ柏田、本当に今日で帰っちゃうの？」

　隣となりに座る恋ヶ崎が、不意に俺に尋ねてくる。

「そのつもりだけど……」

「もっとゆっくりしていけばいいのに……」

「もうかしわだ帰っちゃうのー!?　つまんなーい！」

　柚子ちゃんも、そんな言葉をかけてくれた。

「泊まるところなら気にしなくていいんだよ？　うちにもう一泊していけばいいんだし。いいよね？」

　恋ヶ崎が俺に言ってから、了りよう解かいを得ようと両親の方を見る。

「ええ、もちろんよ！」

「…………」

　お母さんが笑顔でそう言ってくれた横で、親父さんがギロリと俺を睨にらんだ。

　ひいいいい!?　や、やっぱりもう帰れって意味ですね!?

「いや、そういうわけにはいかないって！　明日あしたから大学も始まるし、今日の飛行機とっちゃってるしさ！」

　親父さんの反応に心底震ふるえ上がった俺は、必死で恋ヶ崎に訴うつたえた。

　そりゃあ俺だってせっかく久しぶりに会えたんだからもう少し恋ヶ崎と一いつ緒しよにいたいし、恋ヶ崎が引き留めてくれるのも嬉うれしいし、明日の大学なんてぶっちゃけ一日くらい休んでもいいんだけど……親父さんのこの反応を見るに、恋ヶ崎家にもう一泊泊めてもらうなんて絶対に無理だ。

　だからと言って、飛行機代と昨日のホテル代（当日キャンセルは全額負担なのだ）を払はらって、更さらに今日の飛行機をキャンセルしてホテルに一泊する金なんてないし……。

「そうなの？　あんたがそんなに言うなら、仕方ないけどさ……」

　恋ヶ崎は少し拗すねたような様子で言う。そんなに俺ともっと一緒にいたかったっていうのか、なんて可愛い奴やつだ……。

「その代わり、飛行機は今日の最終便予約してるから、今日はゆっくりできるよ。北ほつ海かい道どう案内してくれよ」

「そうなの!?　じゃああたし、あんたと行きたいって思ってたところがあって！」

　俺の言葉に、目を輝かがやかせる恋ヶ崎。俺と行きたいところ……って、一体どこだろう？

「柚子も行きたーい！」

「だーめっ、今日くらいは二人っきりにさせてあげましょうね。柚子は今日、パパとママとお出かけよ」

「えー！　だってかしわだ今日帰っちゃうのにー！」

　柚子ちゃん……そんなに俺のことを思ってくれているなんて……。

　確かに今日は恋ヶ崎と二人きりで過ごしたかったが、そこまで言ってくれるなら……。

「ほら、柚子が欲ほしがってたおもちゃ買ってあげるから」

「……！　わかったー！」

　お母さんの言葉に、柚子ちゃんは目を輝かせて即そく答とうした。

　柚子ちゃんの中で、俺、おもちゃに速そつ攻こう負けたのか……。

　いや、何にせよ恋ヶ崎と二人きりで北海道デートできることになったから、ありがたいんだけど……。

「出かけるって、どこに行くんだ？　車で送っていってやろうか？」

　親父さんが、心配そうに恋ヶ崎に声をかける。

「ちょっとパパ、桃だってもう運転できるんだからそんな必要ありません。邪魔してどうするのよ」

　お母さんに怒おこられて、親父さんは不服そうな顔になる。

「ほんとだよ！　ってわけで今日は夜まで、柏田と車で出かけてくるからっ」

　恋ヶ崎の発言を聞いて、そうか、今日はドライブデートをするのか、と思う。

　待てよ俺、免めん許きよ取ったとはいえ、あれから全くと言っていいほど運転してないんだが……ドライブデートなんてできるのか？

　不安になったが、親父さんの前でそんなことを口に出せるはずもない。




「それじゃあ、大変お世話になりました。ありがとうございました！」

「いえいえ。またいつでも遊びに来てね。これからも桃と仲良くしてあげて下さいね」

「ばいばーい、かしわだ～！」

　朝食を食べ終わった後、荷物をまとめて、出かける準備をして、俺はお世話になった恋ヶ崎家を後にすることにした。

　玄げん関かんまで見送りに来てくれたお母さんと柚子ちゃんに挨あい拶さつをして、俺と恋ヶ崎は一緒に家を出る。

　結局、最後まで親父さんとはほとんど話さなかったな……。絶対俺のこと、認めてくれてないんだろうなあ……。

　いつの日か、あの親父さんに認めてもらえる日は来るのだろうか……？




　恋ヶ崎に連れられるがままに、マンションの駐ちゆう車しや場じようへやってきた。

「じゃーん、見てみて！」

　恋ヶ崎はピンク色の可愛らしい小さな車の前にやってきて、指をさした。車に全然詳くわしくないので、車種などは分からない。

「え、これお前んちの車なの!?」

　こんな小さな車に家族全員乗れるのか!?　っていうか、あの親父さんが運転するのにこんなに乙女おとめチックなデザインでいいのか!?

「違ちがうって！　これは、あたしの車～！」

「ええっ!?」

　恋ヶ崎の言葉に、驚いて声を上げた。

「お前専用の車、ってこと？　さすが金持ちは考えることが違う……」

「いや、金持ちとかじゃなくて、大学の子たちも結構みんな自分の車持ってるんだって！　車ないとどこ行くにも不便だからさー」

「ふ、ふーん……そういうもんなのか。ところでさ……俺、あれ以降一回も運転してないから、運転できる自信ないんだけど……」

　どうせそのうちバレて怒られるんだろうから、最初に言っておこうと思い、自己申しん告こくした。

「え？　ああ！　大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、あたし毎日これで大学行ってるからさ。ほら、乗って乗って」

　恋ヶ崎は当然のように自分が運転席へと乗り込んだ。

　マ、マジかよ……。ドライブデートで彼女に運転してもらうって、かっこわるすぎるだろ……。

　でもだからと言って、慣れない北海道の地で、恋ヶ崎を助手席に乗せて運転する度胸などさらさらない。

「なんか、悪いな……」

　助手席に乗り込んで謝ると、恋ヶ崎は手慣れた手つきでカーナビに目的地を入れ始めた。恋ヶ崎がめちゃくちゃ頼たのもしく見えた。

「そんな辛しん気きくさくなんなくていいって。まー東京だと運転する機会ないもんね。その代わり、今日はあたしの行きたいとこに付き合ってもらうからね！」

「あ、ああ！　そんなことでいいならどこでも付き合うって！」

　こうして、恋ヶ崎の運転する車で、北海道ドライブデートが始まった。




「で、これはどこに向かってるんだ？」

　ふと横を見れば、恋ヶ崎が手慣れた手つきで車を運転している。

　あの恋ヶ崎が、運転……。なんともイメージに合わず、不思議な感じだ。

「えへへ～、着いてからのお楽しみ～♪　そんなに時間かかんないはずだから。あ、音楽かけていい？」

　上じよう機き嫌げんで恋ヶ崎は答える。

「ああ」

　俺と行きたいところ、って言ってたよな……？

　どこなんだろう、と俺が考えを巡めぐらせようとした途と端たん、スピーカーから音楽が流れ始めた。少しどこかで聞いたことがあるような歌声だが、誰だれだか分からない。

「えーと、誰だっけこれ」

「西にし野のカナの『Ｄａｒｌｉｎｇ』じゃん！　めっちゃ歌詞いいよね～この曲！」

「ああ……」

　ああ、恋ヶ崎って西野カナ好きなんだっけ。イマドキの女子のカリスマみたいなイメージで、俺はテレビで聴きいたことがある程度で、全く興味ないんだよな。

「この曲の歌詞、今のあたしの心境に似ててめっちゃ共感できるんだよね～！」

「へ、へえ……そう、なのか……？」

　西野カナの歌が終わると、またしてもなんだかうっすら聴いたことがあるような気はするが誰の歌だか分からない曲が流れる。

　男性グループで、テンションが高いこの曲は……。

「えーっと、これは……ＥＸＩＬＥかなんかか？」

「えっ、柏田それマジで言ってんの!?　パパと同じこと言ってるし！」

　俺の発言に、恋ヶ崎が爆ばく笑しようし始めた。大学生なのにおじさんくさ～っ、と完全に俺をバカにしている。

「三代目の『Ｒ．Ｙ．Ｕ．Ｓ．Ｅ．Ｉ．』じゃんっ！　こんな有名な曲も知らないとか、柏田ほんとに東京の大学生!?」

「なっ!?　う、うるせーな！　ってかお前、さん、三代目……？　とか、聴くんだっけ？」

　こんないかにもクラブで遊んでそうな大学生が聴きそうな音楽を、恋ヶ崎が好き好んで聴いているだなんて……。

「なんか友達がみんな聴いててカラオケで歌ったり聴かせてきたりするからさー、耳について離はなれなくなっちゃって」

「へ、へえー……」

　恋ヶ崎は、少女漫まん画が中心に漫画を読んでいたり、『ラビュライ』とか『デラマス』とか、女の子のアイドルアニメが好きだったりするオタク趣しゆ味みがある一方で、俺と違ってこういうリア充じゆう文化にも精通してるんだよなあ……。

　西野カナにしても三代目なんちゃらにしても、俺と趣味が違いすぎて、こういうとき、俺たちよく付き合えてるよなあ、なんて不思議な気分になったりもする。




「あ、着いたよー！」

　そうこうしている間に、目的地に着いたようだ。

　そう遠くない、と恋ヶ崎が言っていた通り、あまり時間が経たたないうちに到とう着ちやくした。

　駐車してから車を出て、目的の建物を目の前にする。

　そこにあったのは、中世ヨーロッパの城のような建物だった。

「え、ここは……？」

「『雪の美術館』！　『アネ雪』観みてから、ずっと行ってみたかったんだよね～！」

『アネ雪』とは……『アネと雪の女王』という大ヒットしたアニメ映画で、恋ヶ崎は一時期相当ハマっていた。

「え、ここって『アネ雪』のなんかなのか？」

「直接的には関係ないんだけど、『アネ雪』の雪のお城みたいだ、って口コミで超ちよう話題になってて～！　行きたいって思いつつ、行くなら……あんたとデートで行きたいって思ってたから」

　恋ヶ崎は少し恥はずかしそうに言う。

「こ、恋ヶ崎……」

「じゃ、早さつ速そく入ろっ！」

　恋ヶ崎の後に続いて、俺たちは『雪の美術館』に入場する。

　受付で入館料をそれぞれ払はらった。

「あの、『お姫ひめ様体験』お願いします！　男性もセットで！」

　受付で恋ヶ崎が突とつ然ぜんそんなことを言い出したので、驚おどろいた。

　お姫様体験？　何言ってんだコイツ？

「かしこまりました。ご予約はお済みですか？」

「いえ、してないんですけど……」

「それでは一時間ほどお待ちいただくことになりますが、宜よろしいでしょうか？」

「はい、大だい丈じよう夫ぶです！」

　恋ヶ崎はやる気満々な様子で、勝手に話を進めている。




「じゃあ、待ち時間の間に見学しよっか♪」

「っておい、そのお姫様体験って一体何だよ!?　さりげなく俺もセットにしたよな!?」

　手続きを終えて、何も説明がない恋ヶ崎に思わずつっこんだ。

　男性もセット、って……俺もお姫様にされるのか……!?

「あのね、女性はお姫様風のドレスを、男性は王子様風衣い装しようとかタキシードをレンタルしてこの『雪の美術館』の中で撮さつ影えいしてもらえるの！」

　恋ヶ崎は目を輝かがやかせて話した。

「へ～、そんなサービスが……」

　もしかして、恋ヶ崎がどうしても俺とここに来たかった理由、って……その『お姫様体験』の撮影を、俺としたかったからなのか？　今日ずっと上機嫌なのも、それが楽しみで……？

　こいつ、ほんと可愛かわいい奴やつだなあ……。

　確かに、乙女チック趣味の恋ヶ崎がいかにも好きそうなサービスだ。




　撮影の待ち時間の間に、俺たちは『雪の美術館』を見学した。

　雪の結けつ晶しようをイメージしているらしく、神秘的な城のような内装だった。

「やばーい、めっちゃ綺き麗れい～！」

　内装を見ているだけでも、恋ヶ崎がいかにも好みそうなロマンチックな建物だ。

　雪や氷をテーマにしているだけあって、『アネと雪の女王』に出てきた氷の城に雰ふん囲い気きの似ている場所がいくつもあった。

「ほんとに、エリサの氷のお城みたい！　超幻げん想そう的ーっ！」

　恋ヶ崎はひたすら感動した様子で写メを撮とりまくっている。

　たくさんの雪の結晶が飾かざられている部屋を見学したり、氷点下十五度の気温を体験できる部屋で凍こごえそうになったりしながら、一通り『雪の美術館』を見学できた。




「わ～、この部屋もめっちゃ素す敵てき！　ここでちょっと休もうか」

　歩き回って足も疲つかれたので、俺たちは中央にあったホールで休むことにした。

　ホールの前方に舞ぶ台たいがあり、真っ白のグランドピアノが置かれている。

　舞台の前には客席が並んでいて、来館者がちらほらと椅い子すに座って休んでいた。俺たちも空いている椅子へと座る。

　見上げると、天てん井じようには一面に、綺麗な青空の絵が描えがかれていた。

「ほんとに、良かった～。柏田とここに来られて……」

　恋ヶ崎はうっとりとした表情で幸せそうに言う。

「でも、あんたはこういうとこ、興味なかった？　勝手に連れて来ちゃったけどさ……」

「いや、そんなことないって。こういう幻想的な場所、俺も好きだよ」

「ほんと？　良かった～！」

　何より、こんなに楽しそうにしている恋ヶ崎が見れたしな。

「……!?」

　そこで突然、ピアノの音が鳴り始めた。

　前方を見ると、中年男性がピアノを弾ひいていた。めちゃくちゃ上う手まいし、曲もいい。なんかこの曲、聴きいたことあるような……。

「これっ、『Ｄａｒｌｉｎｇ』じゃん！」

　恋ヶ崎が声を張った。

「え？　ああ、さっき車で聴いてた西野カナのやつか……」

　どうりで聴き覚えがあると思った。

「こんな素敵な場所で、柏田と一いつ緒しよに、綺麗なピアノの音色で大好きな曲が聴けるなんて……」

「……っ!?」

　恋ヶ崎がうっとりとピアノの音色に耳を傾かたむけていたかと思うと、涙なみだぐんでいることに気づいて驚いた。

「な、なんでお前泣いて……!?」

「は、はあ!?　な、泣いてないし！　ちょっと感動しちゃっただけで……」

　泣くほど感動したのか……？　恋ヶ崎って、本当に感受性豊かなんだなあ……。

　俺は思わず、プッ、と笑って恋ヶ崎の頭に手のひらを乗せた。

「ちょ、ちょっと！　だから別に、泣いてないってば！」

　恋ヶ崎は真っ赤になって声を上げた。

「あー、はいはい」

「あっ……そろそろ一時間経つじゃん！　ミュージアムショップ行かなきゃ！」

　先ほど予約していた、ドレスを着て撮影してもらえるサービスの指定された時間が迫せまってきていたので、俺たちはホールを出て受け付けの場所に向かった。




「大変お待たせいたしました。それでは、衣装室へご案内致いたします」

　係りの人に案内されて、俺たちは衣装室へ移動した。

「わあ～～！　こんなにたくさん……！」

　衣装室に入ってすぐ、恋ヶ崎が感かん嘆たんの声を上げた。

　想像していたよりたくさんのドレスが、そこには並んでいた。

「どれでもお好きなものを一着お選び下さい」

「やばーい、こんなにたくさんあるとめっちゃ迷っちゃいますね～！」

「お客様、とても肌はだが白くてお人形さんのようにお綺麗ですので……こちらのドレスなんかはいかがですか？」

　係りの人がそう言って勧すすめてきたのは、恋ヶ崎のイメージにぴったりのピンク色の可か憐れんなドレスだ。

「きゃあ～～、超可愛いっ！」

　確かに、そのドレスを着た恋ヶ崎を想像すると、絶対に似合うし可愛いだろうと思った。

「こちらなんかも、お似合いだと思います」

　また別のところから、今度は水色の幻想的なドレスを持ってくる。

「こっちもめっちゃ可愛い！　ねえ柏田、どう思う!?」

「え、えぇっ!?　いや、どっちもめちゃくちゃ似合うと思うよ……」

「何それ！　答えになってないしー！」

　それから恋ヶ崎は、散々目移りして迷いに迷いまくっていた。

「男性のお客様の衣装も、その間にご覧下さい」

「あ、はい……」

　恋ヶ崎が未いまだに決まる気配がないので、先に俺の衣装を見せてもらうことになった。男性用衣装が置かれているという別室に移動する。

　そこには、タキシードや、王子様風の衣装がずらりと並んでいる。女性用のドレスほどではないとはいえ、十分たくさんの種類があった。

「うーんと……じゃあ、これでいいです」

　あまりにキラキラした王子様風衣装なんかは絶対に似合わないだろうと思ったので、スタンダードなタキシードを選んだ。

「え、そんな即そつ決けつで宜しいんですか!?」

「はい、大丈夫です」

　俺なんておまけみたいなもんだし、それよりも恋ヶ崎のドレス姿の方が楽しみだ。

　係りの男性に手伝ってもらいながら着き替がえを終え、更こう衣い室を出た。

「お連れ様も今着替えておりますので、少々お待ち下さい」

　恋ヶ崎も、やっと衣装決まったんだな。一体、どんなドレスにしたんだろう。

　ドキドキしながら待っていると、女子更衣室の扉とびらが開いて、恋ヶ崎が姿を現した。




「…………」




　その姿を見て、俺は絶句した。

　薄うすいピンク色のドレスを着た恋ヶ崎は、本物のプリンセスのように美しかった。

　恋ヶ崎以上にドレスが似合う女の子って、この世にいるのか？　なんて、そんなバカげたことを本気で思ってしまう程ほどに、輝いている。

「お客様、お似合いです～～っ！」

　係りの女性が、感動した様子で恋ヶ崎に声をかける。

「あ、あは……ありがとうございます。あ、柏田、意外と様になっててかっこいいじゃん！」

　恋ヶ崎は俺の姿を見るなり、そんな風に声をかけてきた。

　いや、俺の衣装のことなんかどうでもいい……。

「ね、あたしはどうかな？　なんとか言ってよ」

　恋ヶ崎のドレス姿に見とれて放心状態になってしまっている俺に、恋ヶ崎は恥はずかしそうに尋たずねた。

「え!?　そ、そりゃあ……綺麗だよ。世界一綺麗だよ！」

「……!?　は、はああ!?」

　恋ヶ崎は俺の言葉に、ただでさえ赤かった顔をさらに耳まで真っ赤にした。やべ、つい何の恥ずかしげもなく本音を漏もらしてしまった……。

「あ、あんた、何言って……」

　恋ヶ崎はあまりに恥ずかしいのか、俯うつむいてしまう。俺の方も死ぬほど恥ずかしくて、恋ヶ崎の顔が見られない。




「それでは、撮さつ影えいに移りますのでご移動お願いします」

　係りの人に案内されて、俺たちは撮影するためのスペースへと移動する。

　撮影した写真は一枚印刷してもらえるらしい。

「はーい、お二人とも、もっとくっついて下さーい！」

　カメラマンが俺たちに指示をする。恥じらいがあって少し距きよ離りをとってしまっていたようで、慌あわてて近づいた。

　ドレス姿の恋ヶ崎が、触ふれるくらいすぐ近くにいて、胸の高鳴りがどんどん大きくなっていく。

　付き合ってもう三年近く経たつっていうのに、未いまだにこんなにドキドキするなんてな……。
















　俺がこんなにドキドキできるのは、大好きだって思えるのは……これから先もずっと、恋ヶ崎桃以外にいないだろう。

「撮とりまーす。ハイ、チーズ！」

　カメラマンの声に表情を決めながら、俺は内心そんなことを悟さとったのだった。




　撮影を終えると、恋ヶ崎が鞄かばんから持参したらしき自撮り棒を取り出して、スマホに装着し始めた。

「自分たちのスマホでも撮っていいんだって！」

「え、マジで!?」

「はい、撮るよー！」

　恋ヶ崎は俺とのツーショットを何枚か自撮りした。

　その後、なぜか俺の姿をピンで撮ろうとしてくる。

「ちょ、なんだよ!?　いいって俺の写メは！」

「ちょっと、ちゃんとじっとしてポーズ決めてよ！　はい、チーズ！」

　抵てい抗こうもむなしく、俺の姿を何枚か撮影して満足げな表情を浮うかべる恋ヶ崎。

「あっ、俺の携けい帯たいでも……その、撮っていいか？」

「え、ツーショ？　それならさっき撮ったやつ送るけど……」

「いやそうじゃなくて、お前のピンショットを……」

　言いながら、思わず赤くなった。だけどどうしても、恋ヶ崎のドレス姿を写メに収めたかったのだ。

「え!?　い、いいけど……」

　恋ヶ崎は恥ずかしそうにしながらも、ポーズを決めた。何枚か撮影する。

「よし、撮れた……」

　これを待ち受けにしよう。バカップルと分かっていながらも、俺は心に決めた。




　　　　＊




「超ちよう～満足できたー！　『雪の美術館』、最高だったわー」

「ああ、俺も楽しかったよ」

　それから俺たちは着替えて写真を受け取り、『雪の美術館』を後にした。

　駐ちゆう車しや場じようへと戻もどり、車に乗り込む。

「ねえ、柏田……あんた、ほんとに今日帰っちゃうの？」

　恋ヶ崎が運転席で、身体からだをこちらに向けて寂さびしそうにそんなことを言うので、思わずドキッとしてしまう。

「明日あしたの大学の講義、午前からなの？」

「ああ、いや……午後からだし、ぶっちゃけ明日のは今まで毎回ちゃんと出てるから、一日くらい休んだって問題ないけど……」

「え、そうなの!?　じゃあ一いつ泊ぱく追加しちゃえばいいじゃん！　明日大学でサークルのジンパ……ジンギスカンパーティーってのがあるんだけどさ、友達とかも好きに呼んでいいことになってて。あんたにも一いつ緒しよに来てほしいんだけど……」

「え、そうなのか？　つーか、ジンギスカンパーティー……って何だよ？」

　ジンギスカンって確か、北海道の郷土料理で、羊肉の焼き肉だよな？

「うちの大学の軽い名物なんだよ！　大学の敷しき地ち内でジンギスカンを焼いて食べるの。あと、飲める人はお酒も飲むんだけど」

　そんなもんがあるのか……。楽しそうだし、恋ヶ崎の大学での生活も気になるから是ぜ非ひとも参加してみたいが……。

「いや、でも……さすがにもう一泊お前んちに泊とまるのは悪いし……」

「何言ってんの、さっき聞いたでしょ？　ママだっていいって言ってたじゃん」

「いや、お母さんはそう言ってくれたけど……親父おやじさんは絶対よく思ってないだろ」

「パパのことなんて気にしなくていいって！」

　恋ヶ崎がこんなに引き留めてくれるなら、一日くらい帰るのを延長したくもなってくる。

　まず今日の飛行機キャンセルして、明日の飛行機とらなきゃならない。今日の飛行機は当日キャンセルだと全額負担だろうし……。そう考えると……北海道に持って来た金でギリギリ足りる、ってくらいだ。東京に帰ってから、次のバイトの給料日まで、一体どうやって過ごしたら……。

　……いや、そんなの、また短期バイトでもなんでもやればいいだろ！

　こんなに可愛かわいい彼女が俺と一緒にいたいと言ってくれているんだ。断る理由がどこにあるっていうんだ!?

「分かったよ、あと一泊延長してこっちにいる」

「やったー！　ありがと、柏田！」

「……!?」

　恋ヶ崎は運転席から身体を乗り出して、俺に抱だきついてきた。

　不意打ちの攻こう撃げきにドキッとする。こいつ、時々大だい胆たんなことするよなあ……もう、心臓がいくらあっても持たない。

「じゃー早さつ速そく飛行機の手配しないとね」

「飛行機は最安値のところでとったから、そこで明日の分もとるよ」

「……ねえ柏田、せっかくだし」

　恋ヶ崎は恥ずかしそうに俺を見つめる。

「このまま二人で、温泉旅館とか泊まっちゃう？」

「……っ!?」

　恋ヶ崎の大胆な発言に、再び俺の胸は高鳴り始めた。

　二人で、温泉旅館!?　つまり、それって……。

「え、でも、親父さん、それ絶対許してくれないんじゃないか？」

　恋ヶ崎と温泉旅館だなんて、めちゃくちゃ行きたいに決まってるが……現実問題として、親父さんの反対は無視できない。

「パパのことなんて気にしなくていいよ、過保護すぎなんだから」

「そういうわけにはいかないだろ、お前を心配してのことだろうし……。それに、ここで勝手なことしたら、今後俺たちの付き合いを余計に反対してくるかもしれないしさ」

「んー、確かに……。じゃ、泊まるのはうちに帰ることにして、温泉だけでも行こ！」

「あ、ああ！　そ、そうだな！」

　普ふ通つうに返したが、俺の心臓は内心バクバクだった。

　恋ヶ崎と、温泉!?　それって、もしや混浴で……？

　いや、混浴だったら他の男にも恋ヶ崎の裸はだか見られるだろ！

　それから、二人でここから比ひ較かく的てき近く雰ふん囲い気きも良さそうな温泉旅館をスマホで探し出して、予約の電話をかけた。

　無事旅館をとることができ、カーナビに温泉旅館を入れて出発する。

　まさかいきなり恋ヶ崎と、二人きりで温泉に行くことになるだなんて……！

　どうしても、期待してしまう。

　恋ヶ崎との、甘く刺し激げき的な時間を……。







　旅館に着き、温泉と食事を楽しんで日帰りで帰りたいと受付で伝えると、食事して温泉に入って帰る、という日帰りコースを楽しむことになった。一応、日帰りでも部屋に案内してくれるらしい。

　チェックインを済ませてから、女将おかみさんに部屋へと案内される。

「お部屋はこちらになります」

「おおーっ……」

　先日サークルで泊まった民宿とは大おお違ちがいで、ちゃんとした綺き麗れいな旅館だった。八畳じようくらいの和室が手前にあり、奥に小さな板の間とテーブル、二つの椅い子すがある。

　女将さんに夕食についての説明を受けた。

　食事は時間を決められるとのことだったので、今から一時間後の十九時にしてもらった。

「それからお風ふ呂ろについてですが……三階の方に大浴場がございまして、四階には露ろ天てん風呂がございます。また、お客様のお部屋にも露天風呂がついておりますので、どうぞご利用下さいませ」

「えっ……そ、そうなんですか!?」

　部屋に露天風呂、だって!?　そんなの、知らなかった！　どんだけ豪ごう華かな旅館なんだよ!?

「それでは、どうぞごゆっくりお過ごし下さい」

　一通り説明を終えて、女将さんが部屋を出ていく。




　旅館の部屋に二人きり、というシチュエーションにドキドキしてしまうが、恋ヶ崎がテレビをつけて、お笑い番組を二人で見始めたので、笑っているうちにいつの間にかそんな気持ちはどこかへ行っていた。

「じゃあそろそろ、早速だけど風呂でも行くか」

「……っ！」

　なぜか恋ヶ崎が顔を強こわばらせてびくっとして、その場に固まった。

「……？　な、なんだよ？」

「あ、う、ううん！　お風呂ね、お風呂！」

　恋ヶ崎はなぜか真っ赤になって、俺と目を合わせずに言う。

「と、ところであんたは……どのお風呂に行くの？」

「え？　ああ……いくつかあるんだっけ」

　確か説明されたのは、三階の大浴場に、四階の露天風呂、そして……部屋についているという露天風呂だ。

「そうだなー、どれもいいけど……せっかくだし、部屋についてる露天風呂入ろっかな！」

「……っ!!」

　なぜか恋ヶ崎は、赤い顔のまま驚おどろいた様子で俺の顔を見た。さっきから、一体何なんだよこいつは……？

「……？　そういうお前は、どの風呂に入るんだよ？」

「え!?　あ、あたしは……その…………」

「え？」

　尻しりすぼみに声が小さくなっていくので、途と中ちゆうから全然聞き取れない。

「あっ、その、露天風呂に入ろうかなって！」

「ふ、ふーん……？」

　露天風呂って、四階の露天風呂って意味だよな？

　様子がおかしい恋ヶ崎を変に思いつつ、返事をした。




　俺はリュックから下着を取り出し、部屋の棚たなから浴衣ゆかたとタオルを取った。

「じゃあ、俺、部屋の風呂入るぞ」

「う、うん！　どうぞ！」

「お前はまだ風呂行かないのか？」

「そ、そのうち行くって！　あたしのことは気にしなくていいから！」

「……？　は、はあ……」

　一体さっきから、こいつはどうしたっていうんだろう。

　不思議に思いつつも、脱だつ衣い所に移動して服を脱ぬいだ。

　身体と頭を洗ってから、まずは室内の湯船に浸つかる。

「ふぅ～～っ、生き返るなー」

　少しして湯船から上がり、奥にある露天風呂へと移動した。

「うぉーっ！」

　思わず、一人で声を漏もらす。

　相当寒いが、夜空には東京の空とは比べものにならないくらいのたくさんの星が輝かがやいていた。

「いや～、こりゃいいなあ」

　湯船に浸かれば、もう寒くもない。

　こんな星空の絶景の下、気持ちいい露天風呂に入れるなんて、最高すぎる。

　これで、恋ヶ崎と一いつ緒しよに入れたりしたら──。

　……って俺、何考えてんだよ！　いくらなんでも、そりゃあ無理だって。

　こういう部屋についてる露天風呂って、結局のところ、カップルや家族で入る用なんだと思う。カップルや夫ふう婦ふで一緒に露天風呂に入りたくても、普通の露天風呂じゃ男女別だから無理なわけだからな。

　昨日、付き合ってるというのに、下着姿を見ただけで大激げき怒どされたことを思い出す。あの調子じゃ、一緒に風呂だなんて……それこそあと十年、いや、そこまでいかなくとも、結けつ婚こんするまで無理なんじゃあないだろうか。

「あーあ、恋ヶ崎と露天風呂、入りたかったなー……」

　ついに心の声が口に出てしまった。なんて情けない独り言……。




「な、何一人で、こっぱずかしいこと言ってんの？」




「ああ？　こっぱずかしいって…………え、えぇっ!?」

　独り言だったはずなのに、聞き覚えのある声につっこまれた。

　一いつ瞬しゆん聞き流しそうになってしまったが、驚いて声の聞こえた方を振ふり向く。

「え……え、えぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

　驚きのあまり、俺は叫さけんだ。

　目の前の光景に、目を疑う。俺は幻まぼろしでも見ているのだろうか、と本気で思った。

　そこには……身体からだにタオルを巻き、髪かみをお団子にまとめた……恋ヶ崎の姿があったからだ。

「な、な、なんで……お、おまっ……」

　動どう揺ようのあまり、うまく言葉が出てこない。

　なんで恋ヶ崎が、露天風呂に!?

「あ、あたしだって、部屋の露天風呂入りたかったの！　悪い？」

　恋ヶ崎は真っ赤な顔で視線を泳がせながらも、そのまま……なんと、俺と同じ湯船に入ってきたのだ。

　露天風呂は室内の普通の湯船より少し広い程度で、二人で入るには相当狭せまい。接近せざるをえない。

「部屋の露天風呂に入りたかった、って……そ、そしたら、俺が出てから入れば……」

　俺が出てから入れば良かっただろ、そう言い終える前に、恋ヶ崎が俺の正面に向かい合わせに腰こしを下ろして、俺の鼻をつまんだ。

「!?　な、何……」

　タオルで身体は隠かくれているとはいえ、恋ヶ崎の白い肩かたや胸むな元もと、赤く染まったその可愛かわいい顔が間近に来て、胸の鼓こ動どうが一層激しくなっていく。

「だ、だからっ……あ、あんたと……あんたと一緒に露天風呂に入りたかったんだってばぁ」

　真っ赤な顔で俺を真っ直すぐに見つめて、泣きそうなくらい恥はずかしそうに、恋ヶ崎は言った。

　その言葉に、驚き、喜び、興奮、様々な感情が一気に爆ばく発はつして、恋ヶ崎を抱だきしめたい気持ちに駆かられる。

　ああ、今恋ヶ崎は、このタオルの下には何も身につけてないんだよなあ？　そんな事実も手伝って、もう俺の興奮は絶頂に達しそうだ。

「こ、恋ヶ崎……」

　もう俺はついに耐たえきれなくなって、恋ヶ崎の顔にそっと触ふれた。

「ひゃっ!?　か、柏田……？」

　恋ヶ崎の頰ほおは熱かった。目は少し潤うるんで、頰は真っ赤に染まり、切なげな表情で俺を見つめている。

　満天の星空の下で、恋こい人びと同士が同じ露天風呂に入って……こんな絶好のシチュエーションで、何もするなって方がおかしいだろ!?

　昨日は恋ヶ崎の部屋で、散々邪じや魔まされたんだ。

　俺が恋ヶ崎の頰に触れたまま、じっと恋ヶ崎の顔を見つめていると、恋ヶ崎はやがてそっと目を閉じた。

　俺も目を閉じて……恋ヶ崎の柔やわらかい唇くちびるに口づける。

「ん、ふうっ……」

　恋ヶ崎の息づかいがよく聞こえて、めちゃくちゃエロい。やがて、そっと唇を離はなす。

「恋ヶさ……、……っ!?」

　顔を離してから、恋ヶ崎の目を今一度見つめようとして……俺は、とんでもないことに気づいた。

　恋ヶ崎の身体に巻き付いているタオルが、いつの間にか……湯船の中で、身体から離れていて……。

　恋ヶ崎の白い胸が、湯船の中で思いっきり見えていたのだ。

　初めて見る恋ヶ崎の胸を、だめだと思っているのについ凝ぎよう視ししてしまう俺。

「えっ……キャ、キャア──ッ!?」

　俺の視線に気づいた恋ヶ崎が、自分の胸元を見てその状じよう況きように気づき、慌あわてて自分の手で胸を隠した。

　その瞬間、湯船の中にポタッと何かが垂れる。

　それは、赤い色をしている液体で……え、血!?　今これ、俺から垂れたよな!?　なんで俺、血が……!?

「ちょっ、あんたそれ……っ！」

　恋ヶ崎が俺を見て指をさし、驚いている。

　気づけば頭も身体も信じられないくらい熱くなっていて、そこで俺の意識は途と切ぎれた。







「……ん？」

　気づくと、目の前には大きな天てん井じようがあった。

「柏田、気づいた!?」

　顔を少し左に向けると、浴衣姿の恋ヶ崎が、泣きそうな表情で俺を見ていた。慌てて身体を起こす。

　あれ？　そうか俺、露ろ天てん風ぶ呂ろに入ってる最中に意識を失って……。

「もう大だい丈じよう夫ぶなの!?」

「あ、ああ……え、これ……」

　俺の鼻には、ティッシュが詰つめられていた。

「あんた、露天風呂ですごい大量の鼻血出して気を失ったんだよ！」

「マ、マジで!?」

　あれって、鼻血だったのか……。

　そうか俺、恋ヶ崎の胸を見ちゃって、それで興奮して……。

　彼女と二人で露天風呂入ってるときに鼻血出して意識失うなんて、格好悪すぎんだろ俺……！

「ごめん……いろいろと、マジでごめん……」

　一気に落ち込んで、情けなさすぎて恋ヶ崎の顔が見れなくて、俯うつむいた。

「大丈夫、あんたの鼻血が垂れた部分のお湯は、全部とったから！」

　恋ヶ崎はグッと親指を立てた。

　てっきり、胸を見てしまったことに激怒されたり、いい雰ふん囲い気きのところで鼻血を出して気を失ったことに激怒されたり、とにかく何かしら激怒されるかと思ったが、案外怒おこっていないようで驚おどろいた。

「……そ、そうか。ありがとう」

「それより、体調は大丈夫なの……？」

　こんな情けない俺に対して、心底心配そうに顔をのぞき込んでくる恋ヶ崎。

「あ、ああ……」

　そこで、恋ヶ崎が今、俺の布ふ団とんの上に乗っていることに気づいた。さっき見てしまった恋ヶ崎の胸を鮮せん明めいに思い出してしまい、再び興奮してきてしまう情けない俺。




「失礼致いたします。お食事をお持ちしました」

「!?　は、はいっ！」

　部屋の外から女将おかみさんの声が聞こえて、俺は慌てて起き上がった。恋ヶ崎も、慌てて俺から離れる。

　そうか、食事は部屋で食べられるのか……。

「ん、うんめえぇ～～っ！」

「ちょっと柏田、そんな大声で……恥ずかしいって！　でも、確かにめっちゃおいしい！」

　それから俺たちは、女将さんが持って来てくれたカニや刺さし身み、いくらなど海の幸さちを中心とした懐かい石せき料理を堪たん能のうした。

　恋ヶ崎の家で朝食を食べて以降、車の中でコンビニで買った肉まんやおにぎり、お菓か子しをつまむ程度しか食べておらず腹が減っていたので、余計にだ。




「なんかやっぱり、このまま泊とまってっちゃいたいね～」

「え……!?」

　食事を終えて、恋ヶ崎が突とつ然ぜんそんなことを言い出したので、俺は驚いて絶句する。

「い、いやいや、さっき、親父おやじさんに反対される、って話になっただろ」

「もー、親父さん親父さん、って……あんたどんだけパパのこと恐おそれてんのよ！　それとも、あたしと一緒に旅館に泊まりたくないの……？」

「……!?　そ、そんなわけないだろっ！」

「とにかく、パパの許可さえ取ればいいんでしょ？」

　恋ヶ崎はその場で、スマホで電話をかけ始めた。

「もしもしパパ？　今日柏田と旅館に泊まって行こうと思うんだけど……え？　いや、だってたまには二人きりになりたいじゃん。そういうことだから宜よろしくね～！」

　そんな適当な感じで、恋ヶ崎は電話を切った。

「よし、これで大丈夫！」

「ほんとかよ!?　いや、さすがにダメだろ！」

　今の電話の感じだと、絶対に説得し切れてない気がする。そんな状態で、無理矢理泊まるだなんて……。間ま違ちがいなく、俺が殺される。

「柏田は、あたしと一いつ緒しよにいたくないの……？」

「……！　そりゃあ、いたいに決まってるだろ！　でも、それはお前の家に戻もどってからでも一緒にいられるし」

「……二人きりでいたいんだもん」

「……っ！」

　恋ヶ崎のそんな可愛いセリフを聞いて、俺の心は揺ゆらいでしまう。俺だってそりゃあ、できるものならそうしたい。だけど……。

　恋ヶ崎はそこで、冷蔵庫を開けた。

「ノド渇かわいた……あんたも、お水飲む？」

「え？　あ、ああ……」

　恋ヶ崎は棚たなからコップを二つ持って来て、自分の分と俺の分の水を注いでいる。

「俺だって、そりゃあ二人きりでいたいけど……今後の俺たちの未来を考えたら、今は帰るべきだと思うんだ」

「うん……それは分かるけど」

　恋ヶ崎は自分が注いだ水を飲みながら言う。

　恋ヶ崎が俺の前に置いてくれた水を、俺も一口飲んだ。

「……っ!?」

　その瞬間、確実に水ではない変な味がする。

「な、なんだこれ!?」

「はい、引っかかったー！　これ、冷蔵庫に入ってた日本酒！　これでもう、あたしもあんたも運転できないからここに泊まるしかないね！」

「なっ……!?」

　いたずらっ子みたいな顔で言う恋ヶ崎のセリフに、俺は衝しよう撃げきを受けた。

　こいつ、なんてことを……!?

「酔よわせてお持ち帰り～……って、普ふ通つう男子からやってくれるもんなんじゃないの？　なんであたしがここまで頑がん張ばらなきゃなんないのよ」

　恋ヶ崎は既すでに日本酒で酔っ払ぱらったのか、大だい胆たんなことを言い出した。

　こいつ、そこまで俺と二人きりで泊まりたいっていうのか……？　くそ、なんて可愛かわいいんだよ！

　そんなことされたら、もう泊まるしかないって、俺まで思っちゃうだろ!?

　しかしそこで、どこからともなく音楽が流れ始めた。

「あ、電話だ！」

　恋ヶ崎は俺のそばから離れると、部屋の隅すみで充じゆう電でん中だったスマホを手に取った。

「げ、パパ!?」

　スマホのディスプレイを見て、恋ヶ崎はぎょっとする。

　親父さんから電話……!?　いやな予感しかしない。

「いいや、とりあえず無視しよ」

「いや、ダメだろ！」

　恋ヶ崎が電話に出ないでいると、やがて電話は鳴り終える。

「げーっ、ていうか、全然気づかなかったけどラインも電話もパパからめっちゃ来てた！」

　恋ヶ崎はスマホをチェックして、焦あせり始める。

「え、なんて!?」

「今どこなんだ？　旅館ってどこのだ？　帰ってきなさい……」

　恋ヶ崎が親父さんからのラインを読み上げているうちに、再び着信音が鳴る。

「あーもう、またパパ！　しつこ～っ！」

「貸せ！　もう、俺が出る！」

「えぇっ!?」

　俺は思いきって、恋ヶ崎の電話を奪うばった。

「は、はい……柏田です」

　震ふるえる声で電話に出る。

「……!?　君は……」
















「す、すみません！　桃さんが、どうしても電話に出ないって言うんで……」

「……今、どこにいるんだ」

　俺は自分が泊まっている旅館の名前を親父さんに告げた。

「ちょっと、何旅館の名前教えちゃってんの！」

　恋ヶ崎は俺から携けい帯たいを奪い返すと、電話を切ってしまった。

「もう、柏田の裏切り者ーっ！」

「仕方ないだろ！　俺はお前の親父さんに嫌きらわれるわけにはいかないんだよ！　お前と将来、一緒になるために……」

「……！」

　俺の言葉に、恋ヶ崎の顔が一いつ瞬しゆんで赤く染まった。

「か、柏田……あんた、そこまで考えた上で、パパに気を遣つかって……」

「いや、当たり前だろ！」

　恋ヶ崎は顔が赤い状態のまま呆ぼう然ぜんとしている。

「な、なんか……ぼーっとするぅ……」

「え、ちょ、恋ヶ崎!?」

　恋ヶ崎が布団の上にバタンと倒たおれた。日本酒一いつ杯ぱいで、そんなに酔っ払ったのか……。日本酒ってアルコール度数強いんだっけなあ。

　布団の上に倒れた恋ヶ崎の頭を膝ひざの上に乗せて、顔に触ふれた。かなり熱い。

「恋ヶ崎……大だい丈じよう夫ぶか？」

「ん、柏田ぁ……」

　頰ほおを赤らめて、ポーッとしている恋ヶ崎は……正直、めちゃくちゃエロい。

　……って、あかん！　俺、何考えてんだよ！

　恋ヶ崎は、自身の手で浴衣ゆかたの帯をゴソゴソといじる。

「!?　ど、どうした？」

　こいつ、まさか浴衣を脱ぬごうと!?

「食べ過ぎちゃったみたい……帯、苦しい……」

「……！　わ、分かったよ……じゃあちょっとだけ、緩ゆるめてやるから……」

「うん……」

　俺は緊きん張ちようの余り震える手で、恋ヶ崎の浴衣の帯に手を伸のばす。

　いやこれは、浴衣を脱がそうとしているわけではなく、帯をほんの少し緩めるためっていうだけで……。

「恋ヶ崎様、お連れ様がお見えなのですが……」

「……えっ!?」

　そこで、女将おかみさんの声がして、俺は驚おどろいて声を上げる。お連れ様……？　それって、もしかして……親父さん!?　さっき俺が旅館の名前を教えてしまったから、来てしまったのか!?

　やばいぞこの状じよう況きよう、絶対俺が恋ヶ崎を襲おそってると誤解され……。

「……！」

「げえっ……パ、パパ……!?　それに、ママも!?」

　俺の嫌いやな予感は的中し……扉とびらを開けた女将さんの横には、恋ヶ崎の親父さんが恐ろしい形相で立っていた。お母さんも、呆あきれた様子で立っている。

「なっ!?　ちょっと、何をしているんだ!?」

　俺たちの様子を見た親父さんは、案の定誤解した様子で大声を上げた。

「し、信じらんない……ほんとにここまで来たの!?」

「桃、あなた……どうしたの？　なんか様子がおかしいみたいだけど……」

　お母さんが冷静に尋たずねる。

「あ、実は、日本酒を飲んで酔っ払ってしまいまして……」

　俺は慌あわてて説明した。

「えぇ!?」

　ご両親は俺の言葉に驚き、部屋に上がって来る。お母さんが俺の膝の上から自分の膝の上に恋ヶ崎の上半身を移動させた。

「もう、普ふ段だんお酒なんて飲まないのに何してるのよ……柏田君に迷めい惑わくかけて」

「ええと、柏田君、と言ったか……君は、先に駐ちゆう車しや場じように行ってなさい。私たちは桃と話がある」

「え!?」

　ギロリ、と親父おやじさんに睨にらまれ、俺は「わ、分かりました」とだけ返事をして、着き替がえて荷物をまとめ、部屋を出て駐車場へと向かった。




　やばいぞ、これは絶対怒おこられる……。

　俺は一人駐車場で待ちながら、恐きよう怖ふに震え上がった。

　絶対さっきの、親父さんに誤解されただろうし……ああ、考えただけで恐おそろしい！




　やがて、三人が旅館の玄げん関かんから出て来た。

　恋ヶ崎は、親父さんがおぶっている。

「桃は桃の車で私と、柏田君は……」

「君には私の車に乗ってもらう」

「……!?　は、はい……」

　俺が親父さんと二人きりで車に!?

　やっぱり、絶対に説教される……！

　親父さんは恋ヶ崎を恋ヶ崎の車に乗せてから、親父さんの車に乗り込み、俺も怯おびえつつ親父さんの車の助手席に乗り込んだ。

　シートベルトを締しめて、車が出発する。




「…………」

　車に乗ってから説教を食くらうだろうと思っていたのだが、親父さんは案外なにも言わない。

　車内には、重苦しい沈ちん黙もくが流れ続けていた。

「君は、桃をちゃんと家に帰そうとしてくれていたようだな」

「……へっ!?」

　突とつ如じよ、親父さんから発せられた想定外すぎる言葉に、俺は驚きのあまり変な声を出してしまった。

「さっき桃から聞いた。君は帰ろうと言っていたが、桃が無理矢理引き留めた、とな」

「あ、はい……」

　恋ヶ崎、ちゃんと説明してくれたのか……。

「桃はいい若者と付き合ったものだと思った」

「……！」

　これは……親父さんが俺を、褒ほめてくれているっていうのか!?

「桃を説得してくれたのに、桃が無理矢理泊とまろうとしたのだろう。あれは頑がん固こ者で我が儘ままだからな」

「あ、あはは……」

　なんと返せばいいのか分からず、曖あい昧まいな返事をする。

「なんて過保護な父親だと、君は思っているだろう」

「えっ!?　いや、そんな……」

「過保護と桃から煙けむたがられたって……君も桃もまだ半人前だから、見守る義務があるんだ」

「……！」

　親父さんは、なにも無理矢理俺と恋ヶ崎を引き離はなそうとしているわけじゃないんだ。

　ただ、少し心配だという気持ちが強すぎるだけなのかもしれない。娘むすめ思いな、いい親父さんなんだ。

　俺は全面的に憎にくまれているわけではないんだと分かり、それだけでも心底ほっとした。

「あ、あの、俺……ちゃんと認めてもらえるよう、早く一人前になれるよう頑がん張ばります！」

　俺は少しでも親父さんに認めてもらいたくて、恋ヶ崎への誠意を見せたくて、親父さんに向かってそう宣言をした。

「……まあ、桃に彼氏ができたと聞いたときは、殺してやりたくなったがね」

「……えぇっ!?」

　親父さんが突然物ぶつ騒そうなことを言い出したので、俺は一気に震え上がった。

　やっぱり俺、めちゃくちゃ憎まれてんじゃねえかっ！　殺されるくらいにっ！

「はは、冗談だ。君が一人前になったら、そのときは……また挨あい拶さつしに来てくれ」

「……っ！」

　親父さんは、横顔でほんの少しだけ、笑った。

　もしかして親父さんは今……ほんの少しだけ、俺を認めてくれたんだろうか？

「は、はい！」

　俺は精せい一いつ杯ぱいの元気を込こめて、返事をした。

　いつか、親父さんに認めてもらえるように……恋ヶ崎を安心して任せてもらえるように、一人前になってやるんだ！

　心に、強く誓ちかったのだった。




　その日恋ヶ崎の家にたどり着くと、親父さんの命により、恋ヶ崎はお姉さんの部屋でお姉さんと一いつ緒しよに、俺は恋ヶ崎の部屋で寝ねることになった。

　恋ヶ崎は不満げだったが、なんだかんだ言って親父さんの言うことは守るようで、大人しくお姉さんの部屋へと向かった。

「もー、お姉ちゃんに愚ぐ痴ちってやる！」

「お姉ちゃんは明日あした仕事なんだから、寝かせてあげなさい」




「あ、柏田君……君にはまだ聞きたいことがある」

「えっ!?」

　俺が恋ヶ崎の部屋に戻もどろうとすると、親父さんに呼び止められた。

「考えてみたら、私はまだ君について何も知らないのでな。だが、酒の力がないと若者とうまくコミュニケーションが取れそうもない」

「えっ……」

　親父さんはそう言って、リビングのテーブルの上に日本酒の瓶びんをドン、と置いた。

「今晩は、付き合ってもらおうか」

「え、ええ……!?」

「あら、二人で飲むの!?　私も飲みたいわ！」

　なぜかそこにお母さんまで加わってくる。




　そんなわけでその日は、深夜まで、なぜか恋ヶ崎のご両親と晩ばん酌しやくをすることとなったのだった。

　主に、俺のことを聞かれたり、恋ヶ崎との馴なれ初そめを聞かれたり、恋ヶ崎のどこが好きなのかを聞かれたり……。

　深夜の三時を回ったところで、ようやくお開きとなった。

「柏田君……ごめんなさいね、頑固ジジイに付き合わせて」

「え、いえ、とんでもないです！」

「でもあの人、ああ見えてあなたのこと気に入っているみたいね。これからも、桃と仲良くしてあげてね」

　寝る直前、お母さんがそんな風に声をかけてくれた。




　恋ヶ崎の部屋に戻って、俺は一人で、悶もん々もんとした夜を過ごした。

　何年付き合っても、俺の中で恋ヶ崎への思いは大きくなる一方だ。

　早く一人前になって、恋ヶ崎とずっと一緒にいられるようになりたい……。

　今までも思っていたことだが、今日でそんな思いが一層強くなった。







　　　６







　翌日。

　恋こいヶが崎さきに言われていた通り、俺は恋ヶ崎とともにＨ大のジンギスカンパーティーに参加することにした。

　今日も恋ヶ崎の車の助手席に乗せてもらい、Ｈ大までの道のりを恋ヶ崎の運転で走る。

「ねえ、昨日……パパの車で、何話してたの？　ってか、夜中もなんか話してたよね？　やっぱ、説教された？」

「え!?　いや……特に、他愛もない話だよ」

　車の中で、恋ヶ崎に昨日のことを聞かれた。

　なんとなく気き恥はずかしくて、俺はそう誤ご魔ま化かした。




　昼の十二時前にＨ大に到とう着ちやくして、大学の駐車場に車を止めた。

「えへへっ♪」

　車を降りて、恋ヶ崎は俺の顔を見てニヤニヤ笑っている。

「な、なんだよ？」

「なんか……あんたと同じ大学に通ってる気分で楽しいなあ、って♪」

「えっ……」

　突とつ然ぜんそんな可愛かわいいことを言われて、思わず赤くなってしまう。

　大学の敷しき地ち内に入ると、やたらと視線を浴びていることに気づいた。

「えっ、あれって……恋ヶ崎さんの彼氏!?」

「マジで!?　彼氏いるって噂うわさはあったけど、本物初めて見たっ！」

　周囲の学生が噂している声が、ひそひそと聞こえてきた。

　もしかしなくても、恋ヶ崎ってこの大学で有名人なのかっ!?

　まあ考えてみれば、ただでさえこんなに可愛いのに、読モとかやってたらそりゃあ有名でもおかしくないよな……。

「彼氏、案外普ふ通つうじゃね？」

「東京の彼氏って話聞いたことあったから、超ちようイケメンなのかと思った～」

「～～っ！」

　周囲の言葉に、思わず傷つきそうになる俺。

　そうだよな、やっぱり俺と恋ヶ崎って、釣つり合ってないよなあ……。

「？　柏かしわ田だ、どうかした？」

「い、いや……」

「あ、もうすぐだよ、ジンパの会場。ほら、あの辺！」

　恋ヶ崎は前方を指さした。

　そこには、学生たちが集まって、バーベキューの準備をしているように見えた。

「あ、桃もも～～っ！　……！」

　恋ヶ崎の姿に気づいた学生が、恋ヶ崎の名前を呼んだ後に、俺の方へと視線を向けた。

「あ、もしかして……彼氏っ!?」

「え、えへへ……うん！」

　一いつ斉せいに、学生たちの視線が俺へと移動する。

　学生たちは、東京の大学生に負けず劣おとらずおしゃれであり、リア充じゆう臭しゆうを醸かもし出していた。普段漫まん研けんのオタクたちとしか関かかわっていない俺は、一気に緊きん張ちよう感かんがマックスに達する。

　な、なんてことだ……これは、やばいぞ……。

　何も考えずに安やす請うけ合いしてしまったが、これって、結構難易度が高いんじゃないのか？

　恋ヶ崎の友人たちなんだから、リア充に決まってるって、少し考えたら想像できたはずだ。

　こんなリア充どもに、アウェーで人見知りな上にクソオタの俺が、打ち解けるなんて……果たして、できるのか!?

「は、初めまして、柏田と申します！」

　とりあえず、初めが肝かん心じんだと思い、挨拶をした。

　恋ヶ崎に釣り合ってない……そう思われるのは仕方ないとしても、なんでこんな男と付き合ってるんだ？　別れた方がいい、そんな風に思われてしまったら、より最悪だ。

「えーっちょっと、なんでそんなに堅かたいの～？」

「桃ちゃんの彼氏、めっちゃ礼れい儀ぎ正ただしいねー」

「いつから付き合ってるんですかー？」

　しかし俺が怯おびえていたのがバカみたいに思えるほど、Ｈ大の学生たちは俺に気さくに話しかけてきた。

「え、あ、えっと、高校の時からで……」

「あ、桃ー！　それに柏田君も！」

　俺がＨ大の学生たちの質問攻ぜめにあっていると、聞き覚えのある声が聞こえてきた。

「美み咲さき！」

　一昨日おとといお世話になった恋ヶ崎の友人の黒くろ野のさんが、俺たちの元へやってきた。

「まさか柏田君連れてくるとは思わなかったよー！」

「えへへ、大学サボらせて連れて来ちゃった」

「マジで!?　やるね、柏田君！」

「まあ、彼女に頼たのまれたら断れないからさ……」

「恋ヶ崎さんの方が立場上なんだ～？」

「ってか、桃の彼氏って東京の人っていうから、どんな人かと思ったけど、思ったより普通だしいい人そう～！」

「……って、それって褒ほめられてるんですかね!?」

　会話に入ってきた恋ヶ崎の友人らしき女子に、思わず笑いながら突つっ込んだ。俺の言葉に、周りの人が笑ってくれた。

　初対面のリア充大学生と、恋ヶ崎の彼氏という補正があるにしろ、こんな風に自然に話せていることがなんだか不思議だった。




「ん～、そろそろ来るはずだと思うんだけど……あ、来た来た！」

「え……？　!?」

　恋ヶ崎がスマホを見てキョロキョロしているので、まだ誰だれか友人が来るのかと思っていたら……やってきた人物の姿を見て、俺はびっくりする。

「は、長は谷せ川がわ!?」

「ああ、一昨日の！　長谷川さんだ～！」

　俺に続いて、黒野さんも反応した。

「長谷川さん、急に呼んじゃってごめんね～！」

「いえ……呼んでくれてありがとう」

　なんと、長谷川までもがジンパにやってきたのだ。

　恋ヶ崎、いつの間にか長谷川まで呼んでいたなんて……。

「ラインで聞いたら、今日までこっちにいる予定だって聞いたからさ。せっかくだから、長谷川さんにも来てもらえたら楽しそうだな、って思って。美咲もまた会いたがってたし」

「私も来られて嬉うれしいわ」

　長谷川は穏おだやかな笑え顔がおで答えた。

「あ、長谷川さんお腹なか空すいてる？　お肉取ってこようか！」

「あら、ありがとう。それじゃあ、私も一いつ緒しよに取りに行くわ」

「うん、せっかくジンパに来てもらったからには、食べて食べて～！　ジンギスカン、めっちゃおいしいから！」

　そう言って、恋ヶ崎と長谷川は肉を取りに行った。

　俺も肉が食べたかったので、それについていこうとしたのだが……。

「ねえねえ、桃の彼氏ってどれー？」

「あ、この人だよー！」

　そこに突然、ど派手なギャル軍団がやってきた。黒野さんが、ギャルの質問に俺を指さして答える。

「マジ!?　えー、全然普通じゃん！」

「でもあたし結構好みかもー」

「ねえねえ、桃って東京ではどんな感じだったの？」

「どうやって付き合うことになったのー？」

　ギャル軍団に質問攻めにされて、俺は困こん惑わくする。

「えっと、その、高一のときに同じクラスで……」

　二人と肉を食べたいと思いつつも、俺はギャル軍団の質問に一つずつ答えていくハメになった。




　　　　＊




「どう？　おいしい？」

「ええ……とてもおいしいわ。まだお昼ご飯を食べていなかったから、ありがたいわ」

「えへへ、良かった～！　……ねえ、長谷川さん……一昨日、後から気になったことがあってさ……やっぱりぶっちゃけ、長谷川さんも、柏田のこと好きだったの？」

「……！　……もし、そうだと言ったら？」

「……そっかあ！　信じらんないなあ……。あたし、柏田が長谷川さんに片かた想おもいしてたときから応おう援えんしてたけど、柏田は、長谷川さんに全く相手にされてないと思ってたからさ」

「……そう、だったの……。それじゃあ、私が柏田君に告白して振ふられたことは、知らないのね？」

「えっ、何それっ!?」

「高校一年のとき、あなたが転校する少し前ね」

「マジで……？　全然知らなかった……。ってことは、一昨日のってやっぱり結構ガチじゃん!?」

「あなた、本当に冗じよう談だんだと思っていたの……？」

「う、うん……だってさ、長谷川さんって柏田にとっては高たか嶺ねの花、って感じだし……。あのさ、それじゃあもしかして、映画の時のセリフも……本気だったの？」

「……。最初は、演技のつもりだったわ。だけどそのうちに、柏田君のことが好きだったことを思い出してしまって……今はもうとっくに、そんな気持ち忘れているつもりだったのに」

「長谷川さん……」

「みっともない真ま似ねしてごめんなさいね、恋ヶ崎さん。私、最初はあなたと柏田君が喧けん嘩かしていたのを、仲直りさせるはずだったのに……。あなたに会いに来たのも、そのためだったのに……」

「そ、そう……だったんだ……。ねえ、今でも柏田のこと好き？」

「そうね……今回のことで思い知ったのだけれど、そんなすぐには自分の気持ちって、変えられないものなのね」

「え……!?　ってことは……」

「でも、今回あなたたちの絆きずなを見て……たとえ遠えん距きよ離りであっても、あなたたちの絆が揺ゆらぐことは絶対にないのだと思い知ったわ。だから、安心して。もう二度と、あんなことしないから」

「は、長谷川さん……」

「私は、本当に愚おろかだわ……初めて柏田君が告白してくれたとき、彼の気持ちをあんな風に踏ふみにじっておいて……未いまだに忘れられないだなんて。あのとき彼の告白を断ってしまったこと、もう何度後こう悔かいしたか分からない」

「……うん、そっか。そうだよね」

「だけど……その代わりに、友人という形の別の絆を手に入れることができたわ。柏田君に、小豆あずきさん、それに……恋ヶ崎さん、あなたも」

「……！　長谷川さん……。ねえ長谷川さん、あたし、これからもっと長谷川さんと仲良くなっていい？　今日本音が聞けて、すごく嬉しかった……。長谷川さんが、初めてあたしに本音を話してくれた気がして」

「……！　ええ、勿もち論ろんよ。一昨日あんなことをしたのに、そんな風に言ってもらえて、とても嬉しいわ」

「ありがとう！　じゃああたし、これから長谷川さんのこと、翠みどりちゃん、って呼ぶね！　あたしのことは、桃って呼んで！」

「分かったわ。では、これからは桃さんって呼ばせてもらうわね」

「うん、翠ちゃん！」




　　　　＊




「あの二人、何話してるんだろうなー……」

　ギャル軍団が俺に飽あきてどこかへ行ったあとも、恋ヶ崎と長谷川があまりに二人で楽しそうに話しているので、俺はなんとなく声をかけられなかった。

「女の友情は邪じや魔ましちゃ駄だ目めだよ、柏田君！」




　それにしても、今日Ｈ大に来て、本当に良かった、と改めて思う。

　恋ヶ崎が楽しい大学生活を送っていることも分かったし、ほんの少しだけど、俺も恋ヶ崎の友人たちと打ち解けることができたし。

「あーでも、こんなに元気な桃見たのって、久々かも」

「えっ!?　そ、そうなの!?」

　黒野さんの言葉に驚おどろいて俺は聞き返す。

「最近はさー……その、ほら……本人目の前にして言うのもなんだけど、彼氏といろいろあったってずっと落ち込んでたからさ」
















「……！」

　そ、そうだったのか……。

　恋ヶ崎は俺との問題があったとき、そんなに落ち込んで……。

「でも、ちゃんと柏田君が北海道に来てくれて、仲直りできたおかげで桃があんなに元気になって……美咲的にも、ほんとーに良かったよ！」

「く、黒野さん……」

「これからも、桃のことよろしくね！　もう悲しませちゃだめだぞっ!?」

「……！　う、うん……もう絶対、あんな思いさせない」

「よーしよしよし！」

　黒野さんは犬の頭を撫なでるかのように俺の頭を撫でた。

　恋ヶ崎は、北海道で本当にいい友達を持ったな……。

　俺がちゃんとしなかったせいで、恋ヶ崎をあんな風に悲しませてしまった。

　もう二度と、恋ヶ崎にあんな悲しい思いをさせてはいけない。これからはもっともっと、恋ヶ崎のこと大切にするんだ。




　　　　＊




　ジンギスカンパーティーを終えて、俺と長谷川は、東京へ戻もどるために空港に移動することにした。恋ヶ崎も空港まで見送ってくれた。




「じゃあ……今度は、あたしが東京行くからねっ！」

「あ、ああ……いろいろ、ありがとな。ご家族にも、宜よろしく伝えといて」

「こっちこそ……無理して来てくれてありがと。ほんと嬉しかった」

　俺たちは最後に、強く手を握にぎり合った。

「翠ちゃんも、本当にありがとう。ご家族は今日の朝帰っちゃったのに、この時間まで残ってくれて……」

「……!?　み、翠ちゃん？」

　恋ヶ崎の長谷川の呼び方を聞いて、驚く。

　恋ヶ崎の奴やつ、いつの間に長谷川のこと、下の名前で……？

「桃さん、次に東京に来たら、たくさん話しましょうね」

　は、長谷川まで……？

「なんか二人とも、いつの間にか仲良くなってないか？　な、何があったんだよ？」

「えへへっ、柏田には内ない緒しよ～！　ねー！」

「ええ、柏田君に知る権利はないわ」

「な、なんだよそれっ!?」

　最後の最後で、こんな疎そ外がい感を感じるハメになるとは……。




「それじゃあ……」

　挨あい拶さつを終えて、俺と長谷川が歩き出した、そのとき。

「柏田っ……」

　恋ヶ崎が俺の名を呼んだので、振り向いた。




「東京戻っても……あたしのこと、ちゃんと忘れないでよね!?」




　少し離はなれたところから、寂さびしそうな笑え顔がおで、恋ヶ崎は叫さけんだ。

　俺は恋ヶ崎の言葉に、胸が締しめ付けられるような気持ちになる。
















「あ、ああ……もう二度と、お前に寂しい思いはさせないから！」

　全身全ぜん霊れいの思いを込こめて、俺も叫んで、手を振った。

　恋ヶ崎は満足げな笑みを浮うかべて、コクン、と頷うなずいた。




　もう二度と、恋ヶ崎を悲しませない。

　そして……早く一人前になって、親父おやじさんに認めてもらうんだ！

　恋ヶ崎と、ずっと一緒にいられるようになるその日を信じて……。







　　　あとがき







　ご無ぶ沙さ汰たしてます、村むら上かみ凛りんです。

　この度たびは『オタリア』十四巻をご購こう入にゆう頂き、ありがとうございます!!

　いつの間にか長いシリーズとなっておりますが、ここまでついてきて下さっている読者の皆みな様さまに、心より感謝申し上げます。




　何年間も風か邪ぜをひくことなく健康だけが取り柄えだった私ですが、最近は微び妙みように風邪をひいたり胃腸の調子を悪くしたり、目にできものができてコンタクトをつけられなくなったりと、年ねん齢れいのせいか身体からだに支障をきたしておりました（苦く笑しよう）。ちなみに今はどれも完治してます！

　読者の皆様は、体調を崩くずされることなく元気にお過ごしでしょうか？




　たまには自分の近きん況きようなんかを語ってみようかと思ったのですが、相変わらずの自分の残念っぷりを披ひ露ろうすることとなってしまいました……（汗あせ）。




　今巻は大まかにくくると学園祭後編、バイト編、そして北ほつ海かい道どう編という流れでお送りさせて頂きました。今回も、自分の体験を少し元にして執しつ筆ぴつしてみました。

　大学の学園祭は、クラスの出し物だけ参加しましたが……準備の日を一日サボ……休んでしまい、クラスの子に文句を言われたという苦い思い出があります（苦笑）。

　今思い返すと最悪ですね、私……あれ？　全然作中と違ちがうぞ？　おかしいなあ（涙なみだ）。

　学園祭というのが過去の記き憶おくすぎて、あの雰ふん囲い気きをまた思い出したいと思い、執筆前に大学の学園祭に遊びに行ったりもしました。若者たちがとても輝かがやいていて眩まぶしくて、自分の老いをまざまざと感じましたね……。

　またバイト編では、柏かしわ田だが倉庫内バイトで嫌いやな思いをしてますが、私自身も一日限定の短期バイトでこのような体験をしました。

　今巻ではこのバイトシーンのみノンフィクションに近いかもしれません……（苦笑）。

　ただ、柏田は一応最後に現場監かん督とくに認められていますが、私の時は最後まで横暴な現場監督のままで、ひたすらぞんざいな扱あつかいを受けて終わりましたが……。

　今までにいくつかの仕事を経験しましたが、他の仕事先の労働環かん境きようがどんなに恵めぐまれていたかということに気づけたので、良かったです……（苦笑）。

　最後に北海道編ですが、この部分だけは一いつ切さい自分の実体験とは無関係ですね！　完全に！（キッパリ）

　カップルで北海道旅行に行ったという友人や、北海道に何度か行かれたことのある担当さんに北海道のことを色々伺うかがって参考にさせて頂きながら執筆しました。

　いやあ～さすがに、自分で執筆しながら羨うらやましすぎて禿はげそうでした（笑）。

　非リア充じゆうな私ですが、最終的にはなぜかもう自分が北海道デートしたかのような気分になってましたよ（涙）。




　高校生編で一度完結した今作品ですが、皆様のご支し援えんのおかげで大学生編という続編を執筆させて頂けることになってから、早いものでもう一年以上が経たちました。

　大学生編を執筆させて頂けるということになり、せっかくなので高校生編で描えがけなかったこと、大学生にしかできないことを常に心がけて執筆してきました。

　その結果、高校生編では描けなかった新しいことを積極的に描くことができ、楽しく執筆させて頂きましたが、いかがでしたでしょうか。




　今作品はもう一度、最後のクライマックスを迎むかえようとしています。

　ここまで応おう援えんして下さっている読者の皆様、一度完結している作品のその後を見守って下さって、本当にありがとうございます。

　宜よろしければ、このまま『オタリア』の五年間の集大成をラストまで見守って下さると嬉うれしく思います。応援して下さった読者の皆様にご満足頂けるようなラストをお送りできたらいいのですが……。




　恒こう例れいとなりますが、最後に謝辞を。

　担当編集様。

　今巻から『オタリア』を担当して頂くこととなりまして、大変お世話になりありがとうございました。今回体調を崩してご迷めい惑わくをおかけしてしまい申し訳ありませんでした。

　イラスト担当のあなぽん様。

　毎巻とても素す晴ばらしい表紙イラストを描いて頂いておりますが、今巻の表紙は可愛かわいすぎて思わず見とれてしまいました。読者の皆様の目を引くであろう素晴らしい表紙イラストをありがとうございました。

　そして、読者の皆様。

　いつもご愛読頂きありがとうございます。お手紙やインターネット上で応援メッセージを下さった方も本当にありがとうございます。相変わらずいつも読者の皆様の声を励はげみに執筆させて頂いております。

　デビュー作をこんなに長く執筆できたのは、ひとえに皆様のおかげです。

　次巻も皆様に認めて頂けるような作品を執筆できるよう頑がん張ばりますので、もう少しの間見守って頂けると大変嬉うれしく思います。
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